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東
み
よ
し
町
は
、
人
口
約
一
万
四

○
○
○
人
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
四
国
の
各
県
都
ま
で
一
時

間
余
り
と
い
っ
た
地
理
的
条
件
を
有

す
る
町
で
す
。

　
町
中
心
地
に
は
、
国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
樹
齢

千
年
を
超
え
る
「
加
茂
の
大
楠
」
が
、

住
宅
地
の
真
ん
中
に
立
っ
て
お
り
、

そ
の
威
風
堂
々
と
し
た
姿
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
も

数
少
な
い
川
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
吉
野
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や

吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
か
ら

は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
と
神

秘
的
な
奇
岩
、
怪
岩
を
有
す
る
美
濃
田
の

淵
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
み
よ
し
町
で
の
取
り
組
み

　
東
み
よ
し
町
で
は
、「
町
の
活
力
の
増

進
」、「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
」、「
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
町
民
の
声

が
届
き
や
す
い
町
に
」
と
い
う
四
つ
の
政

策
を
掲
げ
、「
対
話
、
バ
ラ
ン
ス
、
融
和
、

を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
行

政
運
営
」
を
念
頭
に
お
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
の
活
力
の
増
進

　
に
し
阿
波
地
域
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ

ム
が
平
成
三
十
年
三
月
に
中
国
・
四
国
地

方
で
は
初
と
な
る
、
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
農
業
遺
産
は
、
次

世
代
へ
と
継
承
す
べ
き
伝
統
的
な
「
農
林

水
産
業
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
無
形
の
資
産

に
対
し
て
与
え
ら
れ
、
令
和
元
年
十
一
月

現
在
で
は
、
二
十
一
ヶ
国
五
十
八
地
域
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
み
よ
し
町
を
含
め
た
各
団
体
が
農
業

遺
産
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
コ
エ
グ
ロ
づ

く
り
体
験
の
開
催
や
、
中
学
生
向
け
の

現
地
授
業
・
出
前
授
業
の
開
催
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
授
業
の
開
催
な

ど
、
様
々
な
農
業
遺
産
の
周
知
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
、
町
内
で
も
傾
斜
地
農
法
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
野
菜
が
町
内
の
喫
茶

店
で
、
世
界
農
業
遺
産
の
野
菜
と
し
て
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
外
へ
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
農
業
遺
産
ブ
ラ

ン
ド
を
活
用
し
た
町
内
農
産
品
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
の
世
界
観
を
前
面
に
打
ち

出
し
た
販
売
促
進
は
、
関
西
圏
の
百
貨
店

や
卸
売
市
場
で
の
販
売
に
繋
が
り
、
都
市

部
消
費
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
取
り
組

み
に
加
え
農
家
民
泊
、
農
業
体
験
を
推
奨

し
観
光
客
の
誘
致
を
進
め
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国の特別天然記念物「加茂の大楠」

「
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
」
と

　
　
　
実
感
で
き
る
町
を
目
指
し
て

松
　
浦
　
敬
　
治

「
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
」
と

　
　
　
実
感
で
き
る
町
を
目
指
し
て

東
み
よ
し
町
長
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本
町
に
は
、
木
材
を
世
界
最
薄
水
準
ま

で
加
工
す
る
技
術
を
持
つ
企
業
や
、
ハ
ラ

ル
の
輸
出
認
証
を
受
け
海
外
輸
出
を
手
掛

け
る
畜
産
会
社
な
ど
、
特
色
あ
る
事
業
に

取
り
組
む
も
の
づ
く
り
企
業
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
会
員
は
県
内
ト
ッ

プ
を
誇
り
、
少
子
高
齢
化
を
迎
え
る
中
で

も
、
未
来
を
担
う
中
小
企
業
者
が
多
々
存

在
し
ま
す
。

　
そ
れ
ら
地
域
産
業
の
強
み
を
充
分
に
活

か
し
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
健
全
な
発

展
と
町
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、「
東
み
よ
し
町
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
で
示
し
た
理
念
を
具
体
化
す

る
た
め
の
方
針
と
し
て
、「
東
み
よ
し
町

中
小
企
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
同
時
に
策

定
し
ま
し
た
。
本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
町
と
し

て
特
に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
く
べ
き
四

つ
の
重
点
項
目
を
定
め
、
全
十
三
個
に
わ

た
る
き
め
細
や
か
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
町
と
商
工
会
、
地
域
社
会
が
一
丸

と
な
っ
て
地
域
経
済
が
盛
り
上
が
っ
て
い

く
よ
う
支
援
策
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
本
町
の
交
流
拠
点
で
あ
る
吉

野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で
す
が
、
施

設
等
の
老
朽
化
や
設
備
の
故
障
な
ど
に
よ

る
施
設
や
外
回
り
の
改
修
、
近
年
の
団
体

旅
行
が
敬
遠
さ
れ
る
旅
行
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
よ
る
観
光
バ
ス
受
入
数
減
少
の
影
響
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
、
五
年
連
続
の
赤
字

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
急
な
経
営
改

善
の
た
め
、
昨
年
よ
り
、
大
幅
な
コ
ス
ト

削
減
、
利
用
形
態
や
集
客
方
法
の
見
直
し

な
ど
も
含
め
た
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
交
流
拠
点
と
し
て

の
今
ま
で
の
位
置
づ
け
だ
け
で
な
く
、
産

業
の
拠
点
と
し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
の
活
用
や
、
飲
食
や
物
産
に
関

し
て
も
直
営
で
な
く
、
地
域
の
事
業
所
、

人
気
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
誘
致
も
含

め
た
テ
ナ
ン
ト
化
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
高
速
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
が
集
え
る
新
た
な
拠
点
づ
く
り
を

推
進
し
、
有
事
の
際
に
は
災
害
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
え
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
未
来
を
守
る

　
子
育
て
に
係
る
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
や
在
宅
で
育
児
を
し
て
い
る
家
庭
の
心

理
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
県
と
の
共
同
事
業
に

よ
る
「
と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ

ン
事
業
」
や
、「
育
児
用
品
購
入
助
成
事

業
」、「
す
く
す
く
家
庭
保
育
応
援
手
当
支

給
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
十
月
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

の
開
始
に
伴
い
、
本
来
有
料
と
な
る
三
～

五
歳
児
の
保
育
・
幼
稚
園
施
設
で
の
主
食

費
・
副
食
費
の
補
助
も
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
幼
稚
園
で
の
教
育
時
間
終
了
後

に
、
仕
事
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
情
が
あ

る
保
護
者
の
子
ど
も
を
預
か
る
延
長
保
育

を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
そ
れ
が
実

感
で
き
る
町
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
の

も
と
に
、
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習

の
実
現
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
力
を
学
校
運
営

に
生
か
す
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
社
会
を
挙

げ
て
教
育
再
生
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
や

学
校
等
が
抱
え
る
課
題
を
地
域
ぐ
る
み
で

巻頭言　「この町に住み続けたい」と実感できる町を目指して

木材の折り鶴と
ハラル輸出認証を取得した牛肉

コエグロ

交流の拠点である吉野川ハイウェイオアシス

傾斜地農耕の風景
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解
決
す
る
た
め
に
、
そ
の
連
携
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

活
動
の
内
容
や
心
得
な
ど
を
記
し
た
「
学

校
支
援
隊
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、

希
望
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
町
広
報

誌
で
各
校
の
活
動
状
況
を
紹
介
す
る
な
ど
、

情
報
発
信
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
協

力
す
る
学
校
支
援
隊
員
に
は
、
現
在
、
約

五
百
九
十
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
時
代
に
応
じ
た
新
た
な
施
策
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
本
町
の
教
育
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

安
心
・
安
全
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
災
害
発
生
時
、
よ
り
安
全
な
避
難
所
の

運
営
を
可
能
に
す
る
た
め
、
東
み
よ
し
町
、

公
益
社
団
法
人
徳
島
県
建
築
士
会
、
公
益

社
団
法
人
徳
島
県
建
築
士
会
三
好
地
域
会

の
三
者
で
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
施
設

の
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
の
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
に
基
づ
き
、
地
震
な
ど
の
災
害
発

生
時
に
、
資
格
を
持
っ
た
建
築
士
が
被
災

後
の
避
難
所
の
危
険
度
を
判
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
な
避
難
所
の
運
営
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
避
難
所
と
な
る

庁
舎
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄

電
池
設
備
を
組
み
合
わ
せ
た
照
明
設
備
等

に
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
停
電
時

で
あ
っ
て
も
必
要
な
電
気
を
自
立
的
に
確

保
で
き
る
よ
う
避
難
所
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
自

分
や
自
分
の
家
族
、
そ
し
て
、
自
分
の
町

や
隣
人
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
住
民

の
防
災
意
識
も
重
要
で
す
。
自
主
防
災
連

絡
会
や
防
災
講
演
を
実
施
し
、
隣
接
す
る

自
主
防
災
会
同
士
の
連
携
強
化
や
防
災
意

識
、
防
災
知
識
の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
に
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
防
災
力
を
高
め

る
活
動
が
で
き
る
十
分
な
意
識
を
持
ち
、

一
定
の
知
識
を
習
得
し
た
防
災
士
が
い
ざ

と
い
う
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
そ
の
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
東
み
よ
し
町
防

災
士
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
は
現
在
、
庁
舎
を
分
庁
方

式
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
分

庁
方
式
で
は
災
害
発
生
時
に
、
災
害
対
策

本
部
と
現
地
対
策
本
部
間
で
の
情
報
伝
達

や
指
示
に
手
間
取
り
、
迅
速
・
適
格
な
災

害
対
応
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
懸
念
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
利
便
性

や
施
設
管
理
費
の
削
減
な
ど
、
行
政
の
効

率
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
本
庁
舎
を
増

築
統
合
し
、
分
庁
舎
に
は
総
合
窓
口
機
能

を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
を

確
保
し
な
が
ら
庁
舎
統
合
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
治
山
事
業
や
避
難
所
機
能

強
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
も
と
よ
り
、
消

防
団
、
防
災
士
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
町
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
声
が

　
　
届
き
や
す
い
町
に

　
私
は
、
直
接
役
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
住

民
の
皆
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
行
事

や
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
普
段
対
話
で
き
な
い
皆
さ
ま
方
と

対
話
し
、
幅
広
く
お
声
を
聞
き
、
町
政
に

反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

柔
軟
性
に
溢
れ
る
若
い
世
代
の
職
員
が
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ベ
テ
ラ
ン
が

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
新
し

い
施
策
が
生
ま
れ
る
行
政
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
職
員
改
革
も
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
職
員
に
対
し
て
消
防
団
へ
の

加
入
の
意
識
啓
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
職
員
が
消
防
団
員
と
な
り
、
地

域
の
皆
さ
ま
方
と
の
輪
を
つ
く
り
、
住
民

か
ら
の
声
を
直
接
聞
く
機
会
に
も
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
窓
口

対
応
等
の
向
上
の
た
め
、
接
遇
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の
接

遇
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
年
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
職
員
個
々
の
能
力
を
組
織
の
力
に

変
え
、
組
織
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
、
議
会
、
行
政
が

と
も
に
協
働
し
な
が
ら
、「
こ
の
町
に
生

ま
れ
、
育
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
。」
と
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

職員研修の様子
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１
　
は
じ
め
に

　「
地
方
財
政
計
画
」
は
、
地
方
交
付
税
法
第
七
条
の

規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
「
地
方
団
体
の
歳
入
歳
出

総
額
の
見
込
額
に
関
す
る
書
類
」
の
こ
と
で
あ
り
、
同

条
の
規
定
に
よ
り
、
国
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
一

般
へ
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
や
産
業
集
積
の
度
合
い
に
よ
る

地
域
間
格
差
や
景
気
の
動
向
に
よ
る
税
収
の
年
度
間
格

差
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
団
体
が
そ
の
重
要
な
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　
○ 

地
方
交
付
税
制
度
と
関
連
し
て
、
地
方
財
源
を
保

障
す
る
機
能

　
○ 

地
方
団
体
に
お
け
る
当
該
年
度
の
「
財
政
運
営
の

指
針
」
と
し
て
の
機
能

　
○ 

「
国
家
財
政
・
国
民
経
済
等
と
の
整
合
性
」
を
確

保
す
る
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

２
　
令
和
二
年
度
の

　
　
　
　
　
　
地
方
財
政
計
画

　
令
和
二
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、
二
月
四
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

一
般
に
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

八
年
度
か
ら
、
被
災
地
が
自
立
し
、
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
な
る
復
興
を
目
指
す

｢

復
興
・
創
生
期
間
」

に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
「
通
常
収
支
分
」

と
「
東
日
本
大
震
災
分
」
に
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
１
）
通
常
収
支
分

　
令
和
二
年
度
に
お
い
て
は
、
地
方
が
人
づ
く
り
革
命

の
実
現
や
地
方
創
生
の
推
進
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再

生
、
防
災
・
減
災
対
策
等
に
取
り
組
み
つ
つ
、
交
付
団

体
を
は
じ
め
地
方
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
令
和
元
年

度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的

に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
地
方
財
政

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　「
通
常
収
支
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
次
の
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
一
般
財
源
総
額
の
確
保

　
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源

総
額
（
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
特
例
交
付
金
、

地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
額
）
は
、

前
年
度
を
〇
・
七
兆
円
上
回
る
六
三
・
四
兆
円
で
あ

り
、
不
交
付
団
体
水
準
超
経
費
を
除
く
一
般
財
源
総

額
に
つ
い
て
も
前
年
度
を
一
・
一
兆
円
上
回
る
六
一
・

八
兆
円
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
総
額
は
、
七
年
ぶ
り
に
増
額

と
な
っ
た
前
年
度
を
〇
・
四
兆
円
上
回
る
一
六
・
六

兆
円
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
偏
在
是
正
財
源
を
活
用
し
た
歳
出
の
計
上

　
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
措
置
に
よ
る
財
源

を
活
用
し
て
、
地
方
団
体
が
地
域
社
会
の
維
持
・

再
生
に
向
け
た
幅
広
い
施
策
に
自
主
的
・
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
、
新
た
な
歳
出
項
目
と
し
て
、「
地

域
社
会
再
生
事
業
費
」
が
〇
・
四
兆
円
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
二
年
度
　
地
方
財
政
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
企
画
財
政
担
当
）　

青
　
木
　
秀
　
夫



2020.6 AWA no JICHI No.96　6

③
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

○
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
費
の
創
設

　
令
和
元
年
台
風
一
九
号
に
よ
る
河
川
氾
濫
等
の
大

規
模
な
浸
水
被
害
等
が
相
次
ぐ
中
、
被
災
後
の
復
旧

費
用
を
考
慮
し
て
も
、
維
持
管
理
の
た
め
の
河
川
等

の
浚
渫
（
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
）
が
重
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
地
方
団
体
が
単
独
事
業
と
し
て
緊
急
的
に

河
川
等
の
浚
渫
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
「
緊

急
浚
渫
推
進
事
業
費
」
が
九
〇
〇
億
円
計
上
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
方
財
政
法
の
改
正
に
よ
り
、
緊
急
的

な
河
川
等
の
浚
渫
経
費
に
つ
い
て
地
方
債
の
発
行
を

可
能
と
す
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
増
額

　
令
和
元
年
台
風
一
五
号
に
お
い
て
倒
木
に
よ
る
停

電
被
害
が
拡
大
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
近
年
、
森
林

の
保
水
力
低
下
等
に
伴
う
洪
水
氾
濫
、
山
腹
崩
壊
、

流
木
被
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
森
林
整

備
の
促
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準

備
金
を
五
年
間
で
二
、
三
○
○
億
円
活
用
し
、
交
付

税
特
別
会
計
に
お
け
る
譲
与
税
財
源
の
借
入
れ
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
た
上
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
額
を
前
倒
し
で
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
整

備
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
令
和
二

年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
前
年
度
の
二
〇
〇
億
円

か
ら
四
○
○
億
円
に
倍
増
）

○ 

技
術
職
員
の
充
実
等
（
市
町
村
支
援
・
中
長
期
派

遣
体
制
の
強
化
）

　
近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
た
適
正
管
理
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
小
規
模
市
町
村
を
中
心
に
技
術
職
員
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
、
技
術
職
員
の
中
長
期
派
遣
を
求
め
る

声
が
強
い
も
の
の
、
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
等
が
技
術
職
員

を
増
員
し
、
平
時
に
技
術
職
員
不
足
の
市
町
村
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
の
中
長
期
派
遣

要
員
を
確
保
す
る
場
合
に
、
増
員
さ
れ
た
職
員
人
件

費
に
対
し
て
地
方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
へ
の
対
応

　
地
方
団
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
九
年
の
地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

適
正
な
任
用
・
勤
務
条
件
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

一
般
職
の
「
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
期
末
手
当
の
支
給
を

可
能
と
す
る
な
ど
、制
度
・

運
用
の
改
善
が
図
ら
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
が
令
和
二

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
地
方
団
体
が

新
た
に
期
末
手
当
を
支
給

す
る
な
ど
に
係
る
経
費
と

し
て
、
一
、
七
三
八
億
円

が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑤ 

次
世
代
型
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
推
進

　Society5
.0

の
実
現
に

向
け
て
、
そ
の
基
盤
と
な

る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
光

フ
ァ
イ
バ
等
の
全
国
的
な

整
備
及
び
高
度
化
を
推
進

す
る
た
め
の
地
方
財
政
措

置
が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も

に
、
条
件
不
利
地
域
に
お
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い
て
地
域
課
題
の
解
決
等
を
図
る
た
め
、
５
Ｇ
等
の

先
端
的
な
情
報
通
信
技
術
の
導
入
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
地
方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑
制

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
折
半
対
象
財
源
不
足
が
生

じ
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
方
の
財
源
不
足
は
〇
・
一

兆
円
増
え
、
四
・
五
兆
円
に
な
る
一
方
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
額
は
前
年
度
か
ら
〇
・
一
兆
円
減
額

と
な
り
三
・
二
兆
円
に
抑
制
さ
れ
、
令
和
二
年
度
末

の
残
高
は
、
五
三
・
三
兆
円
と
前
年
度
末
か
ら
〇
・

五
兆
円
の
縮
小
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
地
方
財
政

の
健
全
化
が
一
部
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
財
源
不
足
は
依
然
と
し
て
巨
額

に
あ
り
、
過
去
に
発
行
し
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
元

利
償
還
金
に
充
て
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
が
続
い
て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
東
日
本
大
震
災
分

　
復
旧
・
復
興
事
業
等
の
財
源
と
し
て
、
通
常
収
支
と

は
別
枠
で
整
理
さ
れ
た
「
震
災
復
興
特
別
交
付
税
」
が

○
・
四
兆
円
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
　
お
わ
り
に

　
今
回
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
地
方
一
般
財

源
総
額
が
前
年
度
を
上
回
る
規
模
で
確
保
さ
れ
、
さ
ら

に
、
地
方
交
付
税
の
増
額
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑
制

に
よ
る
地
方
財
政
健
全
化
の
前
進
も
見
ら
れ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
新
た
な
歳
出
枠

が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
近
年
、
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
地
財
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
お
り
、
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
財
政
基
盤
の
強
化
・
充
実
が
図
ら
れ
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Society5

.0

時
代
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

そ
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
起
債
事
業
が
拡
充

さ
れ
る
な
ど
、
先
端
的
な
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
課
題
解
決
へ
の
取
組
み
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
域
が
抱
え
る
行

政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
財
政
制

度
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
将
来

を
見
据
え
た
、
戦
略
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
町
村
課
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
内
市
町
村
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
密
に
し
な
が
ら
、
徳
島
発
の
政
策
提
言

は
も
と
よ
り
、
全
国
知
事
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
方
交

付
税
制
度
の
充
実
・
強
化
、
必
要
な
歳
出
総
額
や
一
般

財
源
総
額
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について

1特集

　
令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二

十
日
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
度
の
地
方
債
計
画
は
、
地
方
財
政
法
第
五
条
の

三
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
意
等
を
行
う
地
方
債

の
予
定
額
の
総
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す

る
書
類
と
し
て
作
成
、
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地

方
交
付
税
制
度
と
と
も
に
地
方
財
源
を
保
障
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
地
方
債
計
画
の
策
定
方
針

　
令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
地

方
財
政
の
状
況
の
下
で
、
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
防

災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
、
公
共

施
設
等
の
適
正
管
理
及
び
地
域
の
活
性
化
へ
の
取
組
み

等
を
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
地
方
債
資
金

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す

る
事
業
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要
額
に
つ
い

て
そ
の
全
額
を
公
的
資
金
で
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
、

通
常
収
支
分
、
東
日
本
大
震
災
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
策
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
を
合
計
し
た
地
方
債

の
総
額
は
、
一
一
兆
七
、
三
六
○
億
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
二
、
七
二
五
億
円
、
二
・
三
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ⅱ
　
地
方
債
計
画
の
主
な
特
色

１
　
通
常
収
支
分

（
１
）
概
況

　
令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
の
通
常
収
支
分
に
つ
い

て
は
、
地
方
財
政
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
公

営
企
業
会
計
等
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の

所
要
額
等
を
勘
案
し
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
計
で
は
、
普
通
会
計
分
が
九
兆
二
、
七
八
三
億

円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
が
二
兆
四
、
五
五
三
億
円

で
、
合
わ
せ
て
一
一
兆
七
、
三
三
六
億
円
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、前
年
度
に
比
べ
て
二
、七
二
一
億
円
、二
・

三
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

（
２
）
主
な
特
色

　
①
　
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対

策
の
推
進

　
地
方
公
共
団
体
が
、「
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
三
カ
年
緊
急
対
策
」
に
基
づ
く
事

業
と
連
携
し
つ
つ
、
緊
急
に
自
然
災
害
を
防
止
す

る
た
め
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
の
対
象

が
拡
充
さ
れ
、
前
年
度
同
額
の
三
、
○
○
○
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
、
緊
急
的
に
河
川
等

の
浚
渫
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
が
創
設
さ
れ
、
九
○
○
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
を

活
用
し
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

取
組
み
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
②
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
推
進

　
地
方
公
共
団
体
が
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
緊
急
防
災
・
減
災
対
策
事

業
の
対
象
が
拡
充
さ
れ
、
前
年
度
同
額
の
五
、
○

○
○
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
③
　
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
の
推
進

　
地
方
公
共
団
体
が
、
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
に
お
い
て
、
長
寿
命
化

に
係
る
事
業
等
の
対
象
が
拡
充
さ
れ
、
前
年
度
同

額
の
四
、
三
二
○
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
を

活
用
し
、
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
に
基
づ
く
取
組
み

令
和
二
年
度
　
地
方
債
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

市
町
村
課
係
長
（
企
画
財
政
担
当
）　

後
藤
田
　
裕
　
二
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特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について

1特集

（単位：億円、％）

令和２年度地方債計画
（通常収支分）

表１

項　　　　目
令和２年度
計画額（Ａ)

令和元年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,195 16,627 △ 432 △ 2.6

　２　防災・減災・国土強靱化緊急対策事業 4,778 6,084 △ 1,306 △ 21.5

　３　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,110 1,140 △ 30 △ 2.6

　４　災 害 復 旧 事 業 1,148 955 193 20.2

　５　教育・福祉施設等整備事業 3,327 3,402 △ 75 △ 2.2

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,223 1,256 △ 33 △ 2.6

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 373 383 △ 10 △ 2.6

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 639 656 △ 17 △ 2.6

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 552 567 △ 15 △ 2.6

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　６　一 般 単 独 事 業 26,807 25,415 1,392 5.5

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,605 2,113 492 23.3

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 4,320 4,320 0 0.0

　　(8)　緊 急 自 然 災 害 防 止 対 策 3,000 3,000 0 0.0

　　(9)　緊 急 浚 渫 推 進 900 − 900 皆増

　７　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 5,210 5,210 0 0.0

　　(1)　辺 地 対 策 510 510 0 0.0

　　(2)　過 疎 対 策 4,700 4,700 0 0.0

　８　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　９　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　10　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 59,720 59,978 △ 258 △ 0.4

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,570 5,946 △ 376 △ 6.3

　２　工　業　用　水　道　事　業 338 307 31 10.1

　３　交 通 事 業 1,562 1,420 142 10.0

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 260 262 △ 2 △ 0.8

　５　港 湾 整 備 事 業 555 569 △ 14 △ 2.5

　６　病院事業・介護サービス事業 3,599 4,005 △ 406 △ 10.1

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 343 362 △ 19 △ 5.2

　８　地 域 開 発 事 業 708 912 △ 204 △ 22.4

　９　下 水 道 事 業 12,383 12,773 △ 390 △ 3.1

　10　観 光 そ の 他 事 業 100 154 △ 54 △ 35.1

計 25,418 26,710 △ 1,292 △ 4.8

合　　　　　計 85,138 86,688 △ 1,550 △ 1.8
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の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
④
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

　Society5
.0

の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
基
盤
と

な
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
等
の
整
備
が

全
国
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
活
性
化
事
業

の
対
象
が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
過
疎
対
策
事

業
に
特
別
分
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
⑤
　
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

　
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
地
方
財

政
法
第
五
条
の
特
例
と
し
て
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
、
一
七
一
億
円
、
三
・
六
％
減
の
三
兆
一
、
三

九
八
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
東
日
本
大
震
災
分

　
令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
の
東
日
本
大
震
災
分
に
つ

い
て
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
と
し
て
、
総
計
で
二
四
億

円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
四
億
円
、

一
四
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

Ⅲ
　
地
方
債
資
金
の
確
保

　
令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
の
資
金
の
構
成
は
、
表
１
、

表
２
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
通
常
収
支
分
の
公
的
資
金
（
財
政
融
資
資
金
、
地
方

公
共
団
体
金
融
機
構
資
金
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と

同
程
度
の
割
合
が
確
保
さ
れ
、
所
要
額
と
し
て
、
四
兆

七
、
五
四
七
億
円
（
前
年
度
比
三
四
五
億
円
、
○
・
七
％

減
、
構
成
比
四
○
・
五
％
）
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る

項　　　　目
令和２年度
計画額（Ａ)

令和元年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 31,398 32,568 △ 1,171 △ 3.6

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　247） （　　　281） （△ 34） （△ 12.1）

総　　　　　計
（　　　247） （　　　281） （△ 34） （△ 12.1）

117,336 120,056 △ 2,721 △ 2.3

内 

訳

普 通 会 計 分 92,783 94,282 △ 1,500 △ 1.6

公 営 企 業 会 計 等 分 24,553 25,774 △ 1,221 △ 4.7

資　金　区　分

公 的 資 金 47,547 47,892 △ 345 △ 0.7

財 政 融 資 資 金 29,326 29,507 △ 181 △ 0.6

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,221 18,385 △ 164 △ 0.9

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　247） （　　　281） （△ 34） （△ 12.1）

民 間 等 資 金 69,789 72,164 △ 2,376 △ 3.3

市 場 公 募 38,500 39,400 △ 900 △ 2.3

銀 行 等 引 受 31,289 32,764 △ 1,475 △ 4.5

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）
　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであっ
て外書である。

特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について

1特集
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事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要
額
の
全
額
が

公
的
資
金
で
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
民
間
等
資
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
円
滑
な
調

達
を
図
る
た
め
、
市
場
公
募
地
方
債
の
発
行
を
引
き
続

き
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ
　
お
わ
り
に

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
に
資
す
る
た
め
、
地
方
債

の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
年
度
の
地
方
債
計
画
の

内
容
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た

る
地
方
債
の
発
行
計
画
や
償
還
計
画
等
に
よ
り
、
総
合

的
な
地
方
債
の
管
理
に
努
め
つ
つ
、
地
方
債
を
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
創
生
に
関
す
る
取
組

み
や
、
防
災
・
減
災
対
策
等
の
着
実
な
推
進
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
二
年
度
の
各
事
業
債
の
詳
細
な
取
扱
い

等
、
具
体
的
な
起
債
事
務
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
告

示
す
る
地
方
債
同
意
等
基
準
や
、
総
務
副
大
臣
が
通
知

す
る
地
方
債
同
意
等
基
準
運
用
要
綱
等
を
踏
ま
え
、
適

切
な
事
務
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

（単位：億円、％）

令和２年度地方債計画
（東日本大震災分）

表２

項　　　　　目
令和２年度
計画額（Ａ)

令和元年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一 般 会 計 債

公 営 住 宅 建 設 事 業 14 9 5 55.6

災 害 復 旧 事 業 7 10 △ 3 △ 30.0

一 般 単 独 事 業 1 3 △ 2 △ 66.7

公 営 企 業 債

水 道 事 業 1 − 1 皆増

下 水 道 事 業 1 6 △ 5 △ 83.3

国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　　　2） （　　　　　5） （△　 3） （△　 60.0）

総　　　　　　　　計
（　　　　　2） （　　　　　5） （△ 3） （△ 60.0）

24 28 △ 4 △ 14.3

内
訳

普 通 会 計 分 15 12 3 25.0

公 営 企 業 会 計 等 分 9 16 △ 7 △ 43.8

資
金
区
分

公 的 資 金

財 政 融 資 資 金 20 20 0 0.0

地方公共団体金融機構資金 4 8 △ 4 △ 50.0

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　　　2） （　　　　　5） （△ 3） （△ 60.0）

その他同意等の見込まれる項目
　１　東日本大震災復興特別会計予算に係る国庫支出金を受けて事業を実施する場合に発行する一般補助施設

整備等事業債
　２　上記以外の東日本大震災復興特別会計予算に係る復興交付金等を受けて事業を実施する場合に発行する

公営企業債
　３　上記以外の公営企業の事業区分において発行する震災減収対策企業債
　４　旧公営企業金融公庫資金又は地方公共団体金融機構資金の使用によって取得した財産が、東日本大震災に
　　より焼失又は滅失した場合において繰上償還の財源として発行する被災施設借換債

（備考）
　　国の予算等貸付金債の（　）書は、国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外書である。

復旧・復興事業

特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について
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（単位：億円、％）

令和２年度地方債計画
（通常収支分と東日本大震災分の合計）

（参考）

項　　　　目
令和２年度
計画額（Ａ)

令和元年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,195 16,627 △ 432 △ 2.6

　２　防災・減災・国土強靱化緊急対策事業 4,778 6,084 △ 1,306 △ 21.5

　３　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,124 1,149 △ 25 △ 2.2

　４　災 害 復 旧 事 業 1,155 965 190 19.7

　５　教育・福祉施設等整備事業 3,327 3,402 △ 75 △ 2.2

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,223 1,256 △ 33 △ 2.6

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 373 383 △ 10 △ 2.6

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 639 656 △ 17 △ 2.6

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 552 567 △ 15 △ 2.6

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　６　一 般 単 独 事 業 26,808 25,418 1,390 5.5

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,606 2,116 490 23.2

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 4,320 4,320 0 0.0

　　(8)　緊 急 自 然 災 害 防 止 対 策 3,000 3,000 0 0.0

　　(9)　緊 急 浚 渫 推 進 900 − 900 皆増

　７　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 5,210 5,210 0 0.0

　　(1)　辺 地 対 策 510 510 0 0.0

　　(2)　過 疎 対 策 4,700 4,700 0 0.0

　８　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　９　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　10　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 59,742 60,000 △ 258 △ 0.4

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,571 5,946 △ 375 △ 6.3

　２　工　業　用　水　道　事　業 338 307 31 10.1

　３　交 通 事 業 1,562 1,420 142 10.0

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 260 262 △ 2 △ 0.8

　５　港 湾 整 備 事 業 555 569 △ 14 △ 2.5

　６　病院事業・介護サービス事業 3,599 4,005 △ 406 △ 10.1

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 343 362 △ 19 △ 5.2

　８　地 域 開 発 事 業 708 912 △ 204 △ 22.4

　９　下 水 道 事 業 12,384 12,779 △ 395 △ 3.1

　10　観 光 そ の 他 事 業 100 154 △ 54 △ 35.1

計 25,420 26,716 △ 1,296 △ 4.9

合　　　　　計 85,162 86,716 △ 1,554 △ 1.8

特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について
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項　　　　目
令和２年度
計画額（Ａ)

令和元年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 31,398 32,568 △ 1,171 △ 3.6

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　249） （　　　286） （△ 37） （△ 12.9）

総　　　　　計
（　　　249） （　　　286） （△ 37） （△ 12.9）

117,360 120,084 △ 2,725 △ 2.3

内 

訳

普 通 会 計 分 92,798 94,294 △ 1,497 △ 1.6

公 営 企 業 会 計 等 分 24,562 25,790 △ 1,228 △ 4.8

資　金　区　分

公 的 資 金 47,571 47,920 △ 349 △ 0.7

財 政 融 資 資 金 29,346 29,527 △ 181 △ 0.6

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,225 18,393 △ 168 △ 0.9

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　249） （　　　286） （△ 37） （△ 12.9）

民 間 等 資 金 69,789 72,164 △ 2,376 △ 3.3

市 場 公 募 38,500 39,400 △ 900 △ 2.3

銀 行 等 引 受 31,289 32,764 △ 1,475 △ 4.5

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債
　４　旧公営企業金融公庫資金又は地方公共団体金融機構資金の使用によって取得した財産が、東日本大震災に
　　より焼失又は滅失した場合において繰上償還の財源として発行する被災施設借換債

（備考）

　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするもので
あって外書である。

特集１●　令和２年度　地方債計画の概要について
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は
じ
め
に

　
令
和
二
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、
豊
か
な
日
本
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
社
会
保
障
を
は
じ
め
と
し
た
諸
制

度
を
人
生
百
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
へ
変
換
す
る

と
と
も
に
、
各
地
方
公
共
団
体
が
安
定
的
に
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
地
方
税
の
充
実
確
保
を
図
り
つ
つ
、
税
源
の
偏
在

性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
を

進
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
所
有
者
不
明
土
地
に
係
る

課
題
へ
の
対
応
や
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
つ
い
て
寡
婦

（
寡
夫
）
控
除
を
適
用
す
る
な
ど
多
様
な
改
正
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
、
市
町
村
税
に
関
す
る
主
な

改
正
点
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ
　
個
人
住
民
税
関
係

１
　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
の
適

用
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し
等

　
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に
対
し
て
公
平

な
税
制
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、

「
婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
る
不
公

平
」
と
「
男
性
の
ひ
と
り
親
と

女
性
の
ひ
と
り
親
の
間
の
不
公

平
」
を
同
時
に
解
消
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
令
和
三
年
度
分
以
後

の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。（
表
１
）

（
１
）　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す

る
所
得
控
除
の
適
用
及
び
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

　
ア
　
婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
生
計
を
一
に

す
る
子
（
前
年
の
総
所
得
金

額
等
が
四
八
万
円
以
下
）
を

有
す
る
単
身
者
に
つ
い
て
、

同
一
の
「
ひ
と
り
親
控
除
」

（
控
除
額
三
〇
万
円
）
を
適

用
す
る
。

　
イ
　
ア
以
外
の
寡
婦
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
控
除
額
二
六

万
円
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
、

令
和
二
年
度
　
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ
い
て

市
町
村
課
係
長
（
税
政
担
当
）　

大
　
磯
　
香
　
奈

表１

特集１●　令和２年度　税制改正（市町村税関係）について
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子
以
外
の
扶
養
親
族
を
持
つ
寡
婦
に
つ
い
て
も
所

得
制
限
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
五
〇
〇
万
円
以

下
（
年
収
六
七
八
万
円
））
を
設
定
す
る
。

（
２
）
個
人
住
民
税
の
人
的
非
課
税
措
置
の
見
直
し

　
右
記
ア
に
伴
い
、
現
行
（
令
和
元
年
度
改
正
後
）

の
寡
婦
、
寡
夫
、
単
身
児
童
扶
養
者
（
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
十
八
歳
以
下
の
児
童
の
父
又
は

母
）
に
対
す
る
個
人
住
民
税
の
人
的
非
課
税
措
置
を

見
直
し
、
ひ
と
り
親
及
び
寡
婦
を
対
象
に
す
る
。

（
３
）
住
民
票
に
お
け
る
世
帯
主
と
続
柄
の
確
認

　
ひ
と
り
親
及
び
寡
婦
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

　
ア
　
そ
の
者
が
住
民
票
に
世
帯
主
と
記
載
さ
れ
て
い

る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
と
同
一
の
世
帯

に
属
す
る
者
に
係
る
住
民
票
に
世
帯
主
と
の
続
柄

と
し
て
未
届
の
妻
又
は
未
届
の
夫
そ
の
他
こ
れ
ら

と
同
一
の
内
容
で
あ
る
旨
の
記
載
が
さ
れ
た
者
が

い
な
い
こ
と
。

　
イ
　
そ
の
者
が
住
民
票
に
世
帯
主
と
記
載
さ
れ
て
い

る
者
で
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
に
世

帯
主
と
の
続
柄
と
し
て
未
届
の
妻
又
は
未
届
の
夫

そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
旨
の
記
載

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
　（
注
）　
市
町
村
に
お
い
て
は
、
前
年
十
二
月
三
十

一
日
時
点
に
お
け
る
住
民
票
の
続
柄
の
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
、
申
告
者
の

ひ
と
り
親
控
除
又
は
寡
婦
控
除
の
適
用
を
対

象
外
と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
関
す
る
情
報
を

国
税
庁
（
税
務
署
）
に
も
共
有
す
る
。

２
　
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

適
用
の
見
直
し

　
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

適
用
の
見
直
し
は
次
の
と
お
り
で
、
令
和
六
年
度
分

以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
か
ら
、
年
齢
三
十
歳
以
上
七
十
歳

未
満
の
者
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
者
を
除
外
す
る
。

　
ア
　
留
学
に
よ
り
非
居
住
者
と
な
っ
た
者

　
イ
　
障
害
者

　
ウ
　
そ
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
か
ら
前
年
に
お
い

て
生
活
費
又
は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
の
支
払
を

三
八
万
円
以
上
受
け
て
い
る
者

（
２
）
年
齢
三
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
非
居
住
者
で

あ
っ
て
右
記
（
１
）
ア
又
は
ウ
に
該
当
す
る
者
に

係
る
扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
所
得

割
の
納
税
義
務
者
は
、
所
得
税
に
お
い
て
右
記

（
１
）
ア
又
は
ウ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
の
提
出
等
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
個
人
住
民
税
の
申
告
の
際

に
、
右
記
（
１
）
ア
又
は
ウ
に
該
当
す
る
者
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
し
、
又
は

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

Ⅱ
　
固
定
資
産
課
税
関
係

１
　
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
課
税
上
の
課
題
へ
の

対
応

　
所
有
者
不
明
土
地
等
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
登
記
上
の
所
有
者
が
死
亡
し
て
い
る

場
合
に「
現
に
所
有
し
て
い
る
者
」（
通
常
は
相
続
人
）

の
調
査
・
特
定
に
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
し
て
い

る
こ
と
や
、
固
定
資
産
を
使
用
収
益
し
て
い
る
者
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
有
者
が
正
常
に
登
記
さ

れ
て
い
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
課
税
庁
が
調
査
を

尽
く
し
て
も
な
お
所
有
者
が
一
人
も
明
ら
か
と
な
ら

な
い
場
合
に
固
定
資
産
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
所
有
者
情
報
の
円
滑
な
把

握
や
課
税
の
公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
現
に
所
有
し
て
い
る
者
の
申
告
の
制
度
化
（
表
２
）

　
ア
　
市
町
村
長
は
、
そ
の
市
町
村
内
の
土
地
又
は
家

屋
に
つ
い
て
、
登
記
簿
等
に
所
有
者
と
し
て
登
記

等
が
さ
れ
て
い
る
個
人
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
、

当
該
土
地
又
は
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
者
（
以
下

「
現
所
有
者
」
と
い
う
。）
に
、
当
該
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
現
所
有
者
の

氏
名
、
住
所
そ
の
他
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
に

必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
イ
　
右
記
の
申
告
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
に
お
け

る
他
の
申
告
制
度
と
同
様
の
罰
則
を
設
け
る
。

　
ウ
　
右
記
の
改
正
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の

条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
現
所
有
者
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
す
制
度
の
拡
大
（
表
３
）

　
ア
　
市
町
村
は
、
一
定
の
調
査
を
尽
く
し
て
も
な
お

特集１●　令和２年度　税制改正（市町村税関係）について
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固
定
資
産
の
所
有
者
が
一
人
も
明
ら
か
と
な
ら
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
し

て
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
そ
の
者
に
固

定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
イ
　
ア
に
よ
り
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
し
て
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
当
該
使
用
者
に
通
知
す
る
。

　
ウ
　
ア
の
「
一
定
の
調
査
」
と
は
、
住
民
基
本
台
帳

及
び
戸
籍
簿
等
の
調
査
並
び
に
使
用
者
と
思
料
さ

れ
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
へ
の
質
問
そ
の
他
の
所

有
者
の
特
定
の
た
め
に
必
要
な
調
査
と
し
、
そ
の

旨
、
政
令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
。

　
エ
　
右
記
の
改
正
は
、
令
和
三
年
度
分
以
後
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
　
固
定
資
産
税
等
の
特
例
措
置

（
１
）
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
無
線
局
に
係
る
免
許
を
受
け
た

者
が
、
特
定
高
度
情
報
通
信
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム

導
入
計
画
に
基
づ
き
新
た
に
取
得
し
た
一
定
の
償

却
資
産
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
創
設

（
２
）
農
業
協
同
組
合
等
が
、
認
定
就
農
者
の
利
用
に

供
す
る
た
め
に
取
得
し
た
一
定
の
償
却
資
産
に
係

る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
創
設

（
３
）
新
築
住
宅
に
係
る
税
額
の
減
額
措
置
が
二
年
延

長
　
な
ど

Ⅲ
　
法
人
課
税
関
係

　１
　
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

の
拡
充
等

　
認
定
地
方
公
共
団
体
の
寄
附
活
用
事
業
に
関
連
す

る
寄
附
を
し
た
場
合
の
法
人
住
民
税
法
人
税
割
額
及

び
法
人
事
業
税
額
の
特
別
控
除
制
度
に
つ
い
て
、
次

の
措
置
を
講
じ
た
上
、
そ
の
適
用
期
限
が
五
年
延
長

さ
れ
ま
す
。

（
１
）
税
額
控
除
率
を
、
法
人
道
府
県
民
税
法
人
税
割

に
つ
い
て
は
五
・
七
％
（
現
行

：

二
・
九
％
）、

法
人
市
町
村
民
税
法
人
税
割
に
つ
い
て
は
三
四
・

三
％
（
現
行

：

一
七
・
一
％
）、
法
人
事
業
税
に

つ
い
て
は
二
〇
％
（
現
行

：

一
〇
％
）
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
。

（
２
）
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
る
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
事

業
に
一
定
の
補
助
金
等
に
よ
る
事
業
を
加
え
た
上
、

関
係
法
令
の
改
正
を
前
提
に
、
個
別
事
業
を
認
定

す
る
方
式
か
ら
包
括
的
に
事
業
を
認
定
す
る
方
式

に
転
換
す
る
認
定
手
続
の
簡
素
化
を
行
う
。

（
３
）
認
定
地
方
公
共
団
体
の
受
領
す
る
寄
附
金
が
そ

の
寄
附
金
に
関
連
す
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
寄
附
活
用
事
業
費
を
上
回
っ
た
場
合
の
適
正
化

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
認
定
地
方

公
共
団
体
が
そ
の
事
業
を
行
う
前
に
そ
の
認
定
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
支
出
す
る
寄
附
金
を
対
象

寄
附
金
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ⅳ
　
そ
の
他

　１
　
地
方
の
た
ば
こ
税

（
１
）
軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
（
表
４
）

　
ア
　
軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
（
一
本
当
た
り
の
重
量
が

一
ｇ
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
を
い
う
。）
の
課
税
標

準
に
つ
い
て
、
葉
巻
た
ば
こ
一
本
を
紙
巻
た
ば
こ

一
本
に
換
算
す
る
方
法
へ
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
イ
　
右
記
の
改
正
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
激
変
緩
和
等
の
観
点
か
ら
、
同

日
か
ら
令
和
三
年
十
月
一
日
ま
で
に
二
段
階
で
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
二

年
十
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
つ
い
て
、
右
記
の
改
正
の
対
象
を
一
本
当
た

り
の
重
量
が
〇
・
七
ｇ
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
に
限

る
こ
と
と
し
、
そ
の
場
合
の
換
算
方
法
を
葉
巻
た

ば
こ
一
本
を
紙
巻
た
ば
こ
〇
・
七
本
に
換
算
す
る

方
法
と
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
輸
出
免
税
等
の
適
用
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る

課
税
免
除
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足

り
る
書
類
の
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
へ
の

提
出
に
つ
い
て
、
当
該
書
類
の
提
出
を
不
要
と
す

る
等
、
輸
出
免
税
制
度
等
に
係
る
手
続
の
簡
素
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

２
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
見
直
し

　
災
害
防
止
・
国
土
保
全
機
能
強
化
等
の
観
点
か
ら
、

森
林
整
備
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

特集１●　令和２年度　税制改正（市町村税関係）について
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金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金
を
活
用
し
、

交
付
税
特
別
会
計
に
お
け
る
譲
与
税
財
源
の
借
入
れ

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
上
で
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
額
を
前
倒
し
で
増
額
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。（
表
５
）

（
１
）
令
和
二
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
各
年
度

に
お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備

金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
各
年
度
の
譲
与
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
２
）
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
及
び
都
道
府
県
へ

の
譲
与
割
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
３
）
令
和
元
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
に
充

て
た
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
の
支
払
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の

公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

３
　
納
税
環
境
整
備

（
１
）
還
付
加
算
金
等
の
割
合
の
引
下
げ
（
表
６
）

　
ア
　
還
付
加
算
金
の
割
合
は
、
各
年
の
還
付
加
算
金

特
例
基
準
割
合
が
年
七
・
三
％
未
満
の
場
合
に
は
、

そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
そ
の
還
付
加
算
金
特
例

基
準
割
合
と
す
る
。

　
　（
注
）
右
記
の
「
還
付
加
算
金
特
例
基
準
割
合
」

と
は
、
平
均
貸
付
割
合
（
財
務
大
臣
が
告
示
）

に
年
〇
・
五
％
（
現
行

：

年
一
％
）
の
割
合
を

加
算
し
た
割
合
を
い
う
。

　
イ
　
納
税
の
猶
予
等
の
適
用
を
受
け
た
場
合
（
延
滞

金
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）
の
延

滞
金
の
割
合
は
、
納
税
の
猶
予
等
を
し
た
期
間
の

猶
予
特
例
基
準
割
合
が
年
七
・
三
％
未
満
の
場
合

に
は
、
そ
の
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
猶
予
特
例

基
準
割
合
と
す
る
。

　
　（
注
）
右
記
の
「
猶
予
特
例
基
準
割
合
」
と
は
、

平
均
貸
付
割
合
に
年
〇
・
五
％
（
現
行

：

年

一
％
）
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
を
い
う
。

　
ウ
　
法
人
住
民
税
及
び
法
人
事
業
税
の
納
期
限
の
延

長
の
適
用
を
受
け
た
場
合
の
延
滞
金
の
割
合
は
、

各
年
の
平
均
貸
付
割
合
に
年
〇
・
五
％
（
現
行

：

年
一
％
）の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
が
年
七
・
三
％

未
満
の
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当

該
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

　
エ  

イ
及
び
ウ
以
外
の
延
滞
金
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

従
前
ど
お
り
の
割
合
と
す
る
。

　
オ  

今
回
の
改
正
の
対
象
と
な
る
還
付
加
算
金
及
び

延
滞
金
の
割
合
に
つ
い
て
、
〇
％
と
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
各
割
合
が
年
〇
・
一
％
未
満
で
あ
る

と
き
は
〇
・
一
％
と
す
る
。

　
カ
　
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
以
後

の
期
間
に
対
応
す
る
還
付
加
算
金
及
び
延
滞
金
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
期
限
到
来
間
際
に
さ
れ
た
申
告
に
係
る
加
算
金

の
決
定
期
限
の
整
備

　
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
日
前

三
月
以
内
に
さ
れ
た
申
告
書
の
提
出
（
調
査
に
よ
る

更
正
決
定
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）
に

係
る
不
申
告
加
算
金
の
決
定
に
つ
い
て
、
そ
の
提
出

が
さ
れ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
、
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
決
定

に
よ
り
納
付
す
べ
き
不
申
告
加
算
金
の
消
滅
時
効
に

つ
い
て
所
要
の
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
不
動
産
公
売
等
に
お
け
る
暴
力
団
員
等
の
買
受

け
防
止
措
置
の
創
設

　
国
税
に
お
い
て
、
公
売
財
産
（
不
動
産
に
限
る
。）

の
入
札
等
（
入
札
又
は
競
り
売
り
に
係
る
買
受
け
の

申
込
み
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
暴
力
団
員
等
で
な
い
旨
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
、

入
札
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
す
る
等
の

不
動
産
公
売
等
に
お
け
る
暴
力
団
員
等
の
買
受
け
防

止
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
国
税
徴
収
法
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
令
和
三
年
一
月
一
日
以
後

に
行
う
公
告
に
係
る
公
売
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。
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年
　
度

譲
　
　
与
　
　
額

令
和
二
年
度
及
び

令
和
三
年
度

四
〇
〇
億
円

令
和
四
年
度
及
び

令
和
五
年
度

五
〇
〇
億
円

令
和
六
年
度

森
林
環
境
税
の
収
入
額
に
相
当
す
る

額
に
三
〇
〇
億
円
を
加
算
し
た
額

年
　
度

市
町
村

都
道
府
県

令
和
二
年
度
及
び

令
和
三
年
度

20
分
の
17

20
分
の
３

令
和
四
年
度
及
び

令
和
五
年
度

25
分
の
22

25
分
の
３

令
和
六
年
度
以
降

10
分
の
９

10
分
の
１
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特集１●　令和２年度　税制改正（市町村税関係）について

1特集

む
す
び
に

　
今
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

令
和
二
年
度
税
制
改
正
で
検
討
し
結
論
を
得
る
と
さ
れ

て
い
た
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
更
な
る
税
制
上

の
対
応
と
し
て
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
適
用
す
る
な

ど
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
で
は
、
課
税
上
の
課
題
の
み
な

ら
ず
、
公
共
事
業
の
推
進
や
生
活
環
境
面
に
お
い
て

様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
「
所
有
者
不
明
土
地
等
」

へ
の
対
応
に
係
る
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

積
極
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
、
地
方
税
の
電

子
化
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に
係

る
電
子
申
告
率
の
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
、
特
別
徴

収
額
通
知
（
納
税
義
務
者
用
）
の
電
子
化
等
、
更
な
る

電
子
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
高
ま
り
、
適
正
な
税
務

行
政
に
よ
る
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
は
、
市
町
村
行

政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
適
正
な
課
税
・
徴
収
事
務
の
執
行
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

表６
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戦
国
ロ
マ
ン
を
求
め
て

　「
誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史
の
再
認
識
」
を
提
唱
し
て

三
好
長
慶
会（
一
九
九
九
年
七
月
結
成
）の
同
志
と
共
々

に
二
十
年
来
の
ス
パ
イ
ラ
ル
曲
線
に
よ
る
活
動
を
し
て

き
た
。「
い
つ
も
信
長
・
秀
吉
・
家
康
で
も
あ
る
ま
い
。

信
長
の
直
前
二
十
年
の
最
初
の
天
下
人
三
好
長
慶
こ
そ

見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
袋
叩
き
を
覚
悟
し
て
反

骨
の
提
言
を
し
た
、
そ
れ
が
『
歴
史
研
究
』（
全
国
歴

史
研
究
会
・
二
〇
〇
一
・
六
月
号
）
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
年
退
職
を
機
に
先
生
か
ら
作
家
先
生
に
変
身
し
て

『
戦
国
三
好
盛
衰
記-

阿
伊
の
讃
土
・
青
嵐
の
群
像
』（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
京
都
刊
）
を
「
小
説
歴
史
」
の
意
図
で
書
い
て
発

刊
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
三
好
長
慶
は
郷
土
の
英
雄
・
信

長
に
二
十
年
を
先
ん
じ
て
最
初
の
天
下
人
と
し
て
、
当

時
に
は
「
天
下
」
と
さ
れ
た
京
畿
内
・
堺
を
支
配
し
た

と
の
視
点
で
の
顕
彰
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
信
長
の
革
新

性
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
戦
国
末
期
の
下
克
上
の
悪

者
・
梟
雄
と
し
て
松
永
久
秀
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
て
、
明

治
以
来
の
歴
史
研
究
・
歴
史
教
育
で
不
当
な
評
価
に
置

か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
学
問
研
究
・
市
民
運
動
・
価

値
観
変
転
の
三
位
一
体
の
視
点
で
、
三
好
長
慶
・
松
永

久
秀
の
研
究
が
さ
れ
、
そ
の
名
誉
回
復
・
再
評
価
・
再

認
識
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
の
大
展
開
が
現
在
に
進

展
し
て
い
る
。

　
今
谷
明
さ
ん
の
幕
府
文
書
に
京
と
堺
の
近
距
離
で
大

永
と
享
禄
の
旧
新
の
年
号
が
混
在
す
る
こ
と
の
解
明
か

ら
、
大
永
七
（
一
五
二
七
）
か
ら
享
禄
五
（
天
文
元
・

一
五
三
二
）
年
ま
で
、
京
に
将
軍
・
管
領
が
不
在
、
そ

れ
に
代
わ
る
「
堺
幕
府
」
が
組
織
さ
れ
て
い
た
と
の
堺

幕
府
論
が
示
唆
に
富
む
論
理
と
な
っ
た
。
阿
波
勝
瑞
か

ら
足
利
義よ
し
つ
な維
（
堺
公
方
）・
細
川
晴
元
（
管
領
）・
三
好

元
長
（
軍
事
後
見
役
）
が
堺
に
渡
海
し
て
、
室
町
幕
府

の
奉
行
人
を
採
用
し
て
実
質
的
な
幕
府
組
織
が
存
在
し

て
い
た
と
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
第
一
次
の
戦
国
三
好
氏

の
「
天
下
と
り
」
と
さ
れ
た
。
堺
幕
府
に
三
好
元
長
と

畿
内
国
人
衆
の
利
害
か
ら
の
内
部
対
立
が
発
生
し
て
、

元
長
が
一
向
一
揆

十
万
に
囲
ま
れ
て
顕
本
寺
で
十
文

字
切
腹
を
側
近
の
家
臣
達
八
十
余
人
と
共
に
し
て
、
血

天
井
・
血
の
海
を
現
出
し
た
。
そ
の
前
夜
に
千
熊
丸（
長

慶
）・
千
満
丸
（
義
賢
）
と
母
の
須
賀
の
方
は
元
長
の

遺
命
に
よ
っ
て
本
拠
の
阿
波
に
逃
れ
た
。
そ
の
一
年
後

に
未
だ
元
服
前
の
幼
名
の
三
好
長
慶
が
武
門
の
細
川
晴

元
と
一
向
一
揆

と
の
仲
裁
の
役
割
を
担
っ
て
若
武
者

と
し
て
畿
内
に
颯
爽
と
登
場
す
る
。
そ
の
後
に
父
を
死

に
追
い
込
ん
だ
仇
敵
の
細
川
晴
元
の
も
と
で
、
天
文
法

華
の
乱
に
象
徴
さ
れ
る
激
動
の
時
代
に
走
狗
の
よ
う
に

各
地
で
の
戦
闘
に
働
き
、
雌
伏
の
十
七
年
間
に
曾
祖
父

三
好
之
長
・
父
の
元
長
の
功
績
を
基
盤
に
畿
内
で
独
自

の
家
臣
団
を
形
成
し
て
三
好
本
宗
家
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
歴
史
的
動
向
の
中
で
、
阿
波
・
讃
岐
・
淡
路
の

Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
本
拠
と
し
て
京
畿
内
・
堺

を
支
配
す
る
環
大
阪
湾
三
好
政
権
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
に
「
戦
国
ロ
マ
ン
」
を
求
め
る
。

　
明
治
初
期
以
来
に
、
信
長
の
上
洛
（
一
五
六
八
）
を

時
は
今
、
三
好
長
慶
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！

　
　
　
　
～
戦
国
天
下
人
三
好
長
慶
を
語
る
～

三
好
長
慶
会
代
表　

出
　
水
　
康
　
生

三好長慶像

特集２●　時は今、三好長慶を大河ドラマに！～戦国天下人三好長慶を語る～

2特集
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近
世
の
始
期
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
阿
波
細
川
・
三
好
氏

の
活
躍
し
た
時
代
が
中
世
末
期
（
一
五
〇
八
～
一
五
六

八
）
の
こ
と
と
し
て
埋
没
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、「
中

近
世
移
行
期
」
が
新
し
い
日
本
史
研
究
の
画
期
と
さ
れ

て
、
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
か

ら
大
坂
の
役
（
一
六
一
四
・
一
五
）
の
期
間
を
中
近
世

移
行
期
と
し
て
再
検
討
さ
れ
、
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ

た
。
三
好
長
慶
・
戦
国
三
好
一
族
の
活
躍
が
、
我
ら
の

先
輩
の
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』（
吉
川
弘
文
館
・
一

九
六
八
刊
）
を
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
今
谷
明
『
戦
国

三
好
一
族
』（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
八
五
刊
、
二
〇

〇
七
に
洋
泉
社
か
ら
新
書
版
再
刊
）
が
概
説
書
と
し
て

出
さ
れ
、
三
好
政
権
の
名
を
付
け
た
最
初
の
研
究
書
と

し
て
天
野
忠
幸
『
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』（
清
文

堂
・
二
〇
一
〇
刊
・
増
補
版
二
〇
一
五
刊
）、
天
野
忠

幸
編
『
戦
国
遺
文
・
三
好
氏
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二

〇
一
三
・
一
四
・
一
五
）
三
巻
が
史
料
集
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
多
く
の
学
問
的
な
成
果
や
平
成
六
（
一
九

九
四
）
年
来
に
発
掘
が
継
続
さ
れ
る
「
勝
瑞
城
館
跡
」

の
発
掘
成
果
な
ど
に
よ
っ
て
、
誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史

の
再
認
識
が
可
能
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
前
記
の
反
骨

の
提
言
が
袋
叩
き
さ
れ
る
こ
と
無
く
、「
そ
う
だ
そ
う

だ
、目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
」と
嬉
し
い
同
調
が
さ
れ
、「
戦

国
ロ
マ
ン
」
を
求
め
て
、
今
ま
さ
に
、
時
は
今
と
し
て
、

三
好
長
慶
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
夢
の
実
現

の
た
め
に
、
誘
致
推
進
活
動
が
官
民
一
体
で
徳
島
・
大

阪
の
関
連
団
体
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
本
誌
の
読
者
一
人
一
人
が
ア
イ
デ
ア
・
知
恵
を
出
し

合
い
、
共
助
・
共
同
し
て
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
尽
力
し

て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
名
利
を
求
め
る
こ
と
も
許
容

さ
れ
る
。

戦
国
天
下
人
三
好
長
慶
と

　
　
　
　
天
下
一
茶
人
千
利
休

　
長
慶
と
利
休
は
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
の
同
い
年

に
生
ま
れ
、
終つ
い

の
住す

み

か処
を
京
の
大
徳
寺
聚
光
院
、
堺
の

南
宗
寺
と
す
る
。
長
慶
が
永
禄
七
（
一
五
六
四
）
年
七

月
四
日
ま
で
の
四
十
三
歳
、
利
休
は
天
正
十
九
（
一
五

九
一
）
年
二
月
二
十
八
日
の
切
腹
死
で
の
七
十
歳
の
生

涯
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
異
質
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
で

あ
っ
た
が
、
利
休
が
前
半
生
を
長
慶
、
二
十
七
年
を
長

生
き
し
て
そ
の
後
半
生
が
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
と
の

共
生
で
あ
っ
た
。

　
長
慶
と
利
休
が
天
文
文
化
か
ら
安
土
・
桃
山
文
化
の

形
成
の
な
か
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
れ
を
証
明

す
る
文
物
が
各
地
に
存
在
す
る
。

　
元
長
を
父
と
し
て
五
男
六
女
の
三
好
長
慶
ら
の
兄
弟

姉
妹
が
長
慶
の
天
下
と
り
を
支
え
る
。
利
休
を
父
と
し

て
五
男
六
女
が
生
ま
れ
、
そ
の
人
間
関
係
が
複
雑
に
形

成
さ
れ
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
る
。

　
長
慶
が
最
初
の
天
下
人
に
な
る
の
に
、
兄
弟
の
義
賢

（
実
休
）
が
本
拠
の
阿
波
国
主
と
な
り
、
冬
康
が
安
宅

冬
康
と
し
て
淡
路
水
軍
を
支
配
下
に
置
い
て
畿
内
へ
の

渡
海
の
機
動
力
と
な
り
、
一
存
が
十
河
一
存
と
し
て
讃

岐
を
基
盤
に
鬼
十
河
の
猛
将
と
し
て
活
躍
し
、
末
弟
の

冬
長
は
野
口
冬
長
と
し
て
淡
路
志
知
城
で
播
磨
灘
・
讃

淡
の
海
を
抑
え
る
予
定
で
あ
っ
た
が
槍
場
の
合
戦
で
野

田
内
藏
助
と
の
組
み
討
ち
で
相
討
ち
の
壮
烈
な
討
ち
死

に
を
し
た
。
長
女
の
宝
心
妙
寿
を
法
名
と
す
る
妙
は
千

利
休
の
正
室
と
し
て
道
安
を
嫡
男
と
し
て
お
ゆ
う
・
お

さ
ん
・
お
吟
を
生
ん
だ
。
次
女
の
翠
は
上
浦
城
主
（
吉

野
川
市
）
有
持
道
慶
の
正
室
、
三
女
の
沃
は
一
宮
城

主
（
徳
島
市
）
一
宮
成
助
の
正
室
、
四
女
の
小
牧
野
は

大
西
城
主
（
三
好
市
）
大
西
角
養
の
正
室
、
五
女
の
千

歳
は
海
部
城
主
（
海
陽
町
）
海
部
宗
寿
の
正
室
、
六
女

の
幸
は
後
に
長
慶
が
天
下
城
と
し
た
芥
川
山
城
（
高
槻

市
）
の
城
主
芥
川
孫
十
郎
の
正
室
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
配
置
を
地
図
上
に
置
い
て

み
る
と
見
事
な
位
置
関
係
に
あ
っ
て
、
兄
弟
姉
妹
の
共

助
、
共
同
で
男
女
共
同
参
画
の
図
式
と
な
り
、
信
長
直

前
二
十
年
の
最
初
の
天
下
人
三
好
長
慶
が
京
畿
内
・
堺

を
支
配
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

利休墓碑　　　長慶墓碑

特集２●　時は今、三好長慶を大河ドラマに！～戦国天下人三好長慶を語る～
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公
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
我
田
引
水
で
き
る
。

織
田
が
捏
ね
羽
柴
が
搗
い
た
天
下
餅

　「
織
田
が
捏
ね
羽
柴
が
搗
き
し
天
下
餅
座
り
し
ま
ま

に
喰
う
は
徳
川
」
と
の
落
首
が
あ
る
が
、
餅
は
餅
米

を
生
産
し
て
蒸
さ
な
け
れ
ば
捏
ね
も
搗
き
も
で
き
な

い
。
そ
れ
で
「
三
好
が
蒸
し
」
を
加
え
て
天
下
人
の
系

譜
が
完
成
す
る
。
三
好
が
落
と
さ
れ
た
の
は
、
前
記
の

近
世
の
始
期
を
信
長
の
上
洛
か
ら
と
さ
れ
た
明
治
以
来

の
歴
史
研
究
・
教
育
の
時
期
区
分
の
便
宜
の
上
と
さ
れ

る
。
三
好
長
慶
・
戦
国
三
好
一
族
の
天
下
と
り
の
過
程

は
、
戦
国
乱
世
を
収
束
さ
せ
る
、
餅
米
を
生
産
し
て
蒸

す
段
階
と
見
る
と
、
信
長
の
革
新
性
も
虚
像
の
巨
像
と

し
て
割
引
い
て
考
え
、
中
近
世
移
行
期
の
視
点
で
の
再

評
価
は
必
然
の
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
三

人
の
落
首
が
先
行
・
喧
伝
さ
れ
た
。

　
鳴
か
ざ
れ
ば
殺
し
て
し
ま
え
時
鳥
　（
信
長
）

　
鳴
か
ざ
れ
ば
鳴
か
せ
て
み
せ
よ
う
時
鳥
　（
秀
吉
）

　
鳴
か
ざ
れ
ば
鳴
く
ま
で
待
と
う
時
鳥
　（
家
康
）

　
と
さ
れ
て
三
好
長
慶
が
な
い
、
そ
の
こ
と
を
総
合
学

習
で
招
ば
れ
た
最
初
の
時
に
言
っ
た
ら
、白
峰
合
戦（
一

三
六
二
）
で
の
細
川
頼
之
の
逆
転
勝
利
の
「
勝●

利
瑞●

祥
」

か
ら
の
佳
名
で
あ
る
勝
瑞
の
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
に
位

置
す
る
藍
住
東
小
学
校
の
次
代
を
背
負
う
若
者
が
思
案

し
て
手
を
上
げ
、感
想
文
に
書
く
。「
鳴
か
ぬ
な
ら
追
っ

払
っ
て
し
ま
え
時
鳥
」
と
言
う
、「
う
ー
ん
、
そ
れ
で

も
良
い
か
」
と
し
て
い
て
、
感
想
文
を
読
む
と
「
鳴
け

ぬ
な
ら
共
に
ぞ
鳴
か
む
時
鳥
」
の
共
生
の
一
句
が
書
か

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
合
意
の
も
の
と
し
て
記
憶
す
る
。

そ
の
第
一
回
の
時
に
、
日
本
一
の
富
士
山
に
な
れ
、
と

気
合
い
を
入
れ
て
あ
っ
た
ら
、
富
士
山
で
な
く
、
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
）
の
世
界
一
に
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル

ス
で
高
橋
礼
華
さ
ん
と
組
ん
だ
松
友
美
佐
紀
さ
ん
が
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
。「
為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」
の
上
杉
鷹

山
の
教
訓
が
今
に
生
き
て
ず
し
り
と
重
い
。

三
好
長
慶
の
「
理
世
安
民
」
の
旗
幟

　
京
の
町
衆
は
東
山
の
八
坂
の
塔
に
朝
陽
に
輝
き
翻
る

旗
幟
を
見
て
時
の
支
配
者
を
知
っ
た
と
伝
承
さ
れ
る
。

天
文
二
十
二
（
一
五
五
三
）
か
ら
永
禄
元
（
一
五
五
八
）

年
の
間
に
「
三
階
菱
に
釘
抜
き
」
の
三
好
氏
の
家
紋
の

旗
幟
が
翻
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
絶
対
で
あ
り
、
そ
の

政
治
理
念
を
「
理
世
安
民
」
と
し
た
こ
と
が
『
足
利
季

世
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
旗
幟
を
翻
す
ま
で
に
三
好
長
慶
の
名
で
雌
伏
し

た
十
一
歳
か
ら
三
十
一
歳
ま
で
の
二
十
年
の
時
が
経
過

し
て
い
る
。
そ
の
最
初
が
父
の
仇
敵
細
川
晴
元
に
臣
従

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
場
面
が

昨
年
六
月
十
九
日
に
全
国
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史
秘

話
ヒ
ス
ト
リ
ア
「
信
長
に
二
十
年
先
ん
じ
た
男
・
最
初

の
〝
天
下
人
〟
三
好
長
慶
」
と
し
て
映
像
化
さ
れ
た
。

以
後
に
、
細
川
晴
元
政
権
下
で
越
水
城
（
西
宮
市
）
に

居
城
し
て
摂
津
西
半
国
守
護
代
と
し
て
東
奔
西
走
し
て

の
戦
闘
に
出
陣
し
て
、
そ
の
時
々
に
異
彩
を
放
ち
、
土

豪
・
国
人
層
を
味
方
に
付
け
異
能
の
家
臣
と
し
て
採
用

し
て
独
自
の
家
臣
団
・
軍
団
を
組
織
し
た
。
越
水
城

か
ら
京
都
ま
で
十
里
（
四
十
キ
ロ
）
の
西
国
街
道
が
、

現
在
な
ら
高
速
道
の
役
割
を
果
た
し
て
通
じ
て
い
た
、

徐
々
に
力
を
蓄
え
て
西
国
街
道
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位

置
す
る
芥
川
山
城
に
一
度
は
入
城
（
一
五
三
九
）
し
た

後
で
晴
元
の
意
向
を
容
れ
て
撤
退
し
た
。
そ
の
十
年
ほ

ど
の
時
代
は
比
叡
山
の
天
台
宗
・
山
科
本
願
寺
の
一
向

宗
・
京
都
町
衆
が
信
仰
し
た
現
世
利
益
の
法
華
宗
が
三

つ
巴
で
展
開
し
た
天
文
法
華
の
乱
で
京
畿
内
が
大
混
乱

し
た
。
今
に
し
て
再
検
討
す
る
と
、
日
本
史
上
で
民
衆

が
最
も
華
々
し
く
活
動
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
評
価
さ

れ
る
。
そ
の
時
は
京
畿
内
に
一
向
宗
の
寺
内
町
、
寺
社

領
・
荘
園
に
棲
む
農
民
が
村
（
惣
）
を
形
成
し
、
そ
の

連
合
の
惣
村
が
土
豪
・
国
人
層
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
結

成
さ
れ
て
利
害
に
応
じ
て
激
し
く
自
己
主
張
し
て
活
躍

し
た
。
そ
の
活
力
が
畿
内
の
経
済
活
動
を
急
成
長
さ
せ

て
現
在
の
大
阪
を
中
心
と
す
る
近
畿
地
方
の
基
盤
が
築

か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
三
好
長
慶
の
存
在
が

新
時
代
の
偉
大
な
る
も
の
と
さ
れ
、
寺
社
領
・
荘
園
の

利
害
を
代
表
す
る
細
川
晴
元
に
対
し
て
新
し
い
町
・
村

の
利
害
を
代
表
す
る
国
人
層
を
家
臣
団
化
し
た
。
そ
れ

で
、
三
好
長
慶
が
畿
内
の
国
人
層
の
利
益
と
対
立
し
始

め
、
晴
元
を
支
持
す
る
木
沢
長
政
を
打
破
す
る
太
平
寺

の
合
戦
（
一
五
四
二
）、
遊
佐
長
教
を
打
破
す
る
舎
利

寺
合
戦
（
一
五
四
七
）
を
経
て
、
終
に
天
文
十
八
（
一

五
四
九
）
年
の
江
口
の
合
戦
で
将
軍
足
利
義
輝
・
管
領

細
川
晴
元
を
支
持
す
る
同
族
の
宗
三
三
好
越
後
守
政
長

を
討
ち
死
に
さ
せ
、
将
軍
・
管
領
を
近
江
に
追
放
し
て

父
元
長
の
無
念
を
晴
ら
し
た
。
そ
れ
で
天
下
人
に
大
き

く
前
進
す
る
。
こ
の
江
口
の
合
戦
は
長
慶
・
信
長
・
秀

吉
に
継
続
す
る
天
下
統
一
へ
の
重
要
な
合
戦
で
あ
っ
た
。
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有
名
な
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
五
回
の
川
中
島
合
戦

は
一
地
方
の
合
戦
で
日
本
史
を
動
か
す
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
江
口
の
合
戦
の
勝
利
に

よ
っ
て
三
好
長
慶
が
室
町
幕
府
の
将
軍
を
奉
じ
な
い
独

自
の
政
権
を
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
和
睦
の

こ
と
が
有
っ
て
曲
折
が
あ
っ
た
が
。
天
文
二
十
二
（
一

五
五
三
）
年
に
義
輝
将
軍
・
晴
元
管
領
を
再
度
近
江
に

追
放
し
て
、
二
月
に
「
理
世
安
民
」
の
政
治
理
念
を
公

示
し
、
八
坂
の
塔
に
三
階
菱
と
釘
抜
き
の
三
好
氏
の
家

紋
の
旗
幟
を
朝
陽
に
翻
し
た
。
そ
れ
で
三
好
長
慶
が
将

軍
を
奉
じ
な
い
、
長
慶
が
出
す
「
裁
許
状
」
に
よ
っ
て

当
時
の
「
天
下
」
に
独
裁
す
る
。
そ
の
こ
と
を
実
証
す

る
の
が
、
弘
治
か
ら
永
禄
へ
の
改
元
で
あ
る
。
改
元
は

天
皇
が
時
の
将
軍
へ
諮
問
し
て
の
専
権
事
項
で
あ
っ
た

が
、
此
の
時
の
改
元
は
正
親
町
天
皇
が
三
好
長
慶
に
諮

問
し
て
近
江
の
義
輝
将
軍
を
無
視
し
て
決
定
す
る
。
そ

れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
義
輝
将
軍
が
岳
父
の
六
角
氏
に

泣
き
つ
き
、
そ
の
斡
旋
に
応
じ
た
三
好
長
慶
と
の
和
睦

を
実
現
さ
せ
て
帰
京
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
長

慶
の
敗
北
、
限
界
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
京
畿

内
の
平
穏
の
た
め
、「
理
世
安
民
」
の
理
念
に
よ
る
も

の
と
再
評
価
さ
れ
る
。
確
か
に
、
京
の
町
衆
が
「
三
好

は
ん
は
お
人
好
し
で
ん
な
あ
」
と
さ
れ
た
が
、
長
慶
の

お
お
ら
か
な
寛
大
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
的

に
義
輝
剣
豪
将
軍
の
御
内
書
に
よ
る
画
策
に
よ
っ
て
悩

ま
さ
れ
、
長
慶
は
家
督
を
嫡
子
義
興
に
譲
っ
て
芥
川
山

に
拠
ら
し
め
、
自
身
は
飯
盛
山
城
に
移
住
し
て
、
二
百

七
十
度
の
眺
望
で
要
所
に
目
を
光
ら
せ
な
が
ら
家
康
が

駿
府
で
し
た
大
御
所
政
治
の
先
駆
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
三
好
一
族
に
叙
位
叙
官
・
家
格
上
昇
が
さ
れ
て
、

永
禄
四
年
の
「
三
好
亭
お
成
り
」
が
実
現
さ
れ
た
。

　
三
好
政
権
が
前
記
の
よ
う
に
、
新
し
い
寺
内
町
・
惣

村
の
利
害
を
代
表
し
て
政
治
す
る
も
の
を
実
証
す
る
の

が
向
日
市
・
高
槻
市
の
今
里
・
郡
家
に
対
す
る
水
利
権

争
い
の
裁
定
で
、
そ
の
第
一
次
史
料
が
現
存
す
る
。
長

慶
は
訴
訟
の
両
者
の
言
い
分
を
聞
き
、
周
辺
の
村
に
担

当
家
臣
を
派
遣
し
て
公
平
な
聞
き
取
り
調
査
を
さ
せ
、

そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
自
ら
裁
決
し
た
の
で
、
芥
川
山

城
下
の
郡
家
の
人
々
は
現
在
に
も
長
慶
の
小
祠
を
祭
祀

し
て
命
日
に
参
拝
し
て
い
る
。

関
西
広
域
連
合
の
範
囲
は

　
結
成
さ
れ
て
十
年
と
な
る
関
西
広
域
連
合
の
範
囲
と

三
好
政
権
の
支
配
し
た
地
域
は
ほ
ぼ
一
致
（
因
幡
の
鳥

取
は
除
く
）
す
る
。
高
速
道
で
「
距
離
と
時
間
の
超
克
」

を
し
て
三
時
間
で
徳
島
か
ら
京
都
・
大
阪
ま
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
現
代
と
四
百
六
十
年
の
昔
と
の
差
違
を
考

え
る
。
そ
の
関
西
広
域
連
合
で
大
阪
・
関
西
万
博
が
二

〇
二
五
年
に
開
催
さ
れ
る
。
三
段
論
法
的
に
、
関
西
万

博
は
三
好
万
博
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
三
好
長
慶
を
主
人

公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
」
と
の
提
言
が
一
月

二
十
七
日
の
徳
島
経
済
同
友
会
・
徳
島
県
等
の
主
催
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
基
調
講
演
は
松
平
定
知
、
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
飯
泉
嘉
門
県
知
事
・
濱
田
剛

史
高
槻
市
長
・
東
坂
浩
一
大
東
市
長
・
天
野
忠
幸
天
理

大
准
教
授
）
で
東
坂
市
長
か
ら
さ
れ
て
、
拍
手
喝
采
さ

れ
た
。「
時
は
今
、
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
」
と
の
機

運
が
盛
り
上
が
っ
て
来
て
い
る
。
ぼ
や
き
・
嘆
き
・
県

民
性
論
議
を
超
越
し
て
陽
気
・
脳
天
気
で
「
夢
」
を
追

う
の
も
「
Ｖ
Ｓ
東
京
」
を
掲
げ
る
心
意
気
の
表
現
・
実

現
と
し
て
良
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
信
じ
る
。
昭
和
三
十

八
（
一
九
六
三
）
年
の
「
花
の
生
涯
」
以
来
の
五
九
作

目
が
今
年
の
「
麒
麟
が
来
る
」
で
、
こ
れ
ま
で
の
明
智

光
秀
像
の
常
識
打
破
の
人
物
像
で
描
か
れ
、
そ
の
一
役

を
松
永
久
秀
・
三
好
長
慶
が
登
場
し
て
果
た
し
て
い
る
。

時
は
今
、
そ
の
時
が
動
い
て
い
る
。

2014 年　堺・南宗寺

ゆかりの地に建立された長慶像

2017 年　大東市役所前
（著者左側）
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地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
募
集

　
大
河
ド
ラ
マ
の
経
済
効
果
、
そ
の
与
え
る
文
化
的
な

影
響
力
は
周
知
の
こ
と
。「
麒
麟
が
来
る
」
の
実
現
に

官
民
一
体
で
着
実
に
多
く
の
人
が「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

の
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
そ
の
一

端
が
、
一
月
二
十
七
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
時
点
で
同

志
の
森
本
好
彦
さ
ん
が
収
集
し
て
く
れ
た
岐
阜
・
京

都
・
滋
賀
・
奈
良
・
福
井
の
関
係
の
県
市
町
の
制
作
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
写
真
の
よ
う
に
百
枚
近
く
が
手
許

に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
・
熱
意
が
し
の
ば
れ
、

「
わ
が
故
郷
」
へ
の
想
い
・
Ｐ
Ｒ
の
効
果
が
実
感
さ
れ
る
。

合
併
に
よ
る
新
地
名
で
の
市
町
の
存
在
、可
児
・
平
群
・・

と
有
っ
て
、
平
群
は
松
永
久
秀
の
志
貴
山
城
、
な
ど
と

知
ら
さ
れ
る
。

　
時
は
今
、徳
島
県
市
町
村
振
興
協
会
『
阿
波
の
自
治
』

の
読
者
・
観
光
振
興
担
当
者
達
が
。
地
方
創
生
が
「
地

域
に
住
み
、
関
わ
る
人
々
が
、
地
域
の
未
来
に
希
望
を

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
の
こ
と
の
実
現

に
知
恵
・
ア
イ
デ
ア
を
、
と
念
願
す
る
。

　
具
体
的
に
、
最
近
の
大
河
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
の
傾

向
に
則
し
、
三
日
木
人
『
新
三
好
長
慶
伝—

龍
は
天
道

を
行
く
』
に
倣
っ
て
「
龍
は
天
道
を
行
く
」
と
し
て
、

大
河
ド
ラ
マ
の
最
後
の
「
龍
は
天
道
を
行
く
紀
行
」
を

制
作
す
る
な
ら
、
こ
ん
な
も
の
が
で
き
る
と
し
て
、「
誇

る
べ
き
故
郷
の
歴
史
の
新
発
見
・
再
認
識
」
を
し
て
Ｐ

Ｒ
を
、
と
祈
念
す
る
。

　
あ
れ
こ
れ
の
取
材
活
動
の
過
程
で
、
無
知
の
知
の
発

見
を
し
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
両
親
・
兄
の
供

養
の
「
お
十
夜
」
の
時
に
鳴
ら
さ
れ
る
半
鐘
が
、
前
記

の
「
太
平
寺
合
戦
」
の
時
に
寺
の
梵
鐘
が
陣
鐘
と
さ
れ
、

そ
れ
が
河
内
太
平
寺
に
残
さ
れ
て
い
て
、
百
五
十
年
程

も
後
の
元
禄
期
に
連
絡
が
有
っ
て
、
総
代
が
受
け
取
り

に
行
っ
て
、
半
鐘
と
不
動
明
王
像
に
鋳
造
し
て
寺
に
帰

還
、
奉
納
し
て
、
そ
の
半
鐘
が
祖
先
慰
霊
に
今
も
生
き

て
い
る
、
そ
れ
が
十
八
番
札
所
恩
山
寺
。
三
好
長
慶
の

生
誕
地
、
三
好
氏
の
菩
提
寺
瀧
寺
の
本
尊
の
聖
観
音
菩

薩
像
の
「
目
引
き
観
音
」
の
伝
承
。
他
の
調
査
に
行
っ

て
い
て
偶
々
に
振
り
返
る
と
、
薄
れ
た
墨
書
で
「
三
好

長
慶
念
持
仏
」
と
の
掛
札
の
観
音
堂
、
そ
こ
に
十
一
面

観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、
ご
住
職
に
由
緒
を
聞
い

て
び
っ
く
り
仰
天
、
美
馬
市
脇
町
の
東
林
寺
で
の
こ
と
。

　
と
も
あ
れ
、
共
助
・
共
同
・
共
生
・
共
栄
・
共
存
・

共
楽
…
と
誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史
の
再
認
識
を
し
て
、

大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
さ
せ
よ
う
。

　
　「
死
の
う
は
一
定
　
忍
ぶ
草
を
ば
何
し
ょ
う
ぞ
　

一
定
語
り
起
こ
す
の
よ
」

　
　「
夢
幻
や
　
南
無
三
宝
　
く
す
む
人
は
見
ら
れ
ぬ
　

夢
の
夢
の
夢
の
世
を
　
う
つ
つ
顔
し
て
何
し
ょ
う
ぞ
　

一
期
は
夢
よ
　
た
だ
狂
へ
　
一
期
は
夢
よ
　
た
だ
狂

へ
」

１月 27 日のパネルディスカッションでの勝ち鬨

太平寺合戦の陣鐘からの半鐘
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地
方
自
治
雑
感

徳
島
は
お
い
し
い
！

　

四
国
大
学
文
学
部
教
授
　

会
　
田
　
　
　
実

焼
酎
の
水
割
り

に
も
最
高
。
地

鶏
と
し
て
出
た

ば
か
り
の
阿
波

尾
鶏
も
塩
で
焼

い
て
も
ら
う
と
、

弾
力
が
あ
り
な

が
ら
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
の
で
驚

き
ま
し
た
。
こ

ん
な
感
じ
で
徳

島
の
食
を
知
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
東
京
に
は
お

い
し
い
も
の
が

集
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
地
方
の

名
産
品
も
東
京

で
は
値
が
張
る
こ
と
が
多
く
、
名
店
に
食
べ
に
行
け
ば
な

お
さ
ら
高
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
と
い
う
と
失
礼
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
値
段
的
に
も
手
頃
で
お
い
し
い
も
の
が
徳
島

は
多
い
し
、
こ
の
値
段
で
こ
れ
は
東
京
の
店
で
は
考
え
ら

れ
な
い
な
と
い
う
経
験
を
何
度
も
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
「
徳
島
は
お
い
し
い
」
と
感
じ
た
中
か
ら
、

今
回
は
、
そ
ば
米
、
焼
き
肉
、
ス
イ
ー
ツ
、
そ
し
て
割
烹

料
理
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
ば
米

　
そ
ば
米
は
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
料
理
で
、
徳
島
に
来

て
初
め
て
食
べ
ま
し
た
。
素
朴
な
郷
土
料
理
と
い
う
印
象

で
す
が
、
食
べ
飽
き
な
い
し
、
体
に
も
良
さ
そ
う
。
蕎
麦

が
麺
と
し
て
広
ま
る
前
は
、
蕎
麦
粉
を
練
っ
て
餅
状
に
し

た
「
そ
ば
が
き
」
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
蕎
麦
の
食
べ
方
で
し

た
。
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
鎌
倉
初
期
成
立
の
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
に
も
「
そ
ば
が
き
」
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
る
も
の
が
出
て
き
ま
す
。 

麺
状
に
切
っ
た
蕎
麦
の
普

及
は
江
戸
期
で
、
東
京
の
老
舗
の
蕎
麦
屋
で
は
今
で
も

麺
状
の
蕎
麦
を
「
そ
ば
切
り
」
と
言
い
ま
す
。
そ
ば
米

は
、
蕎
麦
の
実
の
ま
ま
食
べ
る
の
で
す
か
ら
、
食
べ
方
と

し
て
は
「
そ
ば
が
き
」
よ
り
古
い
の
か
な
と
思
う
の
で
す

が
、
野
菜
や
鶏
肉
も
入
り
栄
養
面
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
い
。

健
康
食
と
し
て
も
も
う
少
し
注
目
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。
例
え
ば
、
山
形
県
に
芋
煮
と
い
う
郷
土
料
理

徳
島
三
〇
年

　
四
国
大
学
に
奉
職
の
た
め
生
ま
れ
育
っ
た
東
京
か
ら
徳

島
へ
来
た
の
は
九
一
年
で
す
か
ら
三
〇
年
近
く
徳
島
で
暮

ら
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
東
京
タ
ワ
ー

の
足
下
に
あ
る
私
立
高
校
の
教
員
で
し
た
。
そ
の
頃
、
た

ま
た
ま
東
京
時
代
か
ら
の
友
人
が
徳
島
大
学
に
い
て
、
同

僚
た
ち
と
の
飲
み
歩
き
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
私
も
そ
の
仲
間
に
す
ぐ
引
き
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
情
で
徳
島
の
酒
食
探
訪
が
始
ま
り
ま
し
た
。

徳
島
名
物

　
徳
大
の
友
人
に
連
れ
て
行
か
れ
た
店
な
ど
で
、
徳
島
名

物
を
教
わ
り
ま
し
た
。
酢
橘
、
和
三
盆
糖
、
阿
波
尾
鶏
、

そ
ば
米
、
鳴
門
金
時
、
鳴
門
若
布
、
鳴
門
鯛
、
鱧
等
々
。

酢
橘
は
、
東
京
で
使
っ
た
こ
と
は
な
く
、
こ
ち
ら
で
初
め

て
使
い
ま
し
た
。
き
り
っ
と
し
た
酸
味
と
香
り
、
食
べ
物

の
味
を
邪
魔
し
な
い
の
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
く
れ
る
。
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が
あ
り
ま
す
。
里

芋
を
牛
肉
や
蒟
蒻
、

葱
、
牛
蒡
な
ど
と

煮
た
料
理
で
す
が
、

近
年
は
、
ク
レ
ー

ン
車
で
吊
り
下
げ

る
よ
う
な
巨
大
鍋

で
芋
煮
を
作
っ
て
、

ギ
ネ
ス
記
録
に
挑

む
な
ど
話
題
に
な

り
、
全
国
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
ば
米
も
郷
土
料

理
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
芋
煮
に
劣
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

焼
き
肉
と
割
烹
料
理

　
県
外
か
ら
来
た
人
を
連
れ
て
行
っ
て
驚
か
れ
る
の
が
焼

き
肉
と
割
烹
料
理
で
す
。
い
ず
れ
も
コ
ス
パ
が
よ
い
か
ら

で
す
。
徳
島
市
内
に
焼
き
肉
屋
さ
ん
が
何
軒
あ
る
の
か
知

り
ま
せ
ん
が
け
っ
こ
う
目
に
つ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

全
て
に
行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
三
〇
年
も
い
ま
す
か
ら

色
々
行
き
ま
し
た
。
上
質
の
肉
を
使
っ
て
い
る
店
が
多
い

の
に
値
段
が
安
い
。
感
覚
的
に
は
、
東
京
の
七
掛
け
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
の
上
が
東
京
で
は
特
上
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
割
烹
料
理
も
徳
島
は
レ
ベ
ル
が
高
い
。
徳
島
に
来
て
間

も
な
い
頃
、
恩
師
が
訪
ね
て
く
れ
た
の
で
、
先
述
の
徳
大

の
友
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
全
国
的
な
グ
ル
メ
誌
に
も
紹

介
さ
れ
た
お
店
に
お
連
れ
し
ま
し
た
。
氷
の
か
ま
く
ら
に

き
れ
い
に
お
造
り
が
入
っ
て
い
た
り
、
ガ
ラ
ス
皿
の
真
ん

中
に
索
麺
の
入
っ
た
竹
筒
が
立
っ
て
い
て
、
板
前
さ
ん
が

さ
っ
と
竹
筒
を
引
く
と
お
皿
の
お
汁つ

ゆ

に
索
麺
が
広
が
る
演

出
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
が
、
料
理
自
体
も
繊
細
で

お
い
し
い
。
地
焼
き
の
鰻
の
蒲
焼
き
も
初
め
て
食
べ
ま
し

た
。
あ
ぶ
ら
も
し
つ
こ
く
な
く
か
え
っ
て
コ
ク
を
深
め
て

い
る
。
蒸
し
て
か
ら
焼
い
た
東
京
の
鰻
も
う
ま
い
で
す
が

こ
れ
も
お
い
し
い
。
恩
師
も
大
満
足
。
お
酒
を
入
れ
て
、

恩
師
、
友
人
、
私
と
三
人
で
総
額
四
万
円
強
。
少
し
高
い

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
同
レ
ベ
ル
の
も
の
を
東
京
で
い
た

だ
い
た
ら
六
万
は
い
く
の
で
は
。
そ
の
後
も
、
良
さ
そ
う

な
割
烹
料
理
店
を
見
つ
け
て
は
食
べ
に
行
き
ま
し
た
が
、

外
れ
が
少
な
い
。
特
に
ご
家
族
だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
う

な
小
さ
な
お
店
に
こ
れ
は
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。
東
京
の
大
企
業
で
偉
く
な
っ
て
い
る
友
人
が
訪

ね
て
来
て
、
そ
う
し
た
店
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
何
回

か
あ
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
慣
れ
て
い
る
は

ず
の
彼
ら
が
同
じ
よ
う
に
口
に
す
る
言
葉
は
「
会
田
、
こ

こ
う
ま
い
な
」、
そ
し
て
手
渡
さ
れ
た
手
書
き
の
勘
定
書

き
を
見
て
「
東
京
の
半
分
だ
な
」。

　
他
府
県
の
そ
れ
と
き
ち
ん
と
比
較
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
会
や
旅
行
で
県
外
へ
出
て
そ
う
し
た
和

食
の
店
に
も
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
徳
島
は
地
方
都
市
と

し
て
は
か
な
り
い
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
イ
ー
ツ

　
私
は
ス
イ
ー
ツ
の
中
で
も
ケ
ー
キ
が
大
好
き
で
東
京
時

代
は
有
名
店
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
徳
島
で
も

ケ
ー
キ
を
か
な
り
買
い
ま
す
が
東
京
に
負
け
ず
お
い
し

い
。
卒
業
し
て
東
京
に
出
た
教
え
子
が
、
東
京
の
有
名
店

の
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
け
ど
、
徳
島
に
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
お

い
し
い
と
思
わ
な
か
っ
た
と
同
窓
会
な
ど
で
話
す
の
を
聞

く
と
や
は
り
そ

う
か
と
思
い
ま

し
た
。
徳
島
の

ケ
ー
キ
は
東
京

に
比
べ
、
特
に

甘
み
が
円
や
か

に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
和
菓
子
も

県
外
に
知
ら
れ

る
老
舗
が
あ
り

ま
す
が
、
甘
み

の
円
や
か
さ
が

そ
れ
に
似
て
い
る
の
は
、
和
三
盆
糖
が
関
係
し
て
い
る
の

か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
和
三
盆
糖
は
、
一
流
の

板
前
さ
ん
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
か
。

謙
虚
な
徳
島
県
人

　
徳
島
県
人
は
、
徳
島
の
こ
と
を
「
な
ん
ち
ゃ
な
い
け

ん
」
と
言
う
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
食
も
い
い
し
、
阿
波
踊
り
の
迫
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
見
る
と
こ
ろ
だ
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
ど
う
つ
な
げ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

和三盆糖

そば米
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は
じ
め
に

　
平
成
三
十
年
度
版
消
費
者
白
書
に
よ
る
と
、

最
近
注
目
さ
れ
る
消
費
者
問
題
と
し
て
、
架

空
請
求
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
通
信
や

個
人
間
売
買
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
な

ど
消
費
生
活
相
談
の
内
容
が
複
雑
で
多
様
化

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
板
野
町
の
消
費
者
被

害
対
策
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
に
板
野
町
消
費
生
活
相
談
所
（
以
下
、
相

談
所
）
を
開
設
し
、
所
長
を
含
め
相
談
員
三

名
体
制
で
、
相
談
業
務
を
行
う
ほ
か
、
訪
問

に
よ
り
「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に
遭
っ

た
」
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
な
ど
を
開
き
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
開
設
当
初
よ
り
、
役
場
・
相
談
所
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

が
一
ヶ
所
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
、

連
携
し
た
相
談
対
応
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
、
消
費
者
庁
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
、
県
内
初
の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
板
野
町
消
費
生
活
地
域
協
議
会
の
設

置
（
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
）
が
実
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

は
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
・
啓
発
活
動

を
兼
ね
、
全
戸
訪
問
す
る
こ
と
を
目
標
に
地

域
見
守
り
訪
問
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
悪
質
か
つ
新
た
な
手
法
に
よ
る

詐
欺
被
害
等
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
活
動
の
強
化
や
時
代
に
即
し

た
様
々
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
要
見
守
り
リ
ス
ト
の
作
成
』『
消
費
者
被
害

防
止
の
た
め
の
地
域
見
守
り
活
動
及
び
啓
発

活
動
等
の
強
化
』『
エ
シ
カ
ル
消
費
の
浸
透
』

『
小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
消
費
者
教
育
』

を
徳
島
版
「
地
方
創
生
特
区
」
事
業
と
し
て
、

平
成
二
十
九
年
五
月
に
事
業
認
定
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

要
見
守
り
リ
ス
ト
の
作
成

　
消
費
者
被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
を
被
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
相
談
所
を
訪
れ
た
方
や
、
地
域
見

守
り
訪
問
活
動
で
少
し
気
に
か
か
っ
た
方
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
を
名
簿
化
し
、
見
守
り
活
動
に
活

か
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
地
域
見

守
り
活
動
及
び
啓
発
活
動
等
の
強
化

　
近
年
の
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
見

守
り
活
動
や
啓
発
活
動
の
強
化
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
自
宅
に
い
て
も
安
心
し
て

相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
見
守
り
訪

問
活
動
を
続
け
て
き
た
の
で
す
が
、
相
談
員

三
名
だ
け
で
は
訪
問
で
き
る
件
数
も
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
被
害
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ「
板
野
町
消
費
者
よ
り
そ
い
隊
」

を
平
成
二
十
九
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。
相

談
所
が
発
信
す
る
情
報
を
町
民
に
伝
え
た
り
、

逆
に
地
域
で
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
相
談

所
に
情
報
提
供
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

成
員
と
し
て
新
聞
の
専
売
所
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
、
緊
急
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
際
で
も
、
翌
日
の
新
聞
に
チ
ラ
シ
を
折
り

込
む
こ
と
で
、
す
ば
や
く
注
意
喚
起
を
行
う

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
消
費
者
被
害
防
止
の
啓
発
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
相
談
所
の
認
知
度
を
高
め
、

板
野
町
産
業
課
主
事

大
　
礒
　
友
　
花

　
　

徳
島
版
「
地
方
創
生
特
区
」

「
新
南
海
道
再
興
戦
略
特
区

　　（
新
未
来
創
造
・
消
費
者
行
政
推
進
特
区
）」

見守り訪問活動相談所10年記念式典出前講座
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〝
困
っ
た
と
き
は
、
何
で
も
相
談
所
に
相
談

す
る
〟
と
い
う
こ
と
も
広
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

エ
シ
カ
ル
消
費
の
浸
透

　
エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
、〝
人
や
社
会
・
地

域
や
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
を
行
う
〟
と
い

う
意
味
で
す
が
、
平
成
二
十
八
年
度
に
六
％

（（
株
）
ネ
オ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
よ
り
）

で
あ
っ
た
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
の
認
知
度
を

二
〇
％
ま
で
高
め
、
実
践
・
普
及
の
行
動
に

つ
な
げ
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
推
進
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
平
成
三
十
年
一
月
に
「
板
野
町
エ

シ
カ
ル
消
費
推
進
宣
言
」
を
行
い
、
こ
れ
に

併
せ
て
、
平
成
三
十
年
一
月
か
ら
令
和
元
年

十
二
月
ま
で
の
二
年
間
、
難
し
く
思
わ
れ
が

ち
な
エ
シ
カ
ル
消
費
を
役
場
の
広
報
誌
で
あ

り
な
が
ら
も
〝
お
も
し
ろ
お
か
し
く
、
わ
か

り
や
す
い
〟
を
テ
ー
マ
に
、「
エ
シ
カ
ル
消

費
教
室
」
と
題
し
、
板
野
町
広
報
誌
「
す
が

お
」
別
冊
に
毎
月
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
談
員
が
消
費
者
被
害
防
止
の
啓

発
と
併
せ
て
エ
シ
カ
ル
消
費
の
講
座
を
三
年

間
で
全
三
十
回
以
上
行
っ
た
ほ
か
、
成
人
式

で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
配
布

を
し
た
り
、
藍
染
め
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
や
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
団
体
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
「
エ
シ
カ
ル
座
談
会
」
と
題

し
、
知
識
を
深
め
る
勉
強
会
を
重
ね
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
板
野
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
〝
あ

さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
い
た
の
〟

に
お
い
て
、
記
念
品
と
し
て
残
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
広
島
平
和
記
念
公

園
の
折
り
鶴
を
再
生
利
用
し
た
紙
で
「
恩
返

紙
記
念
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
作
成
し
、
参
加
者
に
お
渡

し
し
た
ほ
か
、
相
談
所
と
板

野
高
校
の
共
催
で
エ
シ
カ
ル

商
品
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
九
月
一
日
に
は
、

「
板
野
町
消
費
生
活
相
談
所

開
設
十
年
記
念
式
典
」
を
エ

シ
カ
ル
消
費
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、
ご
来
賓
・
町
民
の
皆

様
約
三
七
〇
名
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
相
談
所
や
藍
染
め

工
房saai dye studio

の
活
動
発
表
の
ほ
か
、

中
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
、
高
校
生
に
よ
る

演
劇
や
四
国
大
学
短
期
大
学
部
教
授
の
加
渡

い
づ
み
氏
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
令
和
元
年
十
二
月
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
エ
シ

カ
ル
消
費
の
認
知
度
は
六
六
％
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
元
農
産
物
の
購
入
や
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
実
践

す
る
人
も
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た

消
費
者
教
育

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
若
年
層
の
消
費
者
被
害
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
被
害
の
減
少
を
目
的
と
し
て
、

小
・
中
学
校
か
ら
の
消
費
者
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
の
課
題

を
消
費
者
被
害
防
止
や
エ
シ
カ
ル
消
費
を

テ
ー
マ
に
作
成
し
て
も
ら
っ
た
り
、
携
帯
電

話
や
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
消
費
者
被
害
防
止
の

啓
発
物
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
を
対
象
に
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す

る
講
座
を
行
っ
た
り
、
藍
染
め
体
験
教
室
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、中
学
生
が
ゴ
ー

ヤ
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
製
作
し
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
省
エ
ネ
効
果
な
ど

を
相
談
所
十
年
記
念
式
典
に
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
が
図
れ
る
よ
う

に
な
り
、
子
ど
も
の
消
費
者
被
害
防
止
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
民
法
改
正
に
よ
り
、
成
人
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
小
・
中
学
校
で
の

消
費
者
教
育
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
根
気
よ
く
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
こ
れ
か
ら
も
、
徳
島
県
・
関
係
機
関
・
町

民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
特

区
と
し
て
認
定
さ
れ
た
見
守
り
活
動
・
啓
発

活
動
の
強
化
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
、
消

費
者
教
育
の
さ
ら
な
る
強
化
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

出前講座藍染め体験教室

エシカル消費教室
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は
じ
め
に

　
研
修
生
と
し
て
市
町
村
課
で
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の

平
成
二
十
二
年
度
で
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
の
人
事
異
動
の
内
示

の
前
日
に
、
当
時
の
所
属
長
か
ら
市
町
村
課

へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
申
し

渡
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
の
話
で
あ
っ
た
こ
と
、

自
分
自
身
が
あ
ま
り
行
政
事
務
な
ど
に
詳
し

く
な
い
こ
と
、
同
期
入
庁
の
職
員
が
何
名
か

先
に
県
の
他
の
部
局
や
市
町
村
課
に
派
遣
さ

れ
て
お
り
、
勤
務
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
三
月
中
は
不
安
が

募
り
ま
し
た
。

四
月
～
九
月

　
前
期
は
財
政
担
当
で
、
地
方
債
や
地
方
公

営
企
業
に
関
す
る
事
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
、
地
方
公
営

企
業
決
算
状
況
調
査
の
説
明
会
で
説
明
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
詳
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
つ
ま
ず
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
効
率
的
な
デ
ー
タ
処
理
の
仕

方
や
、
一
太
郎
の
使
い
方
な
ど
が
全
く
分
か

ら
ず
、
困
惑
し
て
い
ま
し
た
が
、
忙
し
い
中
、

財
政
担
当
の
皆
さ
ん
に
は
心
優
し
く
一
か
ら

十
ま
で
教
え
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
各
自
治
体
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
始
ま
り
ベ
テ
ラ
ン
の
方
を
前

に
し
て
緊
張
の
連
続
で
あ
り
、
要
領
を
得
な

い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
各
自
治
体
か
ら
の
質
疑
等
も
多

く
、
本
当
に
細
か
い
こ
と
ま
で
財
政
担
当
の

皆
さ
ん
に
確
認
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
忙
し

い
中
、
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
懇
切
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
担
当
で
は
建
物
の
中
で
の
業

務
が
大
半
で
し
た
が
、
何
度
か
外
に
出
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

徳
島
市
民
病
院
へ
の
現
地
調
査
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
市
で
は
出
来
な
い
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳴
門
市
も
か
つ
て
、

板
東
病
院
と
い
う
市
立
病
院
が
あ
り
ま
し
た

が
、
医
師
の
派
遣
が
難
し
い
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
平
成
十
六
年
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
公
立
病
院
の
経
営
の
難
し
さ
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
二
年
後
に
、
食
あ
た
り
で

深
夜
に
嘔
吐
を
繰
り
返
し
て
し
ま
い
、
必
死

の
思
い
で
一
一
九
番
し
た
と
こ
ろ
、
徳
島
市

民
病
院
に
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
の
上
で
点
滴
を
受
け
な
が
ら
当
時
の

こ
と
を
感
慨
深
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

十
月
～
三
月

　
後
期
は
総
務
税
政
担
当
で
固
定
資
産
税
の

う
ち
家
屋
と
償
却
資
産
の
担
当
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
に
と
っ
て
の
基

幹
税
目
で
あ
り
、
住
民
税
と
同
様
に
細
か
い

規
定
も
多
く
、
各
自
治
体
と
も
財
政
担
当
と

同
じ
く
固
定
資
産
税
担
当
は
勤
続
年
数
が
長

い
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
要
説
固

定
資
産
税
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
理
解
が

難
し
く
、「
家
屋
に
つ
い
て
は
最
大
八
〇
パ
ー

セ
ン
ト
ま
で
し
か
減
価
し
な
い
」、「
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
最
大
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

し
か
減
価
し
な
い
」
な
ど
初
歩
的
な
こ
と
を

覚
え
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
多
い
各
自

治
体
か
ら
の
質
疑
等
を
受
け
ま
し
た
が
、
自

分
で
は
対
応
し
が
た
い
案
件
も
多
く
悪
戦
苦

闘
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
総
務

税
政
担
当
の
皆
さ
ん
に
は
丁
寧
で
温
か
く
案

件
に
係
る
こ
と
だ
け
で
な
く
様
々
な
事
を
教

え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
総
務
税
政
担
当
で
は
、
外
に
出
る

機
会
も
多
く
地
方
交
付
税
の
額
の
算
定
に
用

い
た
資
料
の
検
査
や
地
方
税
法
第
三
八
九
条

第
一
項
第
二
号
に
係
る
償
却
資
産
の
う
ち
県

知
事
が
配
分
す
る
も
の
に
つ
い
て
現
地
調
査

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
選
挙
関
係
の
用
務
な
ど
も
あ

わ
せ
る
と
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

十
年
一
昔

　
　
鳴
門
市
議
会
事
務
局
主
査

板
　
東
　
政
　
則

ボートレース鳴門　UZUPARK ボートレース鳴門　UZUHALL
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同
じ
県
内
に
住
ん
で
い
て
も
行
っ
た
こ
と
が

な
い
自
治
体
も
あ
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら

　
鳴
門
市
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
ま
ず
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
企

画
課
で
勤
務
し
ま
し
た
。
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
色
々
な
場
所
へ
出

か
け
、
ゆ
か
い
な
仲
間
達
と
一
緒
に
戯
れ
記

念
撮
影
な
ど
を
し
ま
し
た
が
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇
一
三
で
の
結
果
は
全
国

三
九
三
位
で
少
し
残
念
で
し
た
。

　
次
に
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十

八
年
度
ま
で
は
議
会
事
務
局
で
勤
務
し
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
広
報
委
員
会

（
議
会
広
報
番
組
・
議
会
広
報
紙
を
編
集
す

る
委
員
会
）
の
議
事
、
庶
務
と
若
干
の
会
議

録
の
作
成
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度
は
税
務
課
で

勤
務
し
ま
し
た
。
予
算
の
調
整
や
個
人
住
民

税
及
び
諸
税
の
課
税
事
務
な
ど
を
担
当
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
二
年

度
の
現
在
ま
で
、
再
び
、
議
会
事
務
局
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
市
議
会
が
主

催
と
し
て
は
初
め
て
の
女
性
議
会
の
開
催
や
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
議
会
の
行
動
規
範

の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
以
上
、
市
町
村
課
で
学
ん
だ
こ
と
と
、
鳴

門
市
に
お
け
る
業
務
と
は
、
直
接
的
に
は
関

係
の
無
い
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
法
律
の
解
釈
に
お
い
て
、
各
自
治

体
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
る

の
か
、
昨
年
度
か
ら
大
流
行
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
他
の
市

町
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時

に
は
、
市
町
村
課
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

が
活
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
的
に
も
困
っ
た
時
に
は
、
当

時
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
種
々
助
け
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に

　
鳴
門
市
の
紹
介
を
少
し
だ
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
鳴
門
市
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
市
制
が
施

行
さ
れ
、
本
年
で
施
行
七
十
三
年
を
迎
え
ま

し
た
「
ア
ジ
ア
第
九
初
演
」
の
ま
ち
で
す
。

人
口
は
約
五
万
六
千
人
で
、
最
も
多
い
時
代

と
比
較
す
る
と
、
約
一
万
人
程
度
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
徳
島
県
の
人
口
減
少
率
と
同
程

度
だ
と
思
い
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
お
隣
の
淡
路
島
と
連
携
し

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
鳴
門

海
峡
の
渦
潮
、
そ
の
渦
潮
で
有
名
な
鳴
門
海

峡
を
臨
む
絶
好
の
場
所
に
位
置
す
る
大
塚
国

際
美
術
館
、
多
く
の
巡
礼
者
が
訪
れ
る
四
国

八
十
八
箇
所
の
う
ち
一
番
札
所
、
二
番
札
所

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
そ
の
鳴
門

海
峡
の
渦
潮
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画

「B
eyond

　N
aruto

」
シ
リ
ー
ズ
が
、
ぐ
ろ
～

か
る
Ｐ
Ｒ
動
画
大
賞
二
〇
一
九
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
面
で
は
、
昭
和
二
十
八

年
に
全
国
で
十
一
番
目
の
レ
ー
ス
場
と
し
て

誕
生
し
、
経
営
も
順
調
に
推
移
し
市
政
の
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
、
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
鳴
門
が
あ
り
ま
す
。

　
一
時
、
景
気
の
落
ち
込
み
や
レ
ジ
ャ
ー
の

多
様
化
に
よ
り
経
営
は
悪
化
し
、
八
億
円
を

超
え
る
累
積
赤
字
を
抱
え
る
と
こ
ろ
ま
で
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
小
規
模
場
外
発

売
所
や
外
向
発
売
所
の
設
置
、
ま
た
様
々
な

合
理
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
経
営
改
善
に

努
め
て
来
た
こ
と
と
、
業
界
全
体
の
売
り
上

げ
向
上
策
と
も
合
致
し
経
営
も
復
調
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
周
辺
に
は
、

写
真
の
よ
う
な
交
流
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
年
に
竣
工
し
た
現
庁
舎
の
建
て
替
え
も
決

ま
り
、
今
年
の
秋
頃
か
ら
、
新
庁
舎
の
建
設

予
定
地
で
あ
る
、
現
市
民
会
館
を
解
体
し
、

令
和
五
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

淡路島から見た鳴門海峡

うずしおくん

鳴門市マスコットキャラクター

うずひめちゃん
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は
じ
め
に

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
な
か

で
、
三
好
市
は
高
齢
化
率
が
四
五
％
と
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
消
滅
可
能
性
都
市
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

世
代
や
同
級
生
に
三
好
市
に
つ
い
て
聞
い
て

も
「
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
」「
何
も
な
い
」「
三

好
市
で
住
み
続
け
て
も
先
が
な
い
」
な
ど
悲

観
的
な
言
葉
が
並
び
ま
す
。
そ
し
て
、
三
好

市
か
ら
県
外
へ
就
職
・
進
学
す
る
子
ど
も
達

も
、
三
好
市
で
働
く
・
住
む
・
戻
っ
て
く
る

と
い
う
意
識
は
薄
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
個
人
的
に
も
、

新
た
な
部
署
に
変
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
何
が
で
き
る

か
。
三
好
市
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
何
が

で
き
る
か
。
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
い
い
の

か
。
と
自
分
の
中
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し
な
が
ら
業

務
に
取
組
ん
で
い
た
中
「
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域

活
性
化
」
と
い
う
研
修
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。
本
研
修
に
参
加
し
、
他
市
町
村
の
事
例

を
学
ん
だ
り
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
自
身
の
見
識
を
広
げ
、
新
た
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

研
修
内
容

　
本
研
修
は
、
二
泊
三
日
の
行
程
で
全
七
講

義
を
受
講
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
一
部
抜
粋

し
、
三
つ
の
講
義
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
一
点
目
が
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
核
と
し
た

ま
ち
お
こ
し
」
で
す
。
本
講
義
で
は
、
富
山

県
氷
見
市
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
「
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
」
と
氷
見
市
特
産
の
「
ブ
リ
」
を

掛
け
合
わ
せ
て
、
誰
も
が
楽
し
め
る
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
世
界

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
共
同
し
、
自
治
体
初

の
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
「
ハ
ン
ぎ
ょ
ボ
ー
ル
」
を

開
発
し
た
と
い
う
事
例
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
義
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
用
具

を
見
せ
て
頂
き
、
簡
単
に
競
技
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
体
験
し
て
み
る
と
、
ボ
ー
ル
を
投

げ
る
の
が
上
手
な
人
・
苦
手
な
人
・
男
女
・

経
験
の
有
無
に
関
係
な
く
、
全
員
が
同
じ
よ

う
な
レ
ベ
ル
で
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ゆ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
「
ス
ポ
ー
ツ
と

　
地
域
の
活
性
化
」
を
受
講
し
て

　
　
三
好
市
教
育
委
員
会

　
　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事

石
　
山
　
健
　
介
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二
点
目
は
、「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
活
性
」
で
す
。
本
講
義
で
は
、
福
岡
県

飯
塚
市
の
車
い
す
テ
ニ
ス
を
通
し
た
国
際
大

会
の
開
催
や
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
、
宿
泊
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
と

い
う
事
例
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
地
元
中
学
校
で
三
年
間
を

通
し
て
車
い
す
テ
ニ
スJA

P
A
N

ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
と
の
体
験
会
の
実
施
、
大
会
の
観

戦
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

で
、
三
学
年
を
通
し
て
特
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

心
に
残
る
事
例
で
し
た
。

　
三
点
目
は
、
演
習
「
地
域
資
源
を
活
か
し

た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

討
議
・
発
表
」
で
す
。
各
グ
ル
ー
プ
六
名
程

度
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
内
の
ど
こ
か
一
つ

の
自
治
体
を
取
り
上
げ
、
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
北
海
道
紋
別
市

の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
愛
好
者
が
中
心
に

使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
？
と
い
う
課
題

を
基
に
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
議
論
す
る
中

で
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
だ
け
に
着
目
す
る
の

で
は
な
く
、
観
光
資
源
や
他
の
施
設
、
他
の

ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
複
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
若
者

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
勢
を
見
せ
続
け
れ
ば
、

高
齢
者
と
の
親
睦
も
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

と
い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
翌
日
全
体
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
泊
三
日
の
短
い
研
修
期
間
で
し
た
が
、

国
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
方
向
性
や
現
状
、

他
自
治
体
の
事
例
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
自

己
の
見
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
演
習
グ
ル
ー
プ
内
を
中
心
に
、
各
自

治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
取
組
み
や
各
担

当
者
の
考
え
や
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
参
加
し
た
担
当
者
間
で
の

情
報
交
換
は
、
生
き
た
言
葉
で
事
例
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
な
り
、
小
さ
い
こ
と
か
ら
で

も
何
か
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

ま
と
め

　
研
修
後
、
地
元
高
校
と
協
力
し
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
手
探
り

で
進
ん
だ
取
組
み
で
し
た
が
、
生
徒
の
楽
し

そ
う
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
わ
い
た
」、「
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
を
見
て
み
た
い
」、「
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
い
っ
た
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
令
和
二
年
度
以
降
も
高
校
だ
け
で
な
く
、

地
元
中
学
校
や
小
学
校
で
も
体
験
会
を
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
好
市
の
若
手
職
員
を
中
心
に
現

在
、
地
元
高
校
の
探
究
授
業
の
時
間
に
、「
三

好
市
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
・
郷
土
愛
を

醸
成
す
る
」
と
い
う
目
的
で
、
職
員
が
授
業

に
参
加
し
、
生
徒
と
一
緒
に
三
好
市
の
こ
と

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
に
、

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
、
子
育
て
、
地
方
創
生
等

の
観
点
か
ら
三
好
市
の
こ
と
を
知
り
、
考
え

て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
三
好
市
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
り
、
市
外
に
い
て
も
三
好
市
と
関
わ

り
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
を
期
待

し
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
反
省
を
活
か

し
来
年
度
も
引
き
続
き
、
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
本
研

修
を
受
講
す
る
前
は
、
各
業
務
で
悩
ん
だ
り

息
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

本
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
他
の
自
治
体

の
方
と
生
き
た
言
葉
で
情
報
交
換
で
き
た
こ

と
・
様
々
な
考
え
や
思
い
に
触
れ
ら
れ
た
こ

と
・
他
の
事
例
研
究
が
で
き
た
こ
と
で
、
自

分
が
悩
ん
で
い
た
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
だ
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
の
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
と
り
あ
え
ず

小
さ
な
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
。
と
考
え

る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
く
れ
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
受
講
し
、
自
己
研
鑚
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　阿南市では「ひと、まち、心をつなぐ笑顔の光
こうりゅう

流都市」

を将来像として掲げ、各種施策の取組を行っています。

　また、郷土に誇りを持つ市民を育むことをめざして、

「共に生き、豊かな心で個性輝く人づくり」を教育理

念として掲げ、市の豊かな自然や環境を生かしつつ、

地域に開かれ、かつ家庭や地域社会から信頼される教

育の推進に取り組んでいます。

　こうした中、次代を担う子どもたちに海洋性スポー

ツや水辺の活動を通じて、自然とのふれあいや様々な

人々との交流を体験することができるＢ＆Ｇ海洋セン

ター複合型施設（愛称：うみてらす北の脇）が北の脇

海水浴場に隣接する地にオープンしました。

　北の脇海水浴場は、最高ランクの水質を誇り、日本

の渚百選にも選ばれ、２㎞に及ぶ長い砂浜と広大な松

林との自然の景観に恵まれた西日本有数の海水浴場で

す。当施設は、海洋性スポーツの拠点機能に加えて、

海水浴場の監視所としての機能を備え、またコミュニ

ティスペースとしての集会所的機能や交流施設として

の機能など多目的な機能を有する施設として建設され

ました。

　施設のコン

セプトとして

「オフシーズ

ンも活動する

通年型利用」、

「多様な団体

や組織との連

携」、「海の監

視機能を有す

る複合施設」「地

域活性化・地域

外からの交流人

口の増加」の４

つを掲げ、誰も

が海に親しめる

次世代型艇庫と

して利用の促進

を図っていくこ

とを目的として

います。

　具体的な活動内容は、６月から10月は海洋レクリ

エーション体験として、スタンドアップパドルボード

やカヌー体験を中心とした活動を実施しますが、海洋

レクリエーションのオフシーズンにおいても、「海塩

づくり体験」、「干物づくり体験」、「海の環境学習」な

ど、子どもを対象とした海に親しむ学習活動や、「ヨ

ガ教室」、「ウクレレ教室」、「おいしいコーヒーの淹れ

方教室」など、市民の健康づくりや文化的活動、その

他多種多様な研修や講習など、年間を通じて多目的な

利用を計画して活動を実施しています。

　また、本市ではスタンドアップパドルボードを活用

した定住促進などを図る「阿南サップタウンプロジェ

クト」に取り組んでいますが、関係団体と連携し、ロー

カル・ビジ

ターの垣根

を超えたク

ラブチーム

の創設を通

じ た パ ド

ラー同士の

交流推進の

取り組みや、

大会誘致に

向けたプレイベントの共同開催など、阿南の自然を活

用した地域の魅力創出、観光による交流人口の増加に

向けた取り組みを進めていきたいと思います。

　阿南市にお越しの際は、オールシーズン阿南の海を

満喫できる「うみてらす北の脇」にぜひお越しください。

　　　　　　　お問い合わせ

　　　　　　　　阿南市教育委員会　スポーツ振興課

　　　　　　　　TEL 0884-22-3394

阿南市 海洋センター次世代型艇庫整備事業

施設全景（オープニングイベント実施時）

プレイスロープ

カヤック体験実施の様子

水上トランポリン器材使用の様子

「汐風ヨガ」事業の様子



市町村情報

トピックス

35　2020.6 AWA no JICHI No.96

美波町 みなみらい広場整備事業（美波町医療体制整備事業）

【整備することとなった経緯】

　美波町は、平成18年３月に旧由岐町と旧日和佐町

の２町合併により誕生いたしました。

　合併当初から多くの検討課題がありましたが、その

中でも両町にあった町立国民健康保険由岐・日和佐病

院は、施設の老朽化や、医師不足などから病床利用率

の低下に伴う経営の悪化などによる、病院統合再編が

最大かつ喫緊の課題でありました。

　平成22年度から検討委員会を組織し協議を重ねた

結果、入院機能は病院に集約、診療所は無床化とした

１病院１診療所による統合・再編と決定しました。

　併せて、南海トラフ巨大地震による地震・津波によ

る津波浸水被害が想定されていることから、入院機能

を有する病院は津波浸水被害のない高台（地域高規格

道路「日和佐道路由岐IC付近」）へ整備し、診療所に

ついては、平成18年３月に閉校した旧徳島県立日和

佐高等学校跡地が町の中心部にあることから、津波浸

水を考慮した避難ビルと位置づけ、町の医療・保健・

福祉・介護の拠点「美波町医療保健センター」として

整備、隣接したデイサービスセンター、児童館、旧高

校グラウンドを含め周辺一帯を「生きがい交流空間」

として整備することといたしました。

【みなみらい広場】

　「生きがい交流空間」は先述の既存施設と、新たに

整備する医療保健センター及びこれまで町の中心部に

地域住民の交流の場がなかったことから公園を整備し、

それぞれが周辺施設との繋がりを持てることを考慮し

て計画いたしました。

　併せて、整備にあたって町民や利用者が親しみをも

てる愛称を募集し、美波町の「みなみ」と「未来」で

町民一人ひとり

が未来に輝くこ

とを願い、健康、

生きがいを育む

スクエア（広場）

として、親しみ

やすく・末永く

愛されることを

願い「みなみら

いスクエア」に決定しました。

　医療保健センターの開所に伴い日和佐診療所が改め

て開設され、それによって旧日和佐診療所跡地に公

園「みなみらい広場」を整備いたしました。敷地面積

3,894㎡ 、周辺施設である地域集会所、デイサービス

センター、児童館、グラウンド利用者の幼児から高齢

者、家族連れまで地域の方々が幅広く利用・交流可能

な広場として整備、令和２年３月にすべての工事が完

了いたしました。

　みなみらい広

場にはグラウン

ド利用者と兼用

のトイレ棟のほ

か、あずまや、

ベンチ、遊具（プ

レイスロープ：

滑り台）、駐車

場13台分などを整備いたしました。

　健康、生きがいを育む広場として、親しみやすく・

末永く愛されることを願い、地域の住民たちを見守る

施設として活用されることを期待しています。

　美波町の中心地、日和佐川の畔に完成した「みなみ

らい広場」は四国霊場23番札所薬王寺から、うみが

めが上陸産卵に訪れる大浜海岸までのほぼ中程に位置

しています。

　美波町ではここ数年サテライトオフィスの進出や飲

食店の開業、また徐々にではありますが薬王寺門前町

も少しずつにぎわいを取り戻してきており、人口減少

が進む過疎の町でも何かにぎやかである、にぎやかな

過疎の町「にぎやかそ」をキャッチフレーズに地方創

生に取り組んでおりますので、ぜひ美波町にお越しく

ださい。

　　　　　　お問い合わせ

　　　　　　　美波町政策推進課　TEL 0884-77-3616

全体イメージ　模型写真

プレイスロープ

みなみらい広場全景

医療保健センター　正面

医療保健センター　中庭
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は
じ
め
に

　
平
成
二
十
七
年
度
の
法
改
正
に
よ
り
、
選
挙
年
齢
が

十
八
歳
に
下
げ
ら
れ
て
以
降
、
平
成
二
十
八
年
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
、
平
成
二
十
九
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、

令
和
元
年
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
と
三
度
の
国
政
選
挙

が
行
わ
れ
た
が
、
十
代
・
二
十
代
の
若
年
層
の
投
票
率

は
、
常
に
全
体
の
投
票
率
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
若
年
層
に
限
ら
ず
全
体
で
も
投
票
率
は
低

下
を
続
け
て
い
る
。
特
に
、
徳
島
県
は
、
平
成
二
十
九

年
衆
院
選
、
令
和
元
年
参
院
選
で
全
都
道
府
県
中
、
最

低
の
投
票
率
で
あ
り
、
他
都
道
府
県
に
比
べ
、
よ
り
深

刻
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
治
へ
の
関
心
が
薄
れ
て

い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
こ
の
現
状
の
改
善
の
た
め

に
は
、
政
治
へ
の
関
心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
「
一
票
」

が
政
治
に
影
響
を
与
え
、
日
本
の
将
来
、
自
分
の
将
来

に
関
わ
っ
て
く
る
と
い
う
意
識
を
主
権
者
が
よ
り
一
層

自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
選
挙
啓
発
、
主

権
者
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
令
和
元
年
度

に
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
っ
た
選
挙
啓
発
、
主

権
者
教
育
等
を
紹
介
す
る
。

選
挙
啓
発
に
つ
い
て
（
常
時
啓
発
）

　
選
挙
啓
発
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
選
挙
啓
発

に
努
め
る
こ
と
が
公
職
選
挙
法
内
で
も
定
め
ら
れ
て
お

り
、
県
選
挙
管
理
員
会
に
お
い
て
も
、
政
治
、
選
挙
に

関
す
る
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
。

※
公
職
選
挙
法
第
六
条
（
抜
粋
）

　
総
務
大
臣
、
中
央
選
挙
管
理
会
、
参
議
院
合
同
選
挙

区
選
挙
管
理
委
員
会
、
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
が
公
明
か

つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
選
挙
人
の
政
治
常
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
特
に
選
挙
に
際
し
て
は
投
票
の
方
法
、
選
挙
違
反

そ
の
他
選
挙
に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
選
挙
人
に

周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

徳島県の投票率から見る
選挙啓発と主権者教育について

市町村課主事（行政担当・選挙管理委員会事務局併任）　濵　田　栄一郎

【徳島県の投票率】

区　　分 全　　体
18 歳 19 歳 20 歳代

H28 参院選 46.98% 41.20% 30.70% 35.22%

H29 衆院選 46.47% 41.61% 21.69% 30.55%

R 元 参院選 38.59% 30.00% 19.10% －

【全国の投票率】

区　　分 全　　体
18 歳 19 歳 20 歳代

H28 参院選 54.70% 51.28% 42.30% 35.60%

H29 衆院選 53.68% 47.87% 33.25% 33.85%

R 元 参院選 48.80% 34.68% 28.05% －

※「20歳代」及び「R元 参院選の18歳、19歳」は、全国188投票区における抽出調査（47都道府県×4投票区）
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年
度
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
若
者
向
け
明
る
い
選
挙
出
前
講
座

　
若
者
向
け
明
る
い
選
挙
出
前
講
座
事
業
と
は
、
県
下

の
高
等
教
育
機
関
等
に
通
う
選
挙
権
取
得
前
後
の
世
代

で
あ
る
若
者
に
対
し
、
政
治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心
と

参
加
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
出
前
講
座
を
行
う
事

業
で
あ
る
。
講

師
は
、
主
権
者

教
育
に
関
し
て

一
定
の
知
識
、

経
験
を
有
す
る

者
と
し
て
総
務

省
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
い
る
主

権
者
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活

用
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
、

四
回
実
施
し
、
延
べ
三
六
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
講

座
内
容
は
、
選
挙
に
行
く
際
の
心
得
や
政
治
と
選
挙
の

関
係
性
等
に
つ
い
て
の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
が

行
わ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
選
挙
・
政
治
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
講
座
終
了
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
「
政
治
や
選
挙

に
興
味
を
持
て
た
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
選

挙
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
や
選
挙
に
関
心
を
持
て
な
い

理
由
も
収
集
し
、
今
後
の
選
挙
啓
発
の
参
考
に
な
る
若

年
層
の
意
見
を
収
集
で
き
た
。

１
　
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携

　
若
年
層
の
投
票
率
で
は
、
十
八
歳
の
投
票
率
は
比
較

的
高
い
が
、
十
九
歳
の
投
票
率
が
若
年
層
の
中
で
も
特

に
低
い
。
十
八
歳
は
、
高
等
学
校
等
で
も
主
権
者
教
育

を
受
け
る
機
会
が
多
い
た
め
若
年
層
の
中
で
も
高
い
が
、

十
九
歳
は
、
高
校
を
卒
業
し
、
就
職
や
進
学
で
実
家
を

離
れ
て
新
生
活
を
送
る
例
が
多
く
、
そ
の
際
に
住
民
票

を
実
家
か
ら
異
動
さ
せ
な
い
た
め
、
居
住
地
で
の
投
票

が
で
き
な
い
状
況
が
投
票
率
の
低
下
に
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
受
け
る
主
権
者

教
育
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
継
続
し
た
主
権
者
教

育
が
必
要
で
あ
り
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
と
連
携

し
、
高
等
学
校
か
ら
の
継
続
し
た
主
権
者
教
育
と
住
民

票
異
動
の
呼
び
か
け
、
そ
の
他
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

（
一
）
選
挙
啓
発
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、県
内
の
高
等
教
育
機
関（
徳

島
大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
、
徳
島
文
理
大
学
、
四
国
大
学
、
徳
島
工
業
短
期
大

学
）
と
「
選
挙
啓
発
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
お
り
、
後
述
の
出
前
講
座
や
選
挙
時
の
臨
時

啓
発
等
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
県
選
挙

管
理
委
員
会
と
高
等
教
育
機
関
で
定
期
的
に
連
絡
会
議

を
開
き
、
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行

い
、
連
携
協
力
の
効
果
向
上
に
努
め
て
い
る
。
令
和
元

年
度
の
連
絡
会
議
で
は
、
学
校
行
事
内
で
の
選
挙
啓
発

の
依
頼
、
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
と
の
連
携
等
を
県
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
提
案
し
、
各
高
等
教
育
機
関
と
令
和
二

（
三
）
そ
の
他

　
令
和
元
年
度
は
、
統
一
地
方
選
挙
、
参
院
選
、
県
議

補
欠
選
挙
が
続
い
て
い
た
た
め
、
実
施
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
学
園
祭
で
の
啓
発
活
動
等
も
行
っ
て
い
る
。

２
　
模
擬
投
票
体
験
事
業

　
模
擬
投
票
体
験
事
業
と
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

等
に
お
い
て
、
実
際
の
投
票
に
近
い
形
で
模
擬
投
票
を

開
催
す
る
事
業
。
買
い
物
客
を
対
象
と
し
、
ま
だ
投
票

権
の
な
い
若
年
層
や
子
ど
も
に
も
投
票
を
体
験
し
て
も

ら
い
選
挙
へ
の
参
加
意
欲
向
上
を
図
る
。
令
和
元
年
度

は
、
阿
南
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
フ
ジ
グ
ラ
ン

阿
南
」
に
て
、
明
る
い
選
挙
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

め
い
す
い
く
ん
、
阿
南
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
あ
な
な
ん
、

徳
島
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
す
だ

ち
く
ん
の
三

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
候
補
者
と
し

た
人
気
投
票
を

開
催
し
、
当
日

は
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
職
員

と
阿
南
市
選
挙

管
理
委
員
会
職
員
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
で
協
力
し
、

模
擬
投
票
の
準
備
や
買
い
物
客
へ
の
声
か
け
等
を
行
っ

た
。
結
果
、
二
〇
八
名
の
方
に
模
擬
投
票
を
体
験
し
て

選挙出前講座

模擬投票体験事業
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い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
買
い
物
に
来
て
い
た
家
族
が

多
く
、
子
ど
も
に
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
選
挙
と
い
う
も
の
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

３
　
選
挙
啓
発
事
務
研
究
会

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

の
選
挙
啓
発
担
当
者
が
啓
発
活
動
の
方
法
等
に
つ
い
て

研
究
協
議
す
る
選
挙
啓
発
事
務
研
究
会
を
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

他
県
で
行
わ
れ
て
い
る
小
学
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
紹
介
し
、
参
加
者
で
実
際
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
施
策
の
表
裏
を
読

み
取
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
候
補
者
の
施
策
が
ど
の
様

な
事
象
に
繋
が
る
か
を
考
え
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補

者
の
施
策
を
理
解
し
た
上
で
の
投
票
を
体
験
し
て
も
ら

う
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
を
変
え
る
だ
け
で
小
学
生

か
ら
高
校
生
に
幅
広
く
活
用
も
で
き
、
参
加
者
か
ら
は

研
究
会
で
使
っ
た
デ
ー
タ
が
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
っ

た
。

臨
時
啓
発

　
臨
時
啓
発
と
は
、
選
挙
時
期
に
投
票
日
、
投
票
に
関

す
る
必
要
な
事
項
の
周
知
や
投
票
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
啓
発
活
動
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
広
報
車
に
よ
る

巡
回
や
街
頭
啓
発
等
が
あ
る
。
令
和
元
年
度
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
の
臨
時
啓
発
の
一
部
を
次
の
と
お
り
紹

介
す
る
。

１
　
若
者
向
け
選
挙
啓
発
動
画
の
集
中
放
映

　
若
者
へ
の
効
果
的
な
選
挙
啓
発
を
狙
い
、
若
者
向
け

選
挙
啓
発
動
画
を
利
用
し
た
。
動
画
は
多
く
の
若
者
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
若
年
層
が
よ
く
い
る
イ
オ
ン
徳
島

や
大
学
で
集
中
放
映
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画

サ
ー
ビ
スyoutube

で
も
動
画
配
信
を
行
っ
た
。

２
　S

N
S

に
よ
る
選
挙
広
報

　
若
者
の
関
心
度
が
高
いSN

S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
ア
プ
リ
で
あ
るT

w
itter

や

Facebook

で
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
、
選
挙
に
関
す
る
様
々
な
情
報
や
啓
発

活
動
の
様
子
等
を
投
稿
す
る
ほ
か
、SN

S

ア
プ
リLIN

E

内
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、LIN

E

　N
EW

S

へ
の
広
告
を
掲

載
、
携
帯
会
社
が
行
う
若
年
層
を
対
象
と
し
た
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
投
票
日
の
周
知
等
、
若
者
の
関

心
が
高
い
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
採
用
し
た
。T

w
itter

や

Facebook

は
、
臨
時
啓
発
だ
け
で
な
く
、
定
期
的
に
投

稿
し
関
心
を
集
ま
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

３
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
バ
ス
停
で
の
広
報

　
徳
島
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル 

イ
オ
ン
徳
島

の
レ
ジ
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
の
選
挙
啓
発
動
画

選挙啓発事務研究会で使用したワークシート
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放
映
や
徳
島
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
柱
巻
広

告
等
、
買
い
物
客
や
バ
ス
の
乗
客
と
い
っ
た
幅
広
い
世

代
が
利
用
す
る
空
間
で
の
広
報
。

４
　
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携

　
高
等
教
育
機
関
と
締
結
し
た
「
選
挙
啓
発
の
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
学
生
向
け
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
よ
る
広
報
や
校
内
モ
ニ
タ
ー
で
の
動
画
放
映

等
、
学
生
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
。

主
権
者
教
育
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
主
権
者
教
育
と
は
、
社
会
の
出
来
事
を
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
主
体
的
に
行
動
す
る
主
権
者
を
育
て
る
教
育

で
あ
る
。
主
権
者
教
育
に
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取

組
み
が
重
視
さ
れ

て
お
り
、
小
学
校

入
学
前
か
ら
大
学

ま
で
の
間
に
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
応

じ
た
取
組
み
を
行

う
に
は
、
教
育
機

関
や
市
町
村
等
の

各
機
関
と
の
連
携

が
必
要
に
な
る
。

県
選
挙
管
理
員
会

に
お
い
て
も
、
高

等
教
育
機
関
、
市

町
村
等
と
の
連
携

し
た
主
権
者
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
の
法
改
正
で
は
、
投
票
所
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
範
囲
が
幼
児
に
限
ら
ず
、

児
童
・
生
徒
そ
の
他
満
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
に
拡
大

さ
れ
た
。
総
務
省
が
行
っ
た
平
成
二
十
八
年
参
院
選
に

お
け
る
意
識
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
頃
に
親
の
投
票
に

つ
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
そ
う
で
な
い
人
に
比

べ
、
投
票
し
た
割
合
が
二
割
以
上
高
く
、
子
ど
も
の
時

か
ら
投
票
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
主
権
者
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

親
子
向
け
選
挙
啓
発
絵
本

　「
さ
と
し
く
ん
の
い
っ
ぴ
ょ
う
」

　
令
和
元
年
度
は
、
子
供
の
頃
か
ら
選
挙
を
身
近
な
も

の
に
感
じ
て
も
ら
い
、
家
庭
で
政
治
や
選
挙
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
親
子
向
け
選
挙
啓
発

絵
本
「
さ
と
し
く
ん
の
い
っ
ぴ
ょ
う
」
を
作
成
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
選
挙
」
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
可
愛
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
や
動
物
を

主
人
公
と
し
た
子
供
向
け
の
設
定
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
は
、
保
護
者
に
こ
の
絵
本
を
利
用
し
、「
選
挙

ご
っ
こ
」
や
投
票
の
際
に
子
ど
も
を
同
行
さ
せ
る
な
ど

家
庭
で
の
主
権
者
教
育
を
呼
び
か
け
、
子
ど
も
達
の
主

権
者
意
識
の
育
成
を
図
る
。「
さ
と
し
く
ん
の
い
っ
ぴ
ょ

う
」
は
、
市
町
村
の
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
会
や
県
内

の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
配
付
す
る
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に　

　
啓
発
活
動
や
主
権
者
教
育
は
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
が
、
投
票
率
の
向
上
に
は
な
か
な
か
結
び
つ
か
な

い
。
現
状
の
打
破
の
た
め
に
は
、
今
後
も
更
な
る
取
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
県
・
市
町
村
の

選
挙
担
当
職
員
や
教
育
機
関
等
の
各
機
関
と
の
連
携
、

SN
S

等
の
利
用
者
の
多
い
新
た
な
ツ
ー
ル
の
積
極
的
な

導
入
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
定
期
的
な
活
動
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（例）発達段階に応じた取り組みの方向性

小学校低学年まで
・地域での親子向けイベントに参加する。
・親の投票に同行する。

小学校高学年から
中学校

・自分が住む自治体施設の予算運営につ
いて考える。

・地方議会を傍聴する。

高　校 ・現実の社会問題を議論する。

高校卒業後の有権者
・大学の主権者教育
・期日前投票所の大学設置
・不在者投票制度等の認知度向上
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マイナンバーカードの
取得の推進について

市町村課主事（行政担当）　高　田　尚　也

調
査
対
象
者
に
つ
い
て

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
取
得
状
況
の
把

握
に
つ
い
て
（
照
会
）」（
令
和
元
年
六
月
二
十
八
日
付

け
総
行
福
第
二
十
四
号
）（
以
下
、「
本
照
会
」
と
い

う
。）
に
お
い
て
、
照
会
の
対
象
と
な
る
者
は
、
地
方

公
共
団
体
等
に
所
属
す
る
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
組

合
員
（
公
立
学
校
共
済
組
合
及
び
警
察
共
済
組
合
の
組

合
員
を
除
く
。）
と
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
状
況

　
総
務
省
が
取
り
ま
と

め
た
全
国
の
地
方
公
務

員
等
（
公
立
学
校
共
済

及
び
警
察
共
済
組
合
の

組
合
員
等
を
除
く
。）

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
状
況
（
令
和

元
年
十
二
月
末
現
在
）

と
し
て
は
、
組
合
員
と

被
扶
養
者
の
合
計
三
〇

二
万
八
三
六
七
人
の
う

ち
、
交
付
申
請
者
は
七

二
万
一
五
三
二
人
、
率

と
し
て
は
、二
三
・
八
％

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
だ
け

で
見
る
と
、
組
合
員
数

一
五
八
万
五
五
八
七
人

は
じ
め
に

　
平
成
二
十
七
年
十
月
以
降
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て

の
住
民
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通

知
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
一
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
９
」

（
以
下
「
骨
太
の
方
針
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
令
和

元
年
五
月
二
十
二
日
に
公
布
さ
れ
た
「
医
療
保
険
制
度

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
令
和
三

年
三
月
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
取
組
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
等
に
よ
る
令
和
元
年
度
中
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
の
推
進

に
向
け
た
取
組
や
令
和
元
年
度
に
お
い
て
調
査
さ
れ
た
、

地
方
公
務
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
状
況

の
う
ち
、
徳
島
県
内
の
市
町
村
、
一
部
事
務
組
合
及
び

広
域
連
合
に
お
け
る
令
和
元
年
十
二
月
末
現
在
の
取
得

状
況
に
つ
い
て
記
載
し
た
い
。

　
な
お
、
組
合
員
数
又
は
被
扶
養
者
数
が
五
人
以
下
の

団
体
に
係
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
者
数
、
取

得
者
数
、
申
請
率
、
取
得
率
の
情
報
を
削
除
し
て
集
計

し
た
数
値
を
使
用
し
て
い
る
。

地方公務員等（公立学校共済組合及び警察共済組合の組合員等を除く。）のマイ
ナンバーカード申請状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

①組会員数
（12月末時点）

②被扶養者
数

（12月末時点）

③組合員及
び被扶養者
数

（①＋②）

④マイナンバー
カード交付申請
者数（12月末時
点で取得済の者
を含む申請済の
組合員）

⑤マイナンバー
カード交付申請
者数（12月末時
点で取得済の者
を含む申請済の
被扶養者）

⑥マイナンバー
カード交付申請
者数（12月末時
点で取得済の者
を含む申請済の
組合員等）

（④＋⑤）

⑦組合員
申請率

（④／①）

⑧被扶養
者申請率

（⑤／②）

⑨組合員
及び被扶
養者申請
率

（⑥／③）

1,585,587 1,442,780 3,028,367 475,909 245,623 721,532 30.0％ 17.0％ 23.8％

令和元年12月31日時点
（回答済み団体分のみ）
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の
う
ち
、
四
七
万
五
九
〇
九
人
が
交
付
申
請
を
行
っ
て

お
り
、
三
〇
・
〇
％
の
申
請
率
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
回
答
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
三
四
八
五
団
体

中
、
三
四
七
六
団
体
が
回
答
し
、
未
回
答
の
団
体
に
係

る
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
数
に
つ
い
て
は
、
除
い
て
算

出
さ
れ
て
い
る
。

徳
島
県
内
の
交
付
申
請
率

　
徳
島
県
内
の
各
市
町
村
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域

連
合
に
お
け
る
令
和
元
年
十
二
月
末
現
在
の
申
請
状
況

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
結
果
、
組
合
員
数
が
八
八
〇

九
人
、
被
扶
養
者
数
が
七
八
四
五
人
で
あ
り
、
そ
の
合

計
は
一
万
六
六
五
四
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
者

（
取
得
済
み
の
組
合
員
、
被
扶
養
者
を
含
む
。）
は
組
合

員
が
二
五
〇
〇
人
、
被
扶
養
者
は
一
〇
〇
八
人
で
あ
り
、

そ
の
合
計
は
三
五
〇
八
人
で
あ
っ
た
。

　
交
付
申
請
率
で
見
る
と
、
組
合
員
は
二
八
・
四
％
、

被
扶
養
者
は
一
二
・
八
％
で
あ
り
、
組
合
員
と
被
扶
養

者
の
合
計
は
二
一
・
一
％
で
あ
っ
た
。

全
国
交
付
申
請
率
と
の
比
較

　
先
述
の
よ
う
に
、
全
国
の
交
付
申
請
率
の
取
り
ま
と

め
結
果
で
は
組
合
員
が
三
〇
・
〇
％
、
被
扶
養
者
が
一

七
・
〇
％
、
組
合
員
と
被
扶
養
者
の
合
計
が
二
三
・
八
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
徳
島
県
内
の
取
り
ま
と
め
結
果

で
は
、
組
合
員
は
二
八
・
四
％
、
被
扶
養
者
は
一
二
・

八
％
、
組
合
員
と
被
扶
養
者
の
合
計
は
二
一
・
一
％
で

あ
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
付
申
請
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
組

合
員
が
約
一
・
六
％
、
被
扶
養
者
が
約
四
・
二
％
、
合

計
が
約
二
・
七
％
と
、
い
ず
れ
も
低
い
割
合
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
交
付
申
請
率
に
お
い
て
、
全
国
の

交
付
申
請
率
を
上
回
っ
て
い
る
徳
島
県
内
の
各
市
町
村
、

一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
は
組
合
員
数
が
ゼ
ロ
の

団
体
を
除
い
た
計
四
十
九
団
体
中
、
十
四
団
体
で
あ
っ

た
。
被
扶
養
者
の
交
付
申
請
率
で
は
十
団
体
が
全
国
の

交
付
申
請
率
を
上
回
っ
て
い
た
。
組
合
員
と
被
扶
養
者

の
総
計
で
全
国
の
交
付
申
請
率
を
上
回
っ
て
い
る
団
体

は
十
三
団
体
で
あ
っ
た
。

県
内
団
体
の
比
較

　
徳
島
県
内
の
各
団
体
の
取
り
ま
と
め
結
果
よ
り
、
組

合
員
の
交
付
申
請
率
が
最
も
高
い
団
体
で
は
九
二
・

九
％
で
あ
っ
た
。
被
扶
養
者
で
は
七
〇
・
〇
％
で
、
組

合
員
と
被
扶
養
者
の
総
計
で
は
七
六
・
一
％
が
最
も
高

い
割
合
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
交
付
申
請
率
が
五
〇
％
以
上
の
団
体
数
は
、

組
合
員
で
は
八
団
体
、
被
扶
養
者
で
は
二
団
体
で
あ
っ

た
。

　
組
合
員
と
被
扶
養
者
の
交
付
申
請
率
は
一
団
体
を
除

い
て
組
合
員
の
方
が
交
付
申
請
率
が
高
い
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。（
双
方
が
〇
％
の
団
体
は
考
慮
し
な
い
。）

取
得
推
奨
の
取
組

　
本
照
会
で
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
か
ら
組
合
員

に
被
扶
養
者
分
も
併
せ
て
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
（
以
下
「
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
。）
と
の

協
議
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
様
式
及
び
規
格
に
基
づ

き
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
以
下
「
交
付

申
請
書
」
と
い
う
。）
に
各
組
合
員
等
の
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
を
印
字
し
た
上
で
配
布
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
交
付
申
請
書
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
者
数
の
集
計
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
徳
島
県
内
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
が

配
布
し
た
交
付
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
た
組
合
員
は
、

五
七
三
人
で
あ
り
、
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
二
七
九

人
で
あ
っ
た
。
交
付
申
請
者
三
五
〇
八
人
の
う
ち
、
八

五
二
名
、
割
合
に
し
て
約
四
分
の
一
の
方
が
地
方
公
務

員
共
済
組
合
が
作
成
し
た
交
付
申
請
書
に
よ
り
申
請
し

た
こ
と
が
分
か
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

【
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
】

①
現
在
組
合
員
等
で
あ
る
方
へ
の
対
応

  

平
成
二
十
七
年
十
月
以
降
に
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
か
ら
郵
送

さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
に
添
付
さ
れ
て
い
る
交
付
申
請
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
申
請
書
Ｉ
Ｄ
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
又
は
証

明
写
真
機
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
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ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
た
め
に
は
申
請
書

Ｉ
Ｄ
が
必
要
で
あ
る
が
、
申
請
書
Ｉ
Ｄ
が
記
載
さ
れ
た

交
付
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
住
民
票
の
あ
る
市

町
村
に
お
い
て
申
請
書
Ｉ
Ｄ
が
記
載
さ
れ
た
交
付
申
請

書
を
無
料
で
再
発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
申
請
書
Ｉ
Ｄ
が
記
載
さ
れ
た
交
付
申
請
書
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
窓
口
に
出
向
い
た
本
人
分
の
交
付

申
請
書
に
加
え
て
、
同
一
世
帯
員
分
の
申
請
書
に
つ
い

て
も
併
せ
て
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
今
後
新
た
に
組
合
員
等
と
な
っ
た
方
へ
の
対
応

　
令
和
二
年
四
月
以
降
の
新
規
採
用
職
員
や
年
度
途
中

に
新
た
に
組
合
員
等
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
勧
奨
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③
組
合
員
等
で
な
い
方
へ
の
対
応

　
骨
太
の
方
針
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
一

斉
取
得
の
推
進
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
組
合
員
等

で
あ
る
が
、
令
和
四
年
度
中
に
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
骨
太
の
方
針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
非
常
勤
職
員

等
で
組
合
員
等
で
な
い
方
々
で
あ
っ
て
、
各
地
方
公
共

団
体
等
の
職
場
に
お
い
て
勤
務
す
る
方
々
に
対
し
て
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
取
得
勧
奨
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
交
付
申
請
書
に
よ
る
申
請
】

①
交
付
申
請
書
の
配
布

　
地
方
公
務
員
共
済
組
合
が
発
行
す
る
交
付
申
請
書
を

利
用
す
る
。
配
布
さ
れ
た
交
付
申
請
書
に
各
組
合
員
が

必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真
を
添
付
の
上
所
属
部
署（
担

当
部
署
）
に
提
出
す
る
。

　
提
出
を
受
け
た
所
属
部
署
（
担
当
部
署
）
は
、
申
請

書
封
筒
を
開
け
る
こ
と
な
く
提
出
を
受
け
た
都
度
、
交

付
申
請
書
を
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
に
郵
送
す
る
。

【
留
意
事
項
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
が
必
要
と
な
り
、
申
請

に
あ
た
っ
て
は
、
電
子
証
明
書
の
発
行
を

希
望
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
方
公
務
員
共

済
組
合
が
作
成
す
る
紙
の
交
付
申
請
書

の
場
合
、「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
　

不
要
」
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
が
、

当
該
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
な
い
よ
う
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　
本
稿
で
は
、
令
和
元
年
十
二
月
末
時
点

の
取
得
状
況
を
基
に
記
載
し
た
が
、
令
和

二
年
三
月
末
時
点
の
取
得
状
況
に
つ
い
て

も
、
総
務
省
か
ら
取
り
ま
と
め
結
果
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
各
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
取
得
促
進
の

た
め
の
取
組
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

お
わ
り
に

　
各
団
体
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
率
を

見
て
み
る
と
、
特
に
組
合
員
で
は
団
体
間
で
交
付
申
請

率
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
交
付
申
請
率
が
高
い

団
体
は
九
割
を
超
え
、
低
い
団
体
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
推
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測
で
は
あ
る
が
、
交
付
申
請
率
が
高
い
団
体
は
団
体
内

で
組
織
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
住

民
に
対
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
等
を
担

当
し
て
い
る
部
署
な
ど
が
舵
を
取
り
、
団
体
内
で
組
織

的
に
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
職
員
や
被
扶
養
者
の
交

付
申
請
率
は
向
上
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
令
和
四
年
度
に
は
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
目
標
が
立
て
ら
れ
て
い

る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
早
期
に
新
規
採
用
職
員
や
、
中

途
採
用
の
職
員
も
含
め
て
全
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
や
既
に

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
が
確
実
に
増
え
て

い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
等
は
住

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
し
て
、
自
身
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
実
際
に
利
用
し
て
み

た
上
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

※
資
料
出
典

デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
閣

僚
会
議
（
第
六
回
）（
令

和
元
年
十
二
月
二
十
日
）

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
資
料

　
令
和
二
年
三
月
三
日
付

総
務
省
自
治
行
政
局
公
務

員
部
福
利
課
事
務
連
絡

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
の
推
進
に
向
け
た

広
報
資
料
に
つ
い
て
（
参

考
）」
よ
り
抜
粋
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は
じ
め
に

　
公
営
企
業
は
急
激
な
人
口
減
少
等
に
伴
い
、
サ
ー
ビ

ス
需
要
の
大
幅
な
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新

需
要
の
増
大
が
予
測
さ
れ
、
将
来
厳
し
い
経
営
環
境
に

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
総
務
省
は
主

と
し
て
『
経
営
戦
略
の
策
定
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
』『
抜
本
的

な
改
革
の
検
討
』『
公
営
企
業
の
「
見
え
る
化
」』
の
三

つ
を
掲
げ
公
営
企
業
に
お
け
る
更
な
る
経
営
改
革
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。『
経
営
戦
略
の
策
定
・
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
』
と
は
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

長
期
的
な
投
資
・
財
政
計
画
を
策
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
り
必
要
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
、『
抜
本

的
な
改
革
の
検
討
』
と
は
「
事
業
廃
止
、
民
営
化
・
民

間
譲
渡
、
広
域
化
及
び
民
間
活
用
」
の
四
つ
の
経
営
改

革
の
取
組
み
を
柱
と
し
て
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
、『
公
営
企
業
の
「
見
え
る
化
」』
と

は
複
式
簿
記
に
よ
る
経
理
を
行
う
こ
と
で
の
、
経
営
・

資
産
の
状
況
の
「
見
え
る
化
」
の
推
進
、
経
営
指
標
の

経
年
分
析
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

経
営
の
現
状
及
び
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
取
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ

相
互
に
深
く
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
『
公
営
企
業
の
「
見
え
る
化
」』
の
核
と

な
る
「
公
営
企
業
の
適
用
拡
大
」
と
「
経
営
比
較
分
析

表
の
作
成
・
公
表
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

公営企業の「見える化」について

市町村課主事（企画財政担当）　栃　澤　裕　史

公
営
企
業
と
は

　
地
方
財
政
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
地
方
公
共
団

体
が
特
別
会
計
を
設
け
て
運
営
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
公
営
企
業
は
そ
れ
自
体
が
法
人
格
を
持
た

ず
、
地
方
公
共
団
体
に
帰
属
す
る
。
地
方
財
政
法
に
よ

り
、
上
水
道
そ
の
他
の
給
水
事
業
、
下
水
道
事
業
、
電

気
事
業
、
ガ
ス
事
業
、
鉄
軌
道
事
業
、
自
動
車
運
送
事
業
、

船
舶
そ
の
他
の
運
送
事
業
、
そ
の
他
に
つ
い
て
、
こ
の

業
態
を
と
る
こ
と
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
形
態
（
法
適
用

事
業
）
と
、
そ
れ
以
外
の
形
態
が
あ
る
。

法
適
用
事
業
と
法
非
適
用
事
業
に
つ
い
て

　
法
適
用
事
業
に
は
当
然
に
地
方
財
政
法
の
適
用
を

受
け
る
事
業
（
上
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
等
）、

同
法
の
財
務
規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
業
（
病
院
事

業
）、
市
町
村
で
条
例
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
同
法
の

適
用
を
受
け
る
事
業
（
観
光
事
業
等
）
が
あ
る
。

　
法
非
適
用
事
業
と
は
同
法
を
義
務
的
に
は
適
用
し
な

い
事
業
（
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
等
）
で
あ
る
。

公
営
企
業
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　
総
務
省
は
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
付
総
務
大

臣
通
知
「
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進
に
つ
い
て
」、

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
五
日
付
総
務
大
臣
通
知
「
公

営
企
業
会
計
の
適
用
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
」
に
よ
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り
、
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
九

二
号
）
を
適
用
し
て
い
な
い
事
業
（
以
下
「
法
非
適
用

事
業
」）
に
つ
い
て
、
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
同

法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
（
財
務
規
定
等
）
を
適
用

し
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
（
法
適
用
化
）

を
要
請
し
て
い
る
。
通
知
で
は
平
成
二
十
七
年
度
～
令

和
元
年
度
ま
で
が
人
口
三
万
人
以
上
の
市
町
村
の
簡
易

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
（
公
共
・
流
域
）
の
集
中
取

組
期
間
、
令
和
元
年
度
～
令
和
五
年
度
ま
で
が
人
口
三

万
人
未
満
の
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
（
公
共
・

集
落
排
水
・
浄
化
槽
）
の
拡
大
集
中
取
組
期
間
と
定
め

て
い
る
。

法
適
用
化
の
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の
時
点
で
全
国
の
簡
易
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
る
人
口
三
万
人

以
上
の
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
法
適
用
化
済
・
現
在

法
適
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
簡
易

水
道
事
業
が
九
七
・
七
％
、下
水
道
事
業
（
公
共
・
流
域
）

が
九
九
・
五
％
で
あ
る
。
同
様
に
人
口
三
万
人
未
満
の

地
方
公
共
団
体
の
う
ち
法
適
用
化
済
・
現
在
法
適
用
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
水
道
事
業

が
四
五
・
九
％
、
下
水
道
事
業
が
三
四
・
五
％
で
あ
る
。

  

徳
島
県
内
に
お
い
て
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の

時
点
で
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い

る
人
口
三
万
人
以
上
の
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
法
適

用
化
済
・
現
在
法
適
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
数

は
簡
易
水
道
事
業
が
四
団
体
中
三

団
体
が
法
適
用
化
済
、
一
団
体
が

統
廃
合
確
定
等
と
な
っ
て
お
り
、

下
水
道
（
公
共
・
流
域
）
事
業
は

八
団
体
中
二
団
体
が
法
適
用
化

済
、
六
団
体
が
令
和
二
年
四
月
一

日
に
法
適
用
化
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
同
様
に
人
口
三
万
人
未
満
の

地
方
公
共
団
体
の
う
ち
法
適
用
化

済
・
現
在
法
適
用
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
数
は
簡
易
水
道
事
業

が
十
一
団
体
中
三
団
体
が
法
適
用

化
済
、
二
団
体
が
取
組
中
、
四
団

体
が
検
討
中
、
一
団
体
が
検
討
未

着
手
、
一
団
体
が
統
廃
合
確
定
等

と
な
っ
て
お
り
、
下
水
道
事
業
は

十
二
団
体
中
一
団
体
が
法
適
用
化

済
、
二
団
体
が
取
組
中
、
九
団
体

が
検
討
中
と
な
っ
て
い
る
。

公
営
企
業
適
用
拡
大
に
向

け
て
の
支
援
に
つ
い
て

○
公
営
企
業
経
営
支
援
人
材
ネ
ッ

ト
事
業
の
創
設

　
総
務
省
は
全
国
で
公
営
企
業

の
経
営
改
革
等
に
係
る
専
門
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
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を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
平
成
二
十
八

年
度
よ
り「
公
営
企
業
経
営
支
援
人
材
ネ
ッ
ト
事
業
」

の
運
用
を
開
始
し
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

平
成
三
十
年
度
に
は
、
多
様
な
事
業
等
に
つ
い
て
も

対
応
可
能
な
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、 

登
録
者
の
拡

充
を
行
っ
た
。

　
人
材
ネ
ッ
ト
事
業
に
お
い
て
は
特
別
交
付
税
措
置

も
さ
れ
て
い
る
。

○「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

等
の
公
表

　
総
務
省
は
、「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す

る
実
務
研
究
会
」
に
お
け
る
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
に
「
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
公
表
し

た
。

　
現
在
で
は
平
成
三
十
一
年
三
月
改
訂
版
が
最
新
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い
る
。

法
適
用
事
業
に
す
る
こ
と
の

　
　
　
　
　

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
経
営
、
資
産
等
の
正
確
な
把
握
に
よ
る
経
営
管
理
の

向
上
が
見
込
め
る
。

　
発
生
主
義
を
導
入
し
、
民
間
企
業
と
同
様
の
精
度

の
高
い
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

固
定
資
産
台
帳
等
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

営
企
業
の
経
営
、
資
産
等
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
　

○
計
画
的
な
基
盤
の
強
化
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向

上
等
が
可
能
で
あ
る
。

○
経
営
に
要
す
る
経
費
の
的
確
な
原
価
計
算
に
よ
り
、

適
切
な
料
金
算
定
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

○
経
営
の
透
明
性
が
向
上
し
、
他
団
体
と
の
比
較
可
能

性
も
確
保
さ
れ
、
議
会
・
住
民
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向

上
が
見
込
め
る
。

○
弾
力
的
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
予
算
を
超
え
る
弾
力
的
な
支
出
、
効
率
的
・
機
動

的
な
資
産
管
理
等
が
可
能
と
な
り
、
経
営
の
自
由
度

が
向
上
す
る
。

公
営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大
と

　
　
　

経
営
比
較
分
析
表
に
つ
い
て

　
経
営
比
較
分
析
表
と
は
経
営
及
び
施
設
の
状
況
を
表

す
経
営
指
標
を
用
い
て
公
営
企
業
の
各
事
業
ご
と
の
経

年
比
較
、
他
公
営
企
業
と
の
比
較
、
複
数
の
指
標
を
組

み
合
わ
せ
た
分
析
を
行
い
、
取
り
ま
と
め
発
表
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年
、
分
析
表
を
公
表
さ
れ
て

い
る
事
業
は
増
加
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て

は
工
業
用
水
道
事
業
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
公
営
企
業
会
計
が
適
用
拡
大
さ
れ
る
と
経
営
比
較
分

析
表
に
よ
り
、
他
公
営
企
業
と
比
較
で
き
る
項
目
が
増

加
し
、
よ
り
正
確
な
経
営
状
況
の
比
較
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
正
確
な
現
状
の
問

題
の
分
析
、
経
営
改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
具
体
的
な
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、
簡
易
水
道
事
業
で

法
適
用
事
業
と
法
非
適
用
事
業
を
比
較
す
る
と
、
累
積

欠
損
比
率
、
流
動
比
率
、
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
率
、

管
路
経
年
化
率
の
項
目
に
つ
い
て
法
適
用
事
業
に
つ
い

て
は
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
法
非
適
用
事
業
に
お
い
て

は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
一
部
だ
け
を
見
て
も
法

適
用
化
さ
れ
て
い
る
公
営
企
業
の
方
が
詳
細
な
状
況
を

把
握
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

お
わ
り
に

　
公
営
企
業
の
法
適
用
化
は
年
々
進
ん
で
お
り
、
経
営

状
況
も
総
務
省
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
地
方
公
営
企
業

決
算
の
概
要
を
見
て
も
年
々
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
触
れ
た
急
激
な
人

口
減
少
等
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
大
幅
な
減
少
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
需
要
の
増
大
等
の
問
題
が

現
時
点
で
全
て
解
決
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今

後
、
人
口
規
模
の
少
な
い
市
町
村
の
公
営
企
業
も
法
適

用
化
が
進
ん
で
い
き
、
日
本
全
国
で
よ
り
正
確
な
経
営

状
況
の
分
析
が
可
能
に
な
り
、
現
状
は
比
較
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
公
営
企
業
間
の
経
営
比
較
も
正
確
に
行
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
問
題
点
の
解
決
の
一
助
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
公
営
企
業
の
経
営
改
善
に
は
「
公
営

企
業
会
計
の
適
用
拡
大
」「
経
営
比
較
分
析
表
の
作
成
・

公
表
」
を
中
心
と
し
た
『
公
営
企
業
の
「
見
え
る
化
」』

の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
た
め
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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法適用簡易水道事業経営比較分析表

法非適用簡易水道事業経営比較分析表
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１　

は
じ
め
に

　
決
算
統
計
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
公
営
事
業

会
計
を
除
く
）
を
ま
と
め
た
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会

計
（
公
営
企
業
及
び
収
益
事
業
等
の
特
別
会
計
）
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
普
通
会
計
の
調
査
で
は
「
決
算
収
支
、
歳
入
内
訳
、

目
的
別
歳
出
内
訳
、
性
質
別
歳
出
内
訳
、
歳
出
内
訳
及

び
財
源
内
訳
」
が
基
本
統
計
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
「
都
道
府
県
財
政
指
数
表
」
及
び
「
類
似

団
体
別
市
町
村
財
政
指
数
表
」
に
お
い
て
類
型
別
の
類

似
団
体
の
決
算
指
数
が
示
さ
れ
る
た
め
、

各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
こ
の
指
数

表
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
財
政
の
健
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
正
確
に
決
算
統
計
を

作
成
し
、
的
確
な
財
政
分
析
に
よ
る
自
己

診
断
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
の
予
算
編
成

に
お
い
て
も
、
財
政
指
数
表
を
活
用
し
、

類
似
団
体
と
比
較
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き

予
算
の
姿
を
検
討
し
、
そ
れ
に
近
づ
け
て

い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
文
で
は
特

に
徳
島
県
内
市
町
村
の
普
通
会
計
決
算
の

状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

２　

平
成
三
十
年
度　

普
通
会
計

　
　

決
算
の
概
要
（
決
算
規
模
）

　
平
成
三
十
年
度
の
県
内
二
十
四
市
町
村
の
普
通
会
計

の
決
算
規
模
は
、

歳
入
決
算
額
三
七
八
、
六
二
八
百
万
円

　（
対
前
年
度
▲
一
、
四
一
五
百
万
円
▲
〇
・
四
％
）

歳
出
決
算
額
三
六
四
、
七
二
〇
百
万
円

　（
対
前
年
度
▲
二
、
八
九
九
百
万
円
▲
〇
・
八
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
等
が

平成30年度
市町村普通会計決算等について

市町村課主事（企画財政担当）　鍜治谷　太　一

図表１　決算規模の状況 （単位：百万円、％）

区　分
平成28年度 平成29年度 平成30年度

決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 増減率

歳入総額 376,622 △ 0.6 380,043 0.9 378,628 △ 0.4

歳出総額 362,257 △ 0.5 367,619 1.5 364,720 △ 0.8
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減
少
し
、
前
年
度
よ
り
も
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
人
件
費
、
扶
助
費
や
公
債
費
等
義

務
的
経
費
が
減
少
し
、
そ
の
他
経
費
に
お
い
て
も
積
立

金
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
と
同
様
に
前
年

度
よ
り
も
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

３　

決
算
収
支
に
つ
い
て

　
平
成
三
十
年
度
の
歳
入
歳
出
の
差
引
（
形
式
収
支
）

は
、
一
三
、
九
〇
八
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

（
四
、八
八
五

百
万
円
）
を

控
除
し
た
実

質
収
支
は
、

九
、
〇
二
三

百
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、

今
年
度
、
実

質
収
支
が
赤

字
と
な
っ
た

団
体
は
な
い
。

　
実
質
収
支

か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支

を
差
し
引
い

た
単
年
度
収

支
は
、
今
年

度
は
八
四
三
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
て
・
取
崩
し
、
繰
上
償
還
金
を
加
味

し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
七
五
八

百
万
円
増
加
し
た
も
の
の
、
二
、
五
九
七
百
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

４　

歳　

入

　
平
成
三
十
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
三
七
八
、

六
二
八
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
四

一
五
百
万
円
、〇
・
四
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
財
源
総
額
は
二
一
三
、
〇
一
七

百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
〇
五
六
百

万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
構
成
比
で
は
五

六
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
地
方
税

　
地
方
税
は
一
〇
一
、
七
三
九
百
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
一
、
〇
六
二
百
万
円
、
一
・
一
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
う
ち
、
市
町
村
民
税
は
四
四
、
五
九
七
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
二
五
六
百
万
円
、

二
・
九
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
地
方
交
付
税

　
地
方
交
付
税
は
九
一
、
五
一
九
百
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
二
、
二
二
四
百
万
円
、
二
・

四
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
国
庫
支
出
金

　
国
庫
支
出
金
は
四
九
、
〇
三
八
百
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
二
、
〇
二
一
百
万
円
、
四
・

〇
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
地
方
債

　
地
方
債
は
四
〇
、
一
五
〇
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
七
九
九
百
万
円
、二
・
〇
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
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年度

決算収支の推移

実質収支

単年度収支

実質単年度
収支

図表２　決算収支の推移

図表３　歳入の状況 （単位：百万円、％）

区　　　分
平成30年度 平成29年度 比　　較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

地方税 ① 101,739 26.9 100,677 26.5 1,062 1.1

地方譲与税 ② 3,245 0.9 3,205 0.8 40 1.2

地方特例交付金等 ③ 359 0.1 277 0.1 82 29.6

地方交付税 ④ 91,519 24.2 93,743 24.7 △ 2,224 △ 2.4

地方消費税交付金等各種交付金 ⑤ 16,155 4.2 16,171 4.2 △ 16 △ 0.1

国庫支出金 49,038 12.9 51,059 13.4 △ 2,021 △ 4.0

県支出金 26,188 6.9 27,277 7.2 △ 1,089 △ 4.0

繰入金 17,368 4.6 14,096 3.7 3,272 23.2

地方債 40,150 10.6 39,351 10.4 799 2.0

　うち臨時財政対策債 ⑥ 11,248 3.0 11,769 3.1 △ 521 △ 4.4

その他 32,867 8.7 34,187 9.0 △ 1,320 △ 3.9

歳入合計 378,628 380,043 △ 1,415 △ 0.4

　うち一般財源　①＋②＋③＋④＋⑤ 213,017 56.3 214,073 56.3 △ 1,056 △ 0.5

　　　　（参考）　①＋②＋③＋④＋⑥ 208,110 55.0 209,671 55.2 △ 1,561 △ 0.7

※端数処理等の関係上、計等が合わないことがある。
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５　

歳
出
（
性
質
別
歳
出
）

　
平
成
三
十
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
三
六
四
、
七
二

〇
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
二
、
八
九
九
百
万
円
、

〇
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
義
務
的
経
費

　
義
務
的
経
費
は
一
七
三
、
七
六
二
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
二
、
一
八
四
百
万
円
、
一
・
二
％
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
の
構
成
比
で
は
四
七
・
六
％
と

前
年
度
よ
り
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　
人
件
費
は
六
二
、
三
四
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
八
〇
八
百
万
円
、一
・
三
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
扶
助
費
は
七
二
、
〇
八
一
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
三
三
七
百
万
円
、〇
・
五
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
債
費
は
三
九
、
三
三
二
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
一
、
〇
三
九
百
万
円
、
二
・
六
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

（
２
）
投
資
的
経
費

　
投
資
的
経
費
は
五
三
、
八
三
一
百
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
一
〇
〇
百
万
円
、
〇
・
二
％
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
構
成
比
も
一
四
・
八
％
と
、
前
年
度
よ
り
〇
・

二
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
社
会
資
本
整
備
事
業
等
に
係

る
補
助
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、

五
〇
七
百
万
円
、
二
・
九
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
豪
雨
被
害
等
に
伴
う
復
旧
事

業
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
一
、
六
〇
七
百
万

円
、
一
一
七
・
四
％
増
加
し
て
い
る
。

（
３
）
そ
の
他
の
経
費

　
そ
の
他
の
経
費
は
一
三
七
、
一
二
七
百
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
八
一
五
百
万
円
、
〇
・
六
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　
物
件
費
は
四
九
、
一
七
〇
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
三
一
四
百
万
円
、〇
・
六
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
補
助
費
等
は
二
八
、
八
三
四
百
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
一
一
四
百
万
円
、
〇
・
四
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。

　
積
立
金
は
一
一
、
三
三
八
百
万
円
で
、
財
政
調
整
基

金
等
へ
の
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
、
二
二
一
百
万
円
、
九
・
七
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
繰
出
金
は
四
一
、
一
四
一
百
万
円
で
、
介
護
事
業
会

計
等
へ
の
繰
出
金
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
五
四
百
万
円
、
〇
・
六
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

６　
歳
出
（
目
的
別
歳
出
）

（
１
）
総
務
費

　
総
務
費
は
四
九
、
五
六
四
百
万
円
で
、
文
化
施
設
の

整
備
費
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、

三
〇
四
百
万
円
、
二
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
民
生
費

　
民
生
費
は
一
二
九
、
六
二
一
百
万
円
で
、
社
会
福
祉

費
な
ど
の
減
少
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
九
七

八
百
万
円
、
一
・
五
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
土
木
費

　
土
木
費
は
三
二
、
八
四
八
百
万
円
で
、
道
路
な
ど
の

社
会
資
本
整
備
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
三
、
六
九
九
百
万
円
、
一
〇
・
一
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

（
４
）
教
育
費

　
教
育
費
は
三
九
、一
六
五
百
万
円
で
、給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
費
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て

四
八
三
百
万
円
、
一
・
二
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
公
債
費

　
公
債
費
は
三
九
、
三
三
七
百
万
円
で
、
地
方
債
の
償

還
終
了
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
〇
三
四

百
万
円
、
二
・
六
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

７　

経
常
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
経
常
収
支
比
率
は
九

二
・
五
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上
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昇
し
て
い
る
。

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
経
常
収
支
比
率
の
算
出
の
分
母

と
な
る
歳
入
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
の
減
少
に
伴
い
、

経
常
一
般
財
源
等
が
減
少
し
、
分
子
と
な
る
歳
出
に
お

い
て
、
物
件
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

８　

実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
は
七
・
三
％
（
加
重
平
均
）
で
、

前
年
度
よ
り
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
二
年

連
続
で
上
昇
し
た
。

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
実
質
公
債
費
比
率
の
算
定
に
お

い
て
、
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
分
母
と
な
る
標
準

財
政
規
模
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
な
お
、
実
質
公
債
費
比
率
が
一
八
％
以
上
の
地
方
債

許
可
団
体
は
な
い
。

９　

地
方
債
現
在
高

　
地
方
債
現
在
高
は
三
八
四
、
二
七
三
百
万
円
で
、
前

年
度
末
に
比
べ
て
三
、
三
五
六
百
万
円
、
〇
・
九
％
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
、
二
年
連
続
で
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

　
地
方
債
の
種
類
別
で
は
、「
過
疎
債
・
辺
地
債
」
の

現
在
高
は
十
四
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
の
不
足
分
を
補
う
「
臨
時
財
政
対
策
債
」、

旧
合
併
特
例
事
業
債
を
含
む
「
一
般
単
独
事
業
債
」
等

の
現
在
高
も
増
加
し
て
い
る
。

　
な
お
、
地
方
債
発
行
額
は
四
〇
、
一
五
〇
百
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
七
九
九
百
万
円
、
二
・
〇
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

10　

基
金
の
年
度
末
現
在
高

　
基
金
の
年
度
末
現
在
高
は
一
六
九
、
七
一
二
百
万
円

で
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
四
、
四
五
七
百
万
円
、
二
・

六
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
基
金
の
種
類
別
で
は
、「
財
政
調
整
基
金
」
は
七
一
、

二
二
五
百
万
円
で
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
三
、
八
三
七

百
万
円
、
五
・
一
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　「
減
債
基
金
」
は
三
七
、
二
八
三
百
万
円
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
て
一
、
八
七
三
百
万
円
、
四
・
八
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
」
は
六
一
、
二
〇

四
百
万
円
で
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
一
、
二
五
三
百
万

円
、
二
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

11　

ま
と
め

　
徳
島
県
の
市
町
村
財
政
は
、
財
政
の
弾
力
性
の
度
合

い
を
表
す
経
常
収
支
比
率
の
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
低

い
も
の
の
、
昨
年
度
よ
り
上
が
っ
て
お
り
、
公
債
費
の

負
担
割
合
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
全
国

平
均
よ
り
高
い
数
値
で
あ
る
。
様
々
な
要
因
が
考
え
ら

れ
る
が
、
両
者
と
も
地
方
交
付
税
の
減
少
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
地
方
交
付
税
交
付
額
が
減
少
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
仕
方
な
い
と
感
じ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
が
、

も
う
一
度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
仕
方
な
い
と
考
え
る

こ
と
自
体
が
地
方
の
市
町
村
財
政
は
国
の
財
源
に
頼
り

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
は
税
収
で
す
べ
て
を
ま
か
な
う
こ
と
が
大
前
提
で
あ

り
、
住
民
税
な
ど
の
地
方
税
を
む
や
み
や
た
ら
に
上
げ

る
こ
と
は
得
策
で
な
い
こ
と
か
ら
、
単
純
に
住
民
を
増

や
し
て
、
税
収
を
増
加
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
本
県
で
は
人
口
増
に
転

じ
る
市
町
村
は
ほ
ど
ん
ど
な
い
。
逆
に
人
口
は
減
少
す

る
一
方
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
地
方

創
生
や
市
町
村
独
自
の
取
り
組
み
を
行
い
、
町
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
て
、
住
民
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
経
常
収
支
比
率
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
経
常
的
な
支
出
が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
由
に
使

え
る
予
算
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
税
収
を
増
や

す
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
予
算
の
見
直
し
も
重

要
で
あ
る
。
総
務
省
に
よ
る
一
般
単
独
予
算
の
「
見
え

る
化
」
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
他
の
市
町
村
の
単
独
予

算
の
使
い
道
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
財
政
状
況
資
料
集
な
ど
を
活
用
し
、

類
似
団
体
比
較
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
同
水
準
の
団
体

で
財
政
的
に
豊
か
な
自
治
体
と
自
分
の
自
治
体
を
比
較

し
て
、
ど
の
分
野
に
予
算
を
使
っ
て
い
る
の
か
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
選
択

と
集
中
に
よ
り
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
そ
の

町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
一
層
の
努
力
と
工
夫
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　
現
在
の
日
本
に
お
い
て
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
行
し
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
傾
向
が
継

続
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住

み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
日
本
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
・
地
方
に

お
い
て
「
地
方
創
生
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
同
年
十
二
月
に
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
も

行
わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
及
び

一
、
七
三
七
市
区
町
村
が
、
平
成
二
十
七
年
度
中
に
地

方
版
総
合
戦
略
を
策
定
済
み
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、

地
方
版
総
合
戦
略
を
安
定
的
、
継
続
的
に
推
進
で
き
る

よ
う
に
、地
方
創
生
版
三
本
の
矢
と
し
て
「
情
報
支
援
」

「
人
材
支
援
」「
財
政
支
援
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中

で
「
財
政
支
援
」
と
し
て
平
成
二
十
六
年
「
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
」
か
ら
始
ま
り
、「
地
方
創
生
推
進
交

付
金
」「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
」
が
平
成
二
十

八
年
度
か
ら
現
在
ま
で
地
方
へ
の
財
政
支
援
と
し
て
講

じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、「
第
二
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
で
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
、Society5

.0

を
推
進
す
る
た
め
の
全
国
的
な
モ

デ
ル
と
な
り
得
る
事
業
に
対
す
る
支
援
の
枠
組
み
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
上
で
特
に

効
果
の
高
い
施
設
整
備
に
対
す
る
複
数
年
度
に
わ
た
る

事
業
実
施
の
円
滑
化
や
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
の

連
携
等
、
地
方
に
お
い
て
交
付
金
の
活
用
が
し
易
い
よ

う
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
地
方
創
生
版
三
本
の
矢
で
あ
る
「
財
政

支
援
」
の
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
お
よ
び
「
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

制
度
概
要

○
地
方
創
生
推
進
交
付
金

Ⅰ
　
基
本
的
な
考
え
方

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
・
主
体
的

な
取
組
み
で
、
先
導
的
な
も
の
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
支
援
対
象
で
あ
る
先
導
的
な
事
業
は
次
の
三
タ
イ
プ

と
す
る
。

・
先
駆
タ
イ
プ
…
官
民
協
同
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間

連
携
等
の
先
駆
的
要
素
が
含
ま
れ
る
事
業

・
横
展
開
タ
イ
プ
…
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開
を

図
る
事
業

・S
o
ciety5

.0

タ
イ
プ
…
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
取
り

組
む
、
未
来
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
社
会
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
の
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
事
業

Ⅱ
　
予
算
額
、
補
助
率

　
一
、
〇
〇
〇
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
二
、
〇
〇
〇
億

円
） 

補
助
率 

一
／
二

Ⅲ
　
交
付
上
限
額
、
申
請
上
限
数

地方創生関係交付金について

地方創生推進課主事（地方創生担当）　片　山　大　輔
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・
都
道
府
県
　
先
駆
三
・
〇
億
円 

横
展
開 

一
・
〇
億

円
　
　
原
則
九
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
三
事
業
）

・
中
枢
中
核
都
市 

先
駆
二
・
五
億
円 

横
展
開
〇
・
八

五
億
円

　
　
原
則
七
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
二
事
業
）

・
市
町
村    
先
駆
二
・
〇
億
円 

横
展
開 

〇
・
七
億
円

　
　
原
則
五
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
一
事
業
）

※Society5
.0

タ
イ
プ
　
三
・
〇
億
円
（
申
請
可
能
事

業
数
を
超
え
る
申
請
も
可
能
）

○
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

Ⅰ
　
基
本
的
な
考
え
方

　
拠
点
整
備
交
付
金
は
、
地
方
公
共
団
体
が
進
め
て
い

る
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
自
主
的
・
主
体
的
な
地

域
拠
点
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
の
事
情

を
尊
重
し
な
が
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
地
方
の
拠
点
を
整
備
す
る
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

地
方
創
生
の
充
実
・
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
本
交
付
金
で
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
の
採
択
事
業
も
し
く
は
申
請
予
定
事
業
等
を

は
じ
め
と
し
て
、
地
方
創
生
の
推
進
に
資
す
る
緊
急
性

の
高
い
施
設
整
備
等
を
対
象
と
す
る
。

　
ま
た
、
本
交
付
金
に
よ
る
施
設
整
備
等
は
、
単
な

る
「
ハ
コ
モ
ノ
行
政
」
で
は
な
く
、
地
方
版
総
合
戦
略

に
基
づ
く
取
り
組
み
と
し
て
地
方
創
生
の
推
進
に
資
す

る
先
導
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
運
営
戦
略
や
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
利
活
用
方
策
が
明
確
に
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
十

分
な
地
方
創
生
へ
の
波
及
効
果
の
発
現
を
期
待
で
き
る

も
の
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
際
、
関
連
す
る
ソ
フ
ト
事

業
と
連
携
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
う
し
た
効
果
の

発
現
を
高
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
主
な
対
象
施
設
と
し
て
以
下
の
項
目
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

・
地
域
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
観
光
や
農
林

水
産
業
の
先
駆
的
な
進
行
に
資
す
る
施
設

・
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
飛
躍
的
に
加
速
し
、
地
方
へ

の
移
住
や
起
業
等
に
確
実
に
つ
な
が
る
施
設

・
地
域
に
お
け
る
多
様
な
働
き
方
を
先
駆
的
に
実
現
し
、

女
性
や
高
齢
者
の
就
業
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た
め

の
施
設

・
地
域
で
の
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
地
域
の
消
費
拡
大
に
結
び
つ
く
施
設

Ⅱ
　
予
算
額
、
補
助
率

　
六
〇
〇
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
一
、
二
〇
〇
億
円
） 

補
助
率 

一
／
二

Ⅲ
　
交
付
上
限
額

・
都
道
府
県
　
一
五
億
円
程
度
（
事
業
費
ベ
ー
ス

：

三

〇
億
円
）

・
中
枢
中
核
都
市
　
一
〇
億
円
程
度
（
事
業
費
ベ
ー

ス

：

二
〇
億
円
）

・
市
町
村
　
五
億
円
程
度
（
事
業
費
ベ
ー
ス

：

一
〇
億

円
）県

内
各
市
町
村
の
取
り
組
み
状
況

Ⅰ
　
各
市
町
村
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
一
覧

（
令
和
元
年
度
）

　
県
内
市
町
村
に
お
け
る
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の

申
請
状
況
を
図
１
に
示
す
。
県
内
二
十
四
す
べ
て
の
市

町
村
に
お
い
て
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用
を
行
っ

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、

吉
野
川
市
、
美
馬
市
、
三
好
市
、
上
勝
町
、
那
賀
町
、

牟
岐
町
、
松
茂
町
、
上
板
町
に
お
い
て
は
、
県
と
の
広

域
連
携
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
各
市
町
独
自
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

Ⅱ
　
各
市
町
村
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事
業
一

覧
（
令
和
元
年
度
）

　
県
内
市
町
に
お
け
る
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

の
申
請
状
況
を
図
２
に
示
す
。
県
内
市
町
村
に
お
け
る
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
の
活
用
を
行
っ
た
市
町
村

は
、
美
馬
市
、
藍
住
町
、
板
野
町
の
三
市
町
と
な
っ
て

い
る
。

Ⅲ
　
藍
住
町
の
取
り
組
み
紹
介

　
こ
こ
で
は
、
派
遣
元
で
あ
る
藍
住
町
が
令
和
元
年
度

に
実
施
し
た
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
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図１

事　　　業　　　名 事業実施団体

1 とくしま新未来産業のブランド創出とグローバル展開 徳島県、徳島市、藍住町

2
四国のゲートウェイを起点とした「おどる宝島　とくしま
観光・文化プログラム」発信戦略

徳島県、徳島市、鳴門市、小松島市、美馬市、
三好市、海陽町、つるぎ町、東みよし町

3 徳島東部地域における DMO 推進
徳島市、鳴門市、小松島市、吉野川市、阿波市、
勝浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山町、
松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町

4 労働力人口確保（地方の人手不足解消）に関する計画 徳島市

5
ASA トライアングル（南あわじ・鳴門・東かがわ）を結ぶ、
サイクリングツーリズム推進事業

鳴門市（南あわじ市、東かがわ市）

6
もうかる農林水産業の実現に向けた「とくしまブランド」
戦略

徳島県、小松島市、阿波市、那賀町、松茂町、
北島町、藍住町、板野町

7 「こまっしまに住みたい」応援事業 小松島市

8 地域における人材確保力の強化推進事業 小松島市

9 とくしま「スポーツ・レガシー」創造戦略
徳島県、阿南市、美波町、牟岐町、海陽町、那
賀町

10 移住・定住の好循環創造事業 吉野川市

11 RESAS の活用による人材育成と UI J ターン就職促進事業 美馬市

12 美馬市版 DMC 設立による「儲かる」観光地づくり事業 美馬市

13
J リーグクラブ等との連携による美馬市版 SIB（ソーシャル
インパクトボンド）を中心とした健康づくりプロジェクト

美馬市

14 三好市生涯活躍のまちづくり事業 三好市

15 自治体広域連携による「ローカルベンチャー」推進事業
上勝町

（西栗倉町、厚真町、下川町、釜石市、気仙沼市、
石巻市、日南市、七尾市、雲南市、南小国町）

16 彩山を活用した産業振興事業 上勝町

17 とくしま回帰促進！県民総活躍推進戦略 徳島県、美波町、神山町、那賀町

18 那賀町ドローン利活用推進事業 那賀町

19
健康経営・リカレントを核とした「人生 100 年時代」へ
の挑戦プロジェクト

徳島県、那賀町

20 「牟岐の魅力発信」活力再生事業 牟岐町

21 中心市街地等魅力向上事業 美波町

22 「オールまつしげ！」によるまちの賑わい創出事業 松茂町

23
「大人の社会塾」を中心とした人材育成による地域活性化
事業

上板町
（高畠町、更別村、会津若松市、八丈町、高岡市、
小林市、高森町、富田町、越知町、琴浦町）

事　　　業　　　名 事業実施団体

1 郡里地域コミュニティー拠点施設整備事業 美馬市

2 藍染め普及支援事業拠点「（仮称）勝瑞藍工房」の整備 藍住町

3 「（仮称）道の駅いたの」における地域振興施設整備事業 板野町

図２

地方創生推進交付金の申請状況

地方創生拠点整備交付金の申請状況

（　）内については、県外の広域連携市町村
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藍
住
町
は
町
名
の
由
来
で
あ
り
、
か
つ
て
は
阿
波
藍

の
産
地
で
あ
っ
た
伝
統
に
基
づ
き
、「
藍
」
を
軸
と
し

た
町
の
魅
力
作
り
と
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

未
だ
「
阿
波
藍
の
里
」
と
し
て
の
知
名
度
は
向
上
し
て

い
な
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
阿
波
藍
を
掲
げ
て
、

徳
島
県
内
市
町
村
が
競
う
中
、
本
町
に
お
け
る
染
織
家

（
染
師
）
や
染
料
「
す
く
も
」
の
製
造
家
（
藍
師
）
な

ど
の
藍
産
業
に
携
わ
る
事
業
者
が
少
な
い
こ
と
が
あ
り
、

藍
産
業
に
携
わ

る
人
材
や
事
業

家
の
育
成
・
底

上
げ
が
急
務
で

あ
る
。

　
こ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、

藍
染
料
の
製
造

か
ら
藍
染
め
製

品
の
作
成
ま
で

の
技
術
を
習
得

さ
せ
る
人
材

育
成
拠
点
と

し
て
「
勝
瑞

藍
工
房
」
を

整
備
し
、
当

施
設
と
地
域

お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
併

用
し
て
藍
に

携
わ
る
人
材

を
輩
出
し
、

藍
関
連
産
業

を
復
興
す
る

と

と

も

に

「
阿
波
藍
の

里
」
と
し
て

町
の
魅
力
を

い
っ
そ
う
充

実
さ
せ
、
観

光
や
移
住
交

流
人
口
の
拡

大
や
地
域
特

産
品
の
創
造
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
拠
点
の
整

備
を
行
っ
た
。

　
平
成
三
十
年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
り
阿
波

藍
製
造
復
活
を
目
指
し
葉
藍
の
栽
培
と
す
く
も
づ
く
り

と
藍
染
に
つ
い
て
学
び
、
令
和
元
年
に
は
藍
の
栽
培
に

着
手
、
栽
培
さ
れ
た
葉
藍
が
整
備
さ
れ
た
施
設
に
よ
っ

て
、
同
年
十
二
月
に
は
町
内
産
の
す
く
も
の
製
造
も
完

了
し
て
お
り
、
令
和
二
年
夏
頃
か
ら
製
造
し
た
す
く
も

を
使
っ
て
の
染
色
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
国
の
財
政
支
援
で
あ
る
「
地
方
創
生
推
進

交
付
金
」「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
」
の
概
要
及

び
県
内
市
町
村
の
交
付
金
活
用
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
が
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
が
深
刻
化
す
る
中
「
と

く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
二
〇
二
〇
年
策
定
版
）」
で

描
い
た
将
来
展
望
の
実
現
に
向
け
、
人
口
減
少
の
克

服
と
持
続
可
能
な
地
域
作
り
に
向
け
た
計
画
と
し
て

「
ｖ
ｓ
東
京
『
と
く
し
ま
回
帰
』
総
合
戦
略
～
未
知
の

世
界
へ
の
挑
戦
」
を
策
定
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
各
市
町

村
に
お
い
て
も
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
次
期
総
合
戦
略

に
よ
っ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
思

わ
れ
る
が
、
国
の
「
情
報
支
援
」「
人
材
支
援
」「
財
政

支
援
」
の
三
本
の
矢
を
活
用
し
、
各
自
治
体
の
強
み
を

さ
ら
に
伸
ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境

を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
を
実

現
で
き
る
よ
う
地
方
創
生
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

染め工房内部 藍寝床外観

完成したすくも 藍寝床での作業風景
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にし阿波エシカル未来創造大学～にし阿波のエシカル
文化を未来へ、そして世界へ～の取り組みについて

西部総合県民局地域創生部主事（にし阿波振興担当）　兼　本　純　治

１　

は
じ
め
に

　
に
し
阿
波
地
域
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ

れ
た
「
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
山
の
斜
面

を
崩
さ
ず
、
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
農
作
物
を
生
産
し
、

作
っ
た
も
の
は
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
生
産
・
消
費

形
態
が
、SD

G
s

が
採
択
さ
れ
る
よ
り
遥
か
に
前
か
ら

連
綿
と
営
ま
れ
て
お
り
、
自
然
に
寄
り
添
っ
て
生
き
る

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
は
「
エ
シ
カ
ル
」
の
視
点
で
大
変

価
値
あ
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
人
々
が
貧
困
か
ら
脱

し
、
継
続
的
に
発
展
し
続
け
る
未
来
を
人
類
が
指
向
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
道
を
照
ら
す
灯
火
と
な
り
得
る

も
の
で
あ
る
。

２　

研
究
の
背
景
及
び
目
的

　
に
し
阿
波
に
お
い
て
は
現
在
、
場
所
に
よ
っ
て
は
斜

度
四
〇
度
に
も
な
る
急
傾
斜
地
で
、
段
々
畑
の
よ
う
な

水
平
面
を
形
成
せ
ず
に
傾
斜
地
の
ま
ま
農
耕
し
、
風
雨

な
ど
で
起
こ
る
土
の
流
出
を
草
地
で
採
取
し
た
敷
き

草
（
カ
ヤ
）
を
畑
に
す
き
込
む
こ
と
で
最
小
限
に
抑
え
、

そ
ば
等
の
雑
穀
や
伝
統
野
菜
に
山
菜
、
果
樹
な
ど
少
量

多
品
目
を
組
み
合
わ
せ
る
複
合
経
営
に
よ
り
、
山
間
地

の
環
境
に
適
応
し
た
持
続
的
な
農
耕
シ
ス
テ
ム
を
維
持

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
、
調
査
研
究
に
よ
り
地
域
の
生
活
が
有
す
る
価

値
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
価
値
を
効
果
的
に

発
信
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
活
用
す
る
方
法
を
明
確

に
し
、
地
域
に
お
い
て
持
続
可
能
な
農
業
に
取
り
組
む

農
家
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
政
策
形
成
に
つ
な
げ
る
。

調査研究推進体制概念図 調査研究概念図
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３　

調
査
研
究
の
課
題
・
方
針

　
高
齢
化
・
人
口
減
少
等
を
背
景
と
し
た
農
業
の
後
継

者
不
足
と
い
う
全
国
的
な
課
題
は
、
本
地
域
に
も
容
赦

な
く
襲
い
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
を
通

じ
て
古
来
か
ら
の
生
産
・
消
費
形
態
を
ど
う
や
っ
て
未

来
に
つ
な
い
で
い
く
の
か
、
そ
の
方
策
を
見
い
だ
す
こ

と
は
地
域
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　
課
題
解
決
の
た
め
、
徳
島
県
内
外
の
学
生
を
対
象
に

「
に
し
阿
波
エ
シ
カ
ル
未
来
創
造
大
学
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
地
域
農
業
に
係
る
現
地
調
査
を
行
い
、
地
域
農

家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
地
域
農
業
の
特
徴
を

詳
ら
か
に
す
る
。

４　

調
査
研
究
の
実
施
方
法

①
に
し
阿
波
傾
斜
地
農
業
の
農
家
を
訪
問
調
査

　
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
が
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き

た
理
由
を
、
外
部
者
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

そ
こ
に
内
在
す
る
潜
在
的
な
価
値
に
つ
い
て
探
る
た
め
、

京
都
大
学
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
現
地
調
査
は
、
大

学
院
農
学
研
究
科
　
助
教
　
大
石
　
和
男
氏
及
び
修
士

課
程
　
岩
男
望
氏
が
行
っ
た
。
九
月
～
十
二
月
の
間
で
、

二
市
二
町
の
七
地
域
に
お
い
て
、
農
家
を
訪
問
し
聞
き

取
り
調
査
実
施
す
る
。
以
下
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
両

名
か
ら
提
出
さ
れ
た
研
究
成
果
報
告
書
の
抜
粋
で
あ
る
。

②
に
し
阿
波
エ
シ
カ
ル
未
来
創
造
大
学
（
十
二
月
一
日
開
催
）

　
徳
島
県
農
業
大
学
校
の
学
生
や
地
元
の
高
校
生
等
の

県
内
外
の
学
生
を
対
象
に
、「
に
し
阿
波
エ
シ
カ
ル
未

来
創
造
大
学
」
を
開
催
し
た
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
　
大
石
和
男
　
助
教
に
よ
る
講
演
の
後
に
は
、

地
元
農
家
も
交
え
、
地
域
農
業
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い

て
語
る
と
と
も
に
、
エ
シ
カ
ル
の
視
点
か
ら
「
傾
斜
地

農
耕
シ
ス
テ
ム
」
を
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の
方

策
を
探
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

５　

研
究
結
果

①
調
査
対
象

　
美
馬
市（
渕
名
集
落

：

二
名
）、三
好
市（
上
名
集
落

：

一
名
、
東
祖
谷
地
域

：

四
名
）、
つ
る
ぎ
町
（
剪
宇
集

落

：

一
名
、猿
飼
集
落

：

一
名
）、東
み
よ
し
町
（
ハ
タ
・

法
市
集
落

：

四
名
、
加
茂
山
地
域

：

二
名
）
の
七
地
域

農
家
十
五
名
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

②
調
査
結
果

農
作
物
に
つ
い
て

：

雑
穀

　
聞
き
取
り
対
象
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
雑
穀
を
栽
培
し
て

い
た
。
品
種
は
ア
ワ
、
コ
キ
ビ
、
タ
カ
キ
ビ
、
ヒ
エ
、

ヤ
ツ
マ
タ
の
五
種
類
で
あ
る
。

　
食
べ
方
と
し
て
は
、
米
に
混
ぜ
る
か
、
モ
チ
に
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
米
の
栽
培
が
困
難
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
雑
穀
は
米

の
代
わ
り
の
主
食
ま
た
は
主
食
を
支
え
る
も
の
と
い
う

位
置
づ
け
で
、
必
ず
し
も
肯
定
的
な
と
ら
え
方
が
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
東
祖
谷
で
は
雑
穀
の
生
産
が
一
度
ほ
ぼ
途
切

れ
た
が
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
前
に
固
有
種
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
人
々
に
よ
っ

て
祖
谷
雑
穀
生
産
組
合
が
三
年
前
に
組
織
さ
れ
、
現
在

は
種
の
保
存
を
目
的
と
し
た
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
祖
谷
雑
穀
生
産
組
合
に
限
ら
ず
、
現
在
も

個
々
の
農
家
が
在
来
種
の
栽
培
を
続
け
て
お
り
、
種
の

保
存
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
雑
穀
の
栽
培
に
つ
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
の

が
、
焼
畑
の
存
在
で
あ
る
。

　
家
に
近
い
畑
で
は
換
金
作
物
や
主
食
と
な
る
麦
等
が

優
先
し
て
栽
培
さ
れ
、
離
れ
た
焼
畑
で
雑
穀
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
。
ソ
バ
、
豆
類
も
焼
畑
で
栽
培
さ
れ
た
。
聞

き
取
り
対
象
で
は
、
東
祖
谷
で
焼
畑
が
行
わ
れ
て
お
り
、

雑
穀
を
栽
培
し
た
後
は
数
年
で
ミ
ツ
マ
タ
栽
培
に
移
行
、

そ
の
後
造
林
と
い
う
流
れ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
焼
畑

を
行
わ
な
い
地
域
で
は
、
昔
か
ら
通
常
の
畑
で
栽
培
し

て
い
た
。

　
米
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
他

の
作
物
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

昭
和
四
十
～
五
十
年
頃
を
境
に
焼
畑
は
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
ソ
バ
に
つ
い
て
は
、
栽
培
期
間
が
短
い
た
め

（
八
月
～
十
、
十
一
月
）
お
金
に
な
る
の
が
早
い
と
評

価
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
物
々
交
換
の
手
段
と
し
て

も
使
わ
れ
た
。
現
在
も
栽
培
し
て
い
る
農
家
はJA

に

出
荷
す
る
ほ
か
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
等
、
昔
と

は
異
な
る
形
で
消
費
し
て
い
る
。

農
作
物
に
つ
い
て

：

葉
タ
バ
コ

　
阿
波
葉
は
在
来
種
で
、
約
四
百
年
前
の
江
戸
時
代
初

意見交換会風景

大石先生による講演会風景
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期
に
栽
培
が
始
ま
り
、
県
西
部
の
山
間
部
に
広
ま
っ
た
。

　「
藩
政
時
代
、
阿
波
の
物
産
に
つ
い
て
、
野
に
藍
、

海
に
塩
に
対
し
て
、
山
に
タ
バ
コ
と
紙
と
言
わ
れ
、
三

好
・
美
馬
は
昔
か
ら
、
タ
バ
コ
作
を
も
っ
て
生
活
を
支

え
て
来
た
と
い
う
。」（『
阿
波
池
田
タ
バ
コ
史
』p.
二
一
）

　
山
間
部
で
は
阿
波
葉
の
他
に
は
換
金
作
物
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
最
盛
期
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
家
が

栽
培
し
て
い
た
。

　
生
計
を
支
え
る
作
物
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
は
阿
波

葉
を
畑
の
大
部
分
で
、
し
か
も
条
件
の
よ
い
場
所
で
優

先
的
に
栽
培
し
、
残
り
の
畑
で
他
の
も
の
を
作
る
と
い

う
、
阿
波
葉
中
心
の
農
業
形
態
と
な
っ
て
い
た
。

　
葉
タ
バ
コ
は
専
売
制
で
あ
り
、地
域
の
代
表
（
総
代
）

を
通
し
た
栽
培
方
法
の
指
導
も
行
わ
れ
た
が
、
個
人
の

技
術
や
土
地
の
条
件
も
大
き
く
影
響
し
、
収
穫
し
た
葉

の
等
級
の
違
い
、
ひ
い
て
は
収
入
の
違
い
に
つ
な
が
っ

て
い
た
。

　
昭
和
四
十
～
五
十
年
に
は
阿
波
葉
か
ら
黄
色
種
へ
の

転
換
が
起
こ
っ
た
。

　「
池
田
出
張
所
管
内
で
黄
色
種
が
作
ら
れ
は
じ
め
た

の
は
昭
和
二
五
年
（
専
売
公
社
池
田
出
張
所
調
）
の
こ

と
で
あ
る
。・
・
五
五
年
に
な
る
と
収
益
の
有
利
性
が

認
め
ら
れ
て
三
好
町
を
中
心
に
・
・
栽
培
が
盛
ん
と
な

り
、
阿
波
葉
衰
退
の
平
成
時
代
で
も
黄
色
種
は
三
好
郡

煙
草
全
作
付
面
積
中
、
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
命

脈
を
保
っ
て
い
る
。」（『
阿
波
池
田
タ
バ
コ
史
』
p.
三

〇
六
）

　
買
い
取
り
価
格
が
高
い
た
め
に
阿
波
葉
か
ら
転
換
し

た
農
家
も
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
乾
燥
設
備
を
新
た

に
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
機
械
を
導

入
で
き
た
家
の
み
が
阿
波
葉
か
ら
黄
色
種
へ
の
転
換
を

行
っ
た
。
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
を
終
え
た
現
在
は
、
乾
燥

機
は
他
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
刻
み
タ
バ
コ
が
次
第
に
紙
巻
き
タ
バ
コ
に
押
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
や
、専
売
公
社
の
民
営
化
（
昭
和
六
十
年
）

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
の
葉
タ
バ
コ
栽
培
は
衰
退
し

て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
葉
タ
バ
コ
を
中
心
と
し
た
農

業
の
あ
り
か
た
が
変
わ
り
、
農
業
を
辞
め
て
働
き
に
出

る
人
も
増
え
始
め
た
。

　「（
三
好
郡
の
三
〇
～
五
一
年
の
）
総
人
口
の
減
少
に

比
べ
煙
草
耕
作
者
数
の
減
少
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回

り
壊
滅
的
で
あ
る
。」（
前
掲
p.
三
二
五
）

　
聞
き
取
り
対
象
者
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
五
十

～
六
十
年
代
に
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
を
や
め
て
い
る
。
た

だ
し
一
部
の
者
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
栽
培
を
続
け
、

平
成
十
六
年
ま
で
継
続
し
て
い
た
。

　
葉
タ
バ
コ
の
衰
退
に
対
応
し
、
野
菜
へ
と
作
目
を
転

換
し
た
こ
と
に
よ
り
農
業
を
続
け
る
こ
と
に
成
功
し
た

と
言
え
る
の
が
、
加
茂
山
地
域
で
あ
る
。
転
換
時
に
生

産
組
合
が
組
織
さ
れ
、
特
徴
的
な
傘
型
ハ
ウ
ス
で
の
ト

マ
ト
等
の
栽
培
が
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

傾
斜
地
に
お
け
る
農
耕
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

：

カ
ヤ
の
利
用

　
乾
燥
し
た
カ
ヤ
を
細
か
く
刻
ん
で
畑
に
す
き
込
む
方

法
が
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
現
在
も
多
く
の
農
家
が

効
果
を
実
感
し
て
お
り
、
そ
の
方
法
を
継
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
き
込
む
こ
と
以
外
の
カ
ヤ
の
利
用
方
法
と

し
て
、
阿
波
葉
等
の
栽
培
で
は
、
収
穫
時
に
何
度
も
通

る
通
路
（
畝
間
）
に
カ
ヤ
を
敷
く
（
踏
み
つ
け
た
結
果
、

秋
に
は
肥
料
に
な
る
）
や
り
方
が
家
に
よ
っ
て
は
と
ら

れ
て
い
た
。
畝
間
に
カ
ヤ
を
敷
く
そ
の
習
慣
は
今
も

残
っ
て
い
る
。

　
カ
ヤ
の
す
き
込
み
は
、
か
つ
て
は
堆
肥
を
作
り
畑
に

入
れ
る
や
り
方
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
ま

ま
短
く
切
っ
て
す
き
込
ん
だ
り
、
長
い
ま
ま
で
畑
に
入

れ
た
り
、
畝
間
に
置
く
使
い
方
だ
け
に
な
っ
た
り
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
カ
ヤ
の
利
用
が

負
担
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
場
合
も

あ
る
。

農
作
物
に
つ
い
て

：

主
食
、
ミ
ツ
マ
タ
（
三
椏
）、
茶
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
、
種
取
り

用
の
野
菜
（
カ
ブ
）、
薬
草

傾
斜
地
に
お
け
る
農
耕
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

：

畑
の

使
い
方
、
肥
料
・
農
薬
、
道
具
・
機
械
、
手
間
替
え

食
生
活
に
つ
い
て

：

食
品
加
工
、
保
存
食
・
伝
統
食
、

食
品
の
入
手
手
段

そ
の
他
の
生
業
の
変
化
に
つ
い
て

：

林
業
、
牛
の
飼
育
、

出
稼
ぎ
（
副
業
）・
農
外
就
労

な
ど
の
調
査
科
目
に
つ
い
て
も
雑
穀
と
同
様
に
農
家
の

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

③
調
査
結
果
の
考
察

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
に
し
阿
波
傾
斜

地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
の
現
在
の
状
況
は
、
古
い
時
代
か

ら
の
伝
統
的
な
や
り
方
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
維
持
さ

れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
戦
後
日
本
の
激
し
い
時
代
変

化
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
地
元
住
民
に
よ
る
生
計
を
維

持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
出
来

上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け

昭
和
中
期
ま
で
の
葉
タ
バ
コ
栽
培
は
、
こ
の
地
域
の
農

業
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
こ

で
の
肥
料
多
投
型
の
農
法
や
中
央
集
権
的
な
販
売
管
理

体
制
は
、
伝
統
的
か
つ
自
律
的
な
地
域
農
業
の
姿
と
は

異
質
な
形
態
で
あ
っ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
葉
タ
バ
コ
栽
培
が
専
売
公
社
の
民
営
化
に
よ
っ
て
退

行
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
現
在
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
や
や
無
遠
慮
な
表
現
を
許
し
て
も
ら

う
な
ら
ば
、
こ
の
地
域
の
農
耕
シ
ス
テ
ム
は
、「
残
そ

う
と
し
て
残
し
て
き
た
」
と
い
う
よ
り
も
、「
た
ま
た

ま
（
こ
の
よ
う
な
形
で
）
残
っ
た
」
と
い
う
側
面
が
強

い
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
本
研
究
で
は
考
え
る
。

　
聞
き
取
り
を
行
っ
た
あ
る
人
物
か
ら
「
こ
の
場
所
は

世
界
農
業
遺
産
な
の
か
？
」
と
逆
に
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
元
住
民
の
世
界
農
業
遺

産
に
対
す
る
理
解
度
や
熱
意
に
は
、
人
に
よ
っ
て
温
度

差
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
自
分
達
の
農
業
ス
タ

イ
ル
を
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
こ
と

で
、
そ
こ
に
特
別
な
意
義
が
あ
る
こ
と
に
気
付
け
て
い

な
い
人
々
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
に
し
阿
波
に
大
い
な
る
価
値
と
可

能
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
地
域
外
の
者
で

あ
る
。
た
と
え
ば
Ｆ
Ａ
Ｏ
で
世
界
農
業
遺
産
の
審
査
に

携
わ
っ
て
い
る
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
氏
は
、
徳
島
で

の
講
演
に
お
い
て
、「
に
し
阿
波
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
「
一
流
の
農
業
遺
産
」「
非
常
に
貴
重

な
農
法
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
と
褒
め
称
え
て
い
る
（
二

〇
一
八
年
五
月
十
二
日
）。
彼
女
は
そ
の
理
由
を
は
っ

き
り
と
は
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
、
講
演
で
登
場
し

た
「
環
境
保
全
型
農
業
」
や
「
生
物
多
様
性
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
に
し
阿
波
で
実

践
さ
れ
て
い
る
農
法
が
、
持
続
性
、
物
質
循
環
、
生
態

系
、
環
境
負
荷
と
い
っ
た
点
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
高
い

意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
本

研
究
の
関
心
に
沿
っ
て
表
現
す
る
な
ら
ば
、
エ
シ
カ
ル

性
の
高
い
生
業
・
生
活
体
系
が
保
全
さ
れ
て
い
る
と
言

い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
コ
エ
グ
ロ
の

利
用
を
中
心
に
据
え
た
栽
培
体
系
は
低
投
入
・
資
源
循

環
型
農
法
の
お
手
本
と
言
っ
て
良
く
、
後
世
に
残
す
べ

き
価
値
を
高
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
し
阿
波
で

は
、
葉
タ
バ
コ
栽
培
の
退
場
に
よ
っ
て
結
果
的
に
環

境
保
全
型
の
農
耕
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
（
残
さ
れ
）、

そ
の
結
果
と
し
て
現
在
、
エ
シ
カ
ル
な
未
来
社
会
を
先

導
す
る
可
能
性
を
手
に
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
今
後
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
に
し
阿

波
の
農
耕
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
エ
シ
カ
ル
的
要
素
を
、

コ
エ
グ
ロ
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
も
詳
細
に
解
明
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
次
に
こ
れ
ら
が
に
し
阿
波
を
超
え

て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
を
持
つ
と
い
う
事
実
を
住
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
う
ま
く

噛
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
農
耕
シ
ス
テ

ム
を
積
極
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
機
運
を
住
民
の
間

に
生
み
出
し
、
外
部
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
呼
び
込

む
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
に
し
阿

波
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
を
「
守
る
」
と
い
う
姿
勢
で

は
な
く
、「
価
値
を
掘
り
起
こ
す
」「
価
値
に
気
づ
く
」「
価

値
を
シ
ェ
ア
す
る
」
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
重
要
と
な
ろ

う
。

【
文
献
】
阿
波
池
田
た
ば
こ
史
編
集
委
員
会
（
編
）『
阿

波
池
田
た
ば
こ
史
』池
田
町
教
育
委
員
会
、一
九
九
二
年
。

【
文
献
】
に
し
阿
波
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
の
次
世
代

継
承
の
方
策
に
つ
い
て
探
る

−

伝
統
的
農
法
の
存
続
過

程
に
探
る
潜
在
的
価
値

−

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
　
助
教
　
大
石
和
男
　
修
士
課
程
　
岩
男
望
か
ら
②

調
査
結
果
（
p.
四
、
五
、
七
、
八
、
九
、
一
二
、
一
三
）

③
調
査
結
果
の
考
察
（
p.
二
五
）
に
つ
い
て
は
抜
粋

６　

終
わ
り
に

　
に
し
阿
波
地
域
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
は
、
持
続

性
、
物
質
循
環
、
生
態
系
、
環
境
負
荷
と
い
っ
た
点
で
、

エ
シ
カ
ル
的
に
価
値
の
あ
る
農
業
及
び
生
活
が
現
代
ま

で
継
承
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
調
査
研
究
で
は
、
地
域

住
民
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
の
エ
シ
カ
ル
的
な
価
値

や
そ
れ
ら
へ
の
理
解
が
十
分
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
今
後
は
、
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
に
内

在
す
る
エ
シ
カ
ル
的
要
素
を
詳
細
に
解
明
し
て
い
き
、

次
に
こ
れ
ら
が
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
と
い
う
事
実
を

地
域
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
の
審
査
に
携
わ
っ
て
い
る
あ

ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
氏
や
県
内
外
の
学
生
も
こ
の
地
域

の
エ
シ
カ
ル
的
な
価
値
に
気
づ
い
て
い
た
。
外
部
者
か

ら
の
視
点
は
、
エ
シ
カ
ル
的
な
価
値
と
可
能
性
を
見
い

だ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
両
者
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
現
行
の
農
耕
シ

ス
テ
ム
を
積
極
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
機
運
を
住
民

の
間
に
生
み
出
し
た
い
。
西
部
総
合
県
民
局
と
し
て
は
、

両
者
が
交
流
す
る
意
見
交
換
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
地
域
住
民
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
の
エ
シ
カ
ル

的
な
価
値
へ
の
理
解
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
部
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
農
業
に
取

り
組
む
農
家
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
政
策
形
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
今
年
度
は
傾
斜
地
農
耕

シ
ス
テ
ム
が
現
在
ま
で
残
っ
て
き
た
歴
史
的
背
景
を
調

査
し
た
が
、
今
後
は
、
現
在
ま
で
残
っ
て
き
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
方
策
を
探
っ
て
い

く
。
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　⑷　徳島県公立小中学校「学校業務支援システム」構築事業助成

　県と市町村が協力して行う徳島県公立小中学校「学校業務支援システム」の構築に係

る経費に対して助成しました。

　　　 ● 助成額：42,382,000円

４．市町村の振興に関する情報提供事業

　⑴　各種発行冊子

　阿波の自治、市町村要覧、市町村財政概要、市町村税務統計書を発行し、各関係機関

へ配布しました。

　⑵　ホームページの公開

　当協会の事業概要及び予算、決算等最新情報をホームページで公開しました。

　⑶　広報宣伝事業の実施

　サマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじの売上増強を図るため、発売期

間に合わせて、公共交通機関へのポスター掲示、ノベルティの製作・配布等、広報宣伝

事業を実施しました。

　また、平成30年10月24日から宝くじ公式サイトにおいて開始された宝くじのインター

ネット販売について、周知を行いました。

　こちらで紹介している内容は概要となっておりますので、貸付実績や助成金等の詳細

については、ホームページの事業報告書をご覧ください。

　　ホームページアドレス　https://tokushima-shinkou.ict-tokushima.jp/

令和２年度市町村振興宝くじの発売案内

サマージャンボ宝くじ、ハロウィンジャンボ宝くじの
収益金は、徳島県内の販売実績等に応じて交付され、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

宝くじは、徳島県内
の宝くじ売り場でお
買い求めくださいま
すようお願いします。

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて７億円
（１等５億円、前後賞各１億円）
　サマージャンボミニ
　　　　　１等　１千万円
　発売期間
７月14日（火）～８月14日（金）まで

ハロウィンジャンボ宝くじ
ハロウィンジャンボミニ
　発売期間
９月23日（水）～10月20日（火）まで
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　当協会は、徳島県内の市町村の健全な発展を図るために、市町村振興宝くじの収益金等を

活用し、市町村の財政支援のための貸付事業等市町村を支援する各種事業を行っております。

令和元年度に実施した事業の概要を下記でご紹介します。

１．市町村に対する資金貸付事業

　市町村が行う災害対策事業や緊急に整備を必要とする施設等整備事業に対し、貸付を実

施しました。

　　 ● 貸付日：令和元年５月24日

　　 ● 貸付団体及び件数：９団体67事業

　　 ● 貸付総額：1,602,000,000円

２．市町村振興宝くじ交付金交付事業

　徳島県から交付されたハロウィンジャンボ宝くじ収益金交付金を市町村に交付しました。

交付された収益金は、高齢化・少子化対応をはじめ、芸術・文化の振興、災害対策、地域

経済の活性化、環境保全など総務省令で定める事業に活用されています。

　　 ● 交付総額：121,361,000円

　　 ● 交付基準：均等割50％、人口割50％

３．市町村振興事業助成

　市町村に対し、下記の事業に対して助成しました。

　⑴　とくしま創生推進事業助成

　市町村が行う地方版総合戦略の実現に資する各種事業及び行財政課題対応並びに災害

時の備蓄物資購入経費等に対して助成しました。

　　　 ● 助成額：70,166,000円

　⑵　とくしま創生連携事業助成

　市町村が連携して行う人口減少対策等地方創生に資する事業に対して助成しました。

　　　 ● 助成額：10,600,000円

　⑶　市町村職員等研修受講助成

　市町村アカデミー、国際文化アカデミー、建設研修センター、下水道事業団において

研修を受けた市町村職員等の研修経費等に対して助成しました。

　　　 ● 助成額：1,634,801円



あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

　はじめに、新型コロナ禍において、感染リスクの中、日夜、ご尽力くださっている医療・介護・福祉従事者や

危機管理担当者などエッセンシャルワーカーの皆様をはじめ、私たちの生活を支えてくださっている全ての方々

に対しまして、心から敬意を表するとともに、深く感謝を申し上げます。いつも本当にありがとうございます！

　さて、新型コロナで、「ステイホーム」が余儀なくされる中、読書の時間が増えたので、本棚を整理している時

に、学生時代に夢中で読んだ傑作小説－アレクサンドル・デュマの「モンテ・クリスト伯」を偶然見つけました。

この名作のテーマは、末尾の名言『待て、しかして希望せよ！』であり、それは、「どんな困難や逆境にあっても、

諦めず希望をもって努力を続けなさい。きっと明るい未来が待っているよ！」という意味だろうと思います。

　現在、新型コロナを取り巻く環境は、依然として厳しい状況ですが、私たちは、一日も早い終息を祈り、世界

の人々と共に手を携えて一致団結して、希望を持って、この難局を断じて乗り越えて、「ビルド・バック・ベター

（創造的復興）」を必ずや成し遂げて参りましょう！

Ｆ

Ｎ

　新型コロナウイルスの影響で、春先から外出を必要最低限に控えていますが、生活ができる程度の買い物は近

所で済ませられるし、ネットで注文しておけば欲しいものは家に届けてもらえ、外出できなくても、そこまで不

自由に感じないのが不思議です。この先どうなってゆくのか不安ですが、今後、治療薬やワクチンの開発が進み、

コロナにおびえることなく、ウイルスと上手に共存できる社会が来ることを願います。

　緊急事態宣言の発令により営業自粛となっていた宝くじ売り場も、宣言の解除を受けて順次営業再開されたよ

うでほっとしています。今年のサマージャンボ宝くじは１等前後賞合わせて７億円、サマージャンボミニは１等

１千万円です。宝くじ公式サイトでは、６月14日（日）から７月13日（月）までサマージャンボ宝くじの予約購入

もでき、宝くじポイントやお得なキャンペーンもあるので、詳しくは公式サイトをチェックしてみてくださいね。

阿波の自治
令  和  ２  年  ６  月　発 行

編集・発行　　（公財）徳島県市町村振興協会
　　　　　　〒770－0847 徳島市幸町3丁目55番地　自治会館内 4階
　　　　　　TEL（088）652－1721　 FAX（088）655－0128

編集担当　　E-mail：sh inkoukyoka i@comet .ocn .ne . jp

印　　刷　　グランド印刷株式会社
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